
2022 年 3 月15日発行（毎月 15 日発行）　

1987 年 3 月 23 日第三種郵便物承認

ISSN 1880－4993

「権利としての登山」を掲げて、新しい登山文化を創り出そう！
日本勤労者山岳連盟  第 35 回  総会報告



北
海
道

北
海
道
は
固
有
種
の
宝
庫
で
あ
る
。
太
古
の
時

代
、
シ
ベ
リ
ア
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
り
、
マ
ン
ト

ル
が
噴
出
し
た
橄か
ん
ら
ん
が
ん

欖
岩
が
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
だ
。

エ
ゾ
と
名
の
付
く
固
有
種
は
�0
種
を
超
え
る
。

国内希少種とは

　国内希少種とは、絶滅のおそれのある野生動植物種のことで、環境省
が法律に基づき指定した動植物種をいう。2022 年 1 月末現在で、国内希
少野生動植物種は 427 種であり、このうち植物は 198 種が指定されている。
本号では山でめったに目にしない 17 種を紹介する。

ユウバリソウ
ウルップソウ科の多年草。夕張岳の固
有種で蛇紋岩礫地に生える。ホソバウ
ルップソウに似ているが、花の色は白。
絶滅危惧種Ⅰ類。

カムイビランジ
ナデシコ科の多年草。
氷河期からの生き残り
である。日高山脈の限
られた岩場で見られる。
絶滅危惧種Ⅰ類。

エゾルリソウ
ムラサキ科の多年草。本種は富良野岳
の礫地で見たが、大雪山や夕張岳にも
ある。絶滅危惧種Ⅰ類。

カラフトハナシノブ
ハナシノブ科の多年草。仲間は北岳や阿蘇
山でも見られる。礼文島のものはレブンハ
ナシノブと呼ばれている。絶滅危惧種Ⅱ類。

松
永
秀
和

〜
北
か
ら
南
へ
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ
る
花
々
〜
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東
日
本

東
北
・
関
東
・
東
海

西
日
本

近
畿
・
中
四
国
・
九
州

南
北
に
長
い
う
え
、
プ
レ
ー
ト
が
衝
突
す
る
な
ど
気
候
や
地
質
構
造
の
変
化
に
富
み
、

固
有
種
が
多
い
。
特
に
早
池
峰
山
や
尾
瀬
な
ど
の
蛇
紋
岩
地
に
多
く
見
ら
れ
る
。

２
０
０
０
万
年
前
日
本
列
島
は
大
陸
か
ら
分
離
し
た
。
そ
の
上
に
乗
っ
て
き
た
植
物
は

独
自
に
進
化
し
た
。
中
国
や
朝
鮮
の
花
と
類
縁
性
が
見
ら
れ
る
。

カッコソウ
サクラソウ科の多年草。漢字では「勝紅草」、
花弁の色が濃いことから。桐生市の鳴神山に
しかなく、地元のボランティアが保護活動を
行っている。絶滅危惧種Ⅰ類。

シラタマホシクサ
ホシクサ科の一年草。分
布は東海地方の湿地。東
海の尾瀬と呼ばれる葦毛
湿原（豊橋市）が有名。
漢 字 で は「 白 玉 星 草 」。
絶滅危惧Ⅱ類。

ハヤチネウスユキソウ
キク科の多年草。早池峰山頂上部の蛇紋岩礫地で咲く。
エーデルワイスに近い種。この山はほかにも固有種が
多い。絶滅危惧種Ⅰ類。

キタダケソウ
キンポウゲ科の多年草。北岳山頂直
下の岩場に咲く。日本最高地の固有
種。仲間にヒダカソウやキリギシソ
ウがある。絶滅危惧種Ⅰ類。

マネキグサ
シソ科の多年草。山地の林内や
林縁に生える。和名は上唇弁の
形が招き猫の手に似ていること
から。準絶滅危惧類。愛知県設
楽町鹿島山で。

ヒメホテイラン
ラン科の多年草。北海道と青森県の日
本海沿のヒバ林に咲くためヒバの妖精
と呼ばれている。本種は白神山地。絶
滅危惧種Ⅰ類。

トガクシソウ
メギ科の多年草。日本固有の 1 属 1 種。
学名は江戸時代の本草学者、小野蘭山
から付けられた。絶滅危惧Ⅱ類。尾瀬
燧岳山麓で。

ルリトラノオ
オオバコ科の多年草。薬草の宝庫とい
われる伊吹山の頂上部に自生。ラピス
ラズリのような濃青の花穂が特徴。絶
滅危惧Ⅱ類。

ミセバヤ
ベンケイソウ科の多年草（多
肉性の宿根草）。園芸品が販
売されているが、野生種は
盗掘で壊滅状態。絶滅危惧
種Ⅰ類。香川県小豆島で。

ムラサキセンブリ
リンドウ科の一年草。中央構造線の通る東三河地方は蛇紋岩が露出し、その影
響で固有種が多い。準絶滅危惧類。新城市雨生山で。

キバナノツキヌキホトトギス
ユリ科の多年草。宮崎県尾鈴山の
固有種。渓流の崖に垂れ下がって
咲く。和名は茎が葉の間を突き抜
けているため。絶滅危惧種Ⅰ類。

セツブンソウ
キンポウゲ科の多
年草。関東以西の石
灰岩地に咲く。実際
の開花は節分の頃
よ り 1 カ 月 以 上 遅
い。準絶滅危惧類。
広島県庄原市で。

環境省のレッドデータブックでは、絶滅危惧種を、絶滅危惧Ⅰ類と絶滅危惧Ⅱ類に分類している。
・絶滅危惧Ⅰ A 類（CR）：ごく近い将来絶滅の危険性の高い種
・絶滅危惧Ⅰ B 類（EN）：1A 類ほどでないが近い将来に絶滅の危険性の高い種
・絶滅危惧Ⅱ類 (VU)：絶滅の危険が増大している種
ほかに「絶滅 （EX）」したと考えられる種などがある

カクチョウラン
ラン科の常緑多年草。野生
ランの宝庫、西表島の林縁
に咲く。開花した姿が鶴の
頭（鶴頂）に似ていること
から。絶滅危惧Ⅱ類。
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最
終
回

写
真
の
楽
し
み
方

写
真
・
文

宮
本
宏
明

山
で
写
真
を
撮
る
こ
と
は
山
を
味

わ
い
尽
く
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
山

で
見
つ
け
た
宝
物
を
写
真
と
い
う
形

で
持
ち
帰
れ
ば
、
山
行
を
追
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
家

族
や
友
人
に
写
真
を
見
せ
な
が
ら
み

や
げ
話
で
盛
り
上
が
り
、
い
い
写
真

は
褒
め
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
自
信
作
を
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

す
れ
ば
、
時
に
は
入
選
し
て
ご
褒
美

を
も
ら
え
る
こ
と
も
。
連
載
の
最
終

回
は
、
山
か
ら
帰
っ
た
後
の
写
真
の

楽
し
み
方
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ

写
真
は
、
人
に
見
せ
て
反
応
を
見

真
を
省
い
た
り
、見
せ
る
順
番
を
し
っ

か
り
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
ど
ん
な
に
良
い
写
真
で
も
、
似

た
よ
う
な
も
の
が
何
枚
も
続
く
と
見

せ
ら
れ
る
側
は
う
ん
ざ
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
限
り
ま
せ
ん
が
、

写
真
は
見
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
、
相
手
を
喜
ば
せ
る
工
夫
を
す
る

こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

プ
リ
ン
ト
し
よ
う

デ
ジ
タ
ル
に
な
っ
て
か
ら
写
真
は

ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
の
画
面
で
見
る
も
の

と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
し
か
知
ら
な
い

若
い
世
代
だ
と
、
写
真
を
一
度
も
プ

リ
ン
ト
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方

も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

画
面
で
見
る
写
真
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
、

見
る
人
が
使
用
し
て
い
る
ス
マ
ホ
や

モ
ニ
タ
ー
の
性
能
に
依
存
す
る
た
め
、

作
者
が
意
図
し
て
い
る
色
と
同
じ
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
の
小
さ
な

画
面
で
山
の
ス
ケ
ー
ル
を
伝
え
る
の

も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
投
稿
は
基
本
的
に
一
過
性
の
も

の
で
あ
り
、
作
品
と
し
て
長
く
鑑
賞

タ
ー
で
プ
リ
ン
ト

お
手
軽
な
の
は
①
②
③
で
す
が
、

基
本
的
に
明
る
さ
や
色
味
な
ど
は
お

任
せ
と
な
り
、
細
か
な
編
集
は
で
き

ま
せ
ん
。
④
は
若
干
敷
居
が
高
く
感

じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
プ

ロ
ラ
ボ
と
い
っ
て
も
プ
ロ
に
限
ら
ず

誰
で
も
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
、
仕

上
が
り
を
見
て
気
に
入
ら
な
け
れ
ば

部
分
的
な
調
整
を
指
示
し
て
再
プ
リ

ン
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

価
格
は
高
め
で
す
が
、
プ
リ
ン
ト
の

ク
オ
リ
テ
ィ
は
一
番
で
す
。

そ
し
て
、
意
外
に
奥
が
深
く
面
白

い
の
は
⑤
で
す
。
Ｐ
Ｃ
を
お
持
ち
で

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
を

使
っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
文
書
し
か
プ
リ
ン
ト
し
た
こ
と

が
な
い
方
に
は
、
ぜ
ひ
写
真
の
プ
リ

ン
ト
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
タ
ー
の
画
質
は
素
晴
ら
し

く
、
自
宅
で
こ
れ
ほ
ど
の
写
真
を
プ

リ
ン
ト
出
来
る
の
か
！
と
驚
か
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
、使
用
す
る
プ
リ
ン
タ
ー
メ
ー

カ
ー
の
純
正
写
真
用
紙
を
用
意
し
ま

す
る
も
の
と
は
異
な
り
ま
す
。
気
に

入
っ
た
写
真
は
、
ぜ
ひ
プ
リ
ン
ト
し

た
い
も
の
で
す
。
い
い
写
真
は
、
プ

リ
ン
ト
し
て
は
じ
め
て
実
体
の
あ
る

「
作
品
」
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

私
は
気
に
入
っ
た
写
真
は
額
に
入

れ
て
部
屋
に
飾
っ
て
い
ま
す
。
面
白

い
も
の
で
、
毎
日
眺
め
て
い
る
と
自

信
作
と
思
っ
て
い
た
写
真
が
す
ぐ
飽

き
て
し
ま
っ
た
り
、
地
味
な
写
真
で

あ
り
な
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も
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が
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。
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、
プ
リ
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と
じ
っ
く

り
向
き
合
う
こ
と
は
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と
感
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。
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て
、
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を
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リ
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に

は
、
以
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が
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。
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。
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で
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は
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で
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く
だ
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で
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は
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が
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で
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で
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を
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、
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で
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を
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が
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的
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も

し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
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に
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タ
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ム
の
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が
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の
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達
の
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を
見
る
の

も
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考
に
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ま
す
。
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に
投
稿
す
る
際
は
、
や
み

く
も
に
大
量
の
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を
投
稿
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る
の

で
は
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く
、
よ
く
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る
と
思

う
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選
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と
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で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
似
た
雰
囲
気
の
写

図 1　プリンタードライバー画面の例（赤枠部分） Photoshop Elements の場合、「ファイル」→「プリント」→「設定を変更」→「詳
細設定」でプリンタードライバー画面が開く。ここで用紙の種類、サイズ、印刷
品質等を設定する。

5 4登山時報 2022 年 4月号 登山時報 2022 年 4月号



最
終
回

写
真
の
楽
し
み
方

写
真
・
文

宮
本
宏
明

山
で
写
真
を
撮
る
こ
と
は
山
を
味

わ
い
尽
く
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
山

で
見
つ
け
た
宝
物
を
写
真
と
い
う
形

で
持
ち
帰
れ
ば
、
山
行
を
追
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
家

族
や
友
人
に
写
真
を
見
せ
な
が
ら
み

や
げ
話
で
盛
り
上
が
り
、
い
い
写
真

は
褒
め
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
自
信
作
を
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

す
れ
ば
、
時
に
は
入
選
し
て
ご
褒
美

を
も
ら
え
る
こ
と
も
。
連
載
の
最
終

回
は
、
山
か
ら
帰
っ
た
後
の
写
真
の

楽
し
み
方
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ

写
真
は
、
人
に
見
せ
て
反
応
を
見

真
を
省
い
た
り
、見
せ
る
順
番
を
し
っ

か
り
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
ど
ん
な
に
良
い
写
真
で
も
、
似

た
よ
う
な
も
の
が
何
枚
も
続
く
と
見

せ
ら
れ
る
側
は
う
ん
ざ
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
限
り
ま
せ
ん
が
、

写
真
は
見
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
、
相
手
を
喜
ば
せ
る
工
夫
を
す
る

こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

プ
リ
ン
ト
し
よ
う

デ
ジ
タ
ル
に
な
っ
て
か
ら
写
真
は

ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
の
画
面
で
見
る
も
の

と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
し
か
知
ら
な
い

若
い
世
代
だ
と
、
写
真
を
一
度
も
プ

リ
ン
ト
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
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も
い
る
か
と
思
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ま
す
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面
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見
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オ
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、

見
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Ｎ

Ｓ
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稿
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の
も
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賞
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ー
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プ
リ
ン
ト
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③
で
す
が
、
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ど
は
お
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り
、
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ま
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ん
。
④
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感
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れ
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れ
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せ
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、
プ

ロ
ラ
ボ
と
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っ
て
も
プ
ロ
に
限
ら
ず

誰
で
も
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
、
仕

上
が
り
を
見
て
気
に
入
ら
な
け
れ
ば

部
分
的
な
調
整
を
指
示
し
て
再
プ
リ

ン
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

価
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す
が
、
プ
リ
ン
ト
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ク
オ
リ
テ
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す
。
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⑤
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Ｃ
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リ
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リ
ン
ト
し
た
こ
と

が
な
い
方
に
は
、
ぜ
ひ
写
真
の
プ
リ

ン
ト
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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リ
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リ
ン
ト
出
来
る
の
か
！
と
驚
か
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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リ
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す
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リ
ン
ト
し

た
い
も
の
で
す
。
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リ
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。
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、
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な
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で
も
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が
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、
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な
け
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ば
自
分
が
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た
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と
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向
き
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
感

じ
ま
す
。

さ
て
、
写
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を
プ
リ
ン
ト
す
る
に

は
、
以
下
の
よ
う
に
様
々
な
方
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が

あ
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ま
す
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ス
マ
ホ
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
の
コ
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ー

機
で
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リ
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ト

②
ネ
ッ
ト
プ
リ
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で
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③
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店
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を
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の
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で
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デ
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を
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対
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自
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の
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ン
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キ
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で
あ
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ば
「
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エ
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で
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ば
「
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紙
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ピ
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リ
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す
る
際
は
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使
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る
ソ
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ト

ウ
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の
「
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リ
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」
を
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ま
す
が
、
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リ
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を
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前
に
プ
リ
ン
タ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー（
プ

リ
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を
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の
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定
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を
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し
、
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の
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と
サ
イ
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を
選
択
、印
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品
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を
「
最

高
」
に
設
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す
る
必
要
が
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り
ま
す
。
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リ
ン
タ
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ド
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バ
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の
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は
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」
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で
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ロ
パ
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ィ
」「
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設
定
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を
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る
と
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し
ま
す
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ド
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イ
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の
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は
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に
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す
の
で
、
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は
使
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書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

自
宅
で
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は
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自
分
が
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で
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ま
で
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を
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で
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を
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で
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を
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を
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に
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る
の
も
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で
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が
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在
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な
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に
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し
多
く
の
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と
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る
こ
と
が
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で
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的
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も
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ん
。
自
分
の
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に
対
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る
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タ
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ム
の
反
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が
楽
し
く
、

同
じ
趣
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の
友
達
の
写
真
を
見
る
の

も
参
考
に
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
際
は
、
や
み

く
も
に
大
量
の
写
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を
投
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す
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の

で
は
な
く
、
よ
く
撮
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て
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る
と
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う
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を
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と
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ま
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が
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4月 のワンポイント

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
絹
目
調

の
用
紙
や
マ
ッ
ト
紙
な
ど
を
使
っ
て

紙
の
風
合
い
を
生
か
し
た
作
品
作
り

を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

レ
タ
ッ
チ
（
編
集
／
調
整
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
普
及
し
始
め

た
頃
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
し
か
使
わ

な
い
人
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
は
レ
タ
ッ

チ
で
何
で
も
で
き
る
か
ら
イ
ン
チ
キ

だ
」
と
い
う
よ
う
な
事
を
言
わ
れ
た

事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な

誤
解
で
、
フ
ィ
ル
ム
も
「
ど
う
い
う

色
が
人
か
ら
好
ま
れ
る
か
」
と
い
う

研
究
に
基
づ
き
様
々
な
種
類
の
フ
ィ

ル
ム
が
開
発
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
、

実
際
の
色
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と

だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
自
分
で
プ
リ
ン
ト
す
る

こ
と
は
出
来
ず
店
に
依
頼
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
プ
リ
ン
ト
す
る
際
に
調

整
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
だ
け
で
す
ね
。
実
際
、
同
じ

写
真
を
何
度
か
プ
リ
ン
ト
に
出
す
と
、

毎
回
違
う
調
子
に
仕
上
が
っ
て
き
た

も
の
で
す
。

ク
と
震
え
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
入
選
で

き
な
く
て
も
、
入
選
作
品
を
見
る
こ

と
は
大
変
勉
強
に
な
り
、目
標
を
持
っ

て
撮
影
す
る
こ
と
は
上
達
へ
の
近
道

で
も
あ
り
ま
す
。

山
岳
写
真
の
会
も
楽
し
い

登
山
時
報
の
読
者
の
皆
さ
ん
は
山

岳
会
に
所
属
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
同
じ
よ
う
に
山
岳
写
真
の
会

も
あ
り
ま
す
。
共
通
の
価
値
観
を
持

つ
仲
間
と
の
交
流
が
楽
し
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
月
例
会
で
コ
ン
テ

ス
ト
や
勉
強
会
が
行
わ
れ
、
沢
山
の

作
品
と
自
分
の
作
品
を
比
較
し
な
が

ら
写
真
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
写
真
展
の
開
催
や
写
真
集
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
出
版
な
ど
、
個
人
で

は
な
か
な
か
実
現
が
難
し
い
方
法
で

の
作
品
の
発
表
が
可
能
な
こ
と
も
、

大
き
な
魅
力
か
と
思
い
ま
す
。
山
岳

写
真
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
う
方
は
、

い
く
つ
か
の
会
の
月
例
会
を
見
学
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
宣
伝
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、
私
が
所
属
し
て
い
る

全
日
本
山
岳
写
真
協
会
で
は
毎
年
秋

に
大
規
模
な
山
岳
写
真
展
を
開
催
し

て
お
り
、
公
募
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
４
月
１６
日
締
切
で
す
の
で
、
関

心
が
あ
る
方
は
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
応
募
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
１
年
間
に
わ
た
る
連
載
は

今
回
で
お
し
ま
い
で
す
。
は
た
し
て
、

山
で
写
真
を
撮
る
楽
し
さ
を
お
伝
え

で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

解
説
で
は
、
初
心
者
の
方
に
も
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
敢
え
て

細
か
な
説
明
を
省
い
た
り
、
単
純
化

し
た
部
分
が
多
々
あ
り
ま
す
。
撮
影

技
術
を
詳
し
く
解
説
し
た
書
籍
が

色
々
出
版
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
も
沢
山
の
情
報
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
て
技
術
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
ど

こ
か
で
皆
さ
ん
の
作
品
を
拝
見
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
１

年
間
お
読
み
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
前
も
書
き
ま
し
た
が
、
写
真
の

目
的
は
風
景
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
作
者
が

受
け
た
印
象
を
伝
え
る
た
め
に
不
自

然
に
な
ら
な
い
範
囲
で
軽
く
お
化
粧

す
る
、
そ
れ
が
山
の
写
真
に
お
け
る

レ
タ
ッ
チ
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

レ
タ
ッ
チ
を
や
り
始
め
る
と
面
白
く

な
っ
て
し
ま
い
、
つ
い
つ
い
「
や
り

す
ぎ
」
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
る
で

絵
の
具
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
よ
う
に
ベ

タ
ッ
と
し
た
紅
葉
や
新
緑
、
カ
チ
カ

チ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
ギ
ザ
ギ
ザ
の

稜
線
、
ザ
ラ
ザ
ラ
の
青
空
な
ど
、
自

然
界
の
繊
細
な
階
調
の
美
し
さ
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
写
真
を
時
々
目
に

し
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
し
ま

う
と
も
は
や
お
化
粧
で
は
な
く
仮
装

で
す
。

山
の
写
真
の
レ
タ
ッ
チ
で
使
用
す

る
主
な
機
能
は
、「
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
」

「
ト
ー
ン
カ
ー
ブ
」「
明
る
さ
」「
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
」
く
ら
い
で
す
。
編
集
ソ

フ
ト
は
、
Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
の
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ

ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
や
そ
の
簡
易
版
で
あ
る

Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

Ｅ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
ｓ
を
筆
頭
に
様
々
な
ソ
フ
ト
が

出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
上
記
の
機
能

は
ど
の
ソ
フ
ト
で
も
持
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
が
実
際
に
使
っ
て
比
較
し
た

こ
と
が
な
い
た
め
お
勧
め
の
ソ
フ
ト

を
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
予
算
と
評

判
を
見
て
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
、
私
は

カ
メ
ラ
付
属
の
Ｒ
Ａ
Ｗ
現
像
ソ
フ
ト

Ｄ
ｉｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｐ

ｒ
ｏ
ｆ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
で
全
体

的
な
調
整
と
現
像
を
行
っ
た
後
、
必

要
に
応
じ
て
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

Ｅ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
で
部
分
的
な
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
タ
ッ
チ
す
る
際
に
理
解
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
Ｐ
Ｃ

の
モ
ニ
タ
ー
と
プ
リ
ン
ト
の
色
は
一

致
し
な
い
と
い
う
事
で
す
。モ
ニ
タ
ー

は
あ
く
ま
で
も
目
安
と
考
え
、
プ
リ

ン
ト
の
色
を
基
準
に
し
な
が
ら
レ

タ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
般
的
な
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

プ
リ
ン
タ
ー
で
使
用
さ
れ
て
い
る
染

料
イ
ン
ク
は
、
印
刷
後
に
色
が
落
ち

着
く
ま
で
数
時
間
か
か
る
点
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

本
格
的
に
写
真
に
取
り
組
み
た
い

方
は
、
ハ
イ
ア
マ
チ
ュ
ア
向
け
カ
メ

ラ
を
１
台
購
入
す
る
程
度
の
投
資
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
カ
ラ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
モ
ニ
タ
ー
と
写
真
用
の
顔

料
プ
リ
ン
タ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

モ
ニ
タ
ー
の
色
と
プ
リ
ン
ト
の
色
が

ほ
ぼ
一
致
す
る
よ
う
に
な
り
、
快
適

な
レ
タ
ッ
チ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
よ
う

山
の
雑
誌
や
写
真
誌
、
登
山
用
品

メ
ー
カ
ー
や
写
真
用
品
メ
ー
カ
ー
主

催
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
知

り
合
い
は
た
い
が
い
写
真
を
褒
め
て

く
れ
る
も
の
で
す
が
、
コ
ン
テ
ス
ト

で
入
選
す
れ
ば
、
お
世
辞
抜
き
に
よ

い
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

上
位
入
選
者
に
は
賞
金
や
商
品
が
出

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

実
は
私
も
写
真
を
始
め
た
頃
は
熱

心
に
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
い
ま

し
た
。
何
度
応
募
し
て
も
入
選
せ
ず
、

数
年
か
か
っ
て
初
め
て
入
選
し
た
時

は
、
自
分
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
雑

誌
を
書
店
で
見
な
が
ら
足
が
ガ
ク
ガ

　越後駒ヶ岳を望む道行山にテントを張りました。夜更け
にやけに明るく感じられたのでテントを出ると、月光が降
り注ぎ、星空の下に雪山がはっきりと見えていました。
　夜の撮影に三脚は必須です。オート露出では難しく、マ
ニュアル（M）にして ISO 感度、絞り、シャッタースピー
ドを自分で設定する必要があります。明かりが灯るテント
と星空の明るさの差が大きいと、星が写らなかったりテン
トが白く飛んでしまうので、テントの明かりを可能な限り
暗くしてから撮影します。

私が星空を撮影する時の露出は、ISO2000、絞り f2.8、
シャッタースピード 10 秒を基準にしています。このシー
ンでは、テントと山を被写界深度に入れるために f8 に絞り、
その分シャッタースピードを遅くしました。明るすぎると
昼間の写真のようになってしまうので、シャッタースピー
ドを変えて何枚か撮影し、夜景として自然な明るさに感じ
られるカットを選びました。
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4月 のワンポイント

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
絹
目
調

の
用
紙
や
マ
ッ
ト
紙
な
ど
を
使
っ
て

紙
の
風
合
い
を
生
か
し
た
作
品
作
り

を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

レ
タ
ッ
チ
（
編
集
／
調
整
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
普
及
し
始
め

た
頃
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
し
か
使
わ

な
い
人
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
は
レ
タ
ッ

チ
で
何
で
も
で
き
る
か
ら
イ
ン
チ
キ

だ
」
と
い
う
よ
う
な
事
を
言
わ
れ
た

事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な

誤
解
で
、
フ
ィ
ル
ム
も
「
ど
う
い
う

色
が
人
か
ら
好
ま
れ
る
か
」
と
い
う

研
究
に
基
づ
き
様
々
な
種
類
の
フ
ィ

ル
ム
が
開
発
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
、

実
際
の
色
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と

だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
自
分
で
プ
リ
ン
ト
す
る

こ
と
は
出
来
ず
店
に
依
頼
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
プ
リ
ン
ト
す
る
際
に
調

整
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
だ
け
で
す
ね
。
実
際
、
同
じ

写
真
を
何
度
か
プ
リ
ン
ト
に
出
す
と
、

毎
回
違
う
調
子
に
仕
上
が
っ
て
き
た

も
の
で
す
。

ク
と
震
え
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
入
選
で

き
な
く
て
も
、
入
選
作
品
を
見
る
こ

と
は
大
変
勉
強
に
な
り
、目
標
を
持
っ

て
撮
影
す
る
こ
と
は
上
達
へ
の
近
道

で
も
あ
り
ま
す
。

山
岳
写
真
の
会
も
楽
し
い

登
山
時
報
の
読
者
の
皆
さ
ん
は
山

岳
会
に
所
属
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
同
じ
よ
う
に
山
岳
写
真
の
会

も
あ
り
ま
す
。
共
通
の
価
値
観
を
持

つ
仲
間
と
の
交
流
が
楽
し
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
月
例
会
で
コ
ン
テ

ス
ト
や
勉
強
会
が
行
わ
れ
、
沢
山
の

作
品
と
自
分
の
作
品
を
比
較
し
な
が

ら
写
真
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
写
真
展
の
開
催
や
写
真
集
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
出
版
な
ど
、
個
人
で

は
な
か
な
か
実
現
が
難
し
い
方
法
で

の
作
品
の
発
表
が
可
能
な
こ
と
も
、

大
き
な
魅
力
か
と
思
い
ま
す
。
山
岳

写
真
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
う
方
は
、

い
く
つ
か
の
会
の
月
例
会
を
見
学
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
宣
伝
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、
私
が
所
属
し
て
い
る

全
日
本
山
岳
写
真
協
会
で
は
毎
年
秋

に
大
規
模
な
山
岳
写
真
展
を
開
催
し

て
お
り
、
公
募
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
４
月
１６
日
締
切
で
す
の
で
、
関

心
が
あ
る
方
は
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
応
募
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
１
年
間
に
わ
た
る
連
載
は

今
回
で
お
し
ま
い
で
す
。
は
た
し
て
、

山
で
写
真
を
撮
る
楽
し
さ
を
お
伝
え

で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

解
説
で
は
、
初
心
者
の
方
に
も
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
敢
え
て

細
か
な
説
明
を
省
い
た
り
、
単
純
化

し
た
部
分
が
多
々
あ
り
ま
す
。
撮
影

技
術
を
詳
し
く
解
説
し
た
書
籍
が

色
々
出
版
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
も
沢
山
の
情
報
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
て
技
術
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
ど

こ
か
で
皆
さ
ん
の
作
品
を
拝
見
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
１

年
間
お
読
み
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
前
も
書
き
ま
し
た
が
、
写
真
の

目
的
は
風
景
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
作
者
が

受
け
た
印
象
を
伝
え
る
た
め
に
不
自

然
に
な
ら
な
い
範
囲
で
軽
く
お
化
粧

す
る
、
そ
れ
が
山
の
写
真
に
お
け
る

レ
タ
ッ
チ
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

レ
タ
ッ
チ
を
や
り
始
め
る
と
面
白
く

な
っ
て
し
ま
い
、
つ
い
つ
い
「
や
り

す
ぎ
」
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
る
で

絵
の
具
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
よ
う
に
ベ

タ
ッ
と
し
た
紅
葉
や
新
緑
、
カ
チ
カ

チ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
ギ
ザ
ギ
ザ
の

稜
線
、
ザ
ラ
ザ
ラ
の
青
空
な
ど
、
自

然
界
の
繊
細
な
階
調
の
美
し
さ
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
写
真
を
時
々
目
に

し
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
し
ま

う
と
も
は
や
お
化
粧
で
は
な
く
仮
装

で
す
。

山
の
写
真
の
レ
タ
ッ
チ
で
使
用
す

る
主
な
機
能
は
、「
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
」

「
ト
ー
ン
カ
ー
ブ
」「
明
る
さ
」「
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
」
く
ら
い
で
す
。
編
集
ソ

フ
ト
は
、
Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
の
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ

ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
や
そ
の
簡
易
版
で
あ
る

Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

Ｅ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
ｓ
を
筆
頭
に
様
々
な
ソ
フ
ト
が

出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
上
記
の
機
能

は
ど
の
ソ
フ
ト
で
も
持
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
が
実
際
に
使
っ
て
比
較
し
た

こ
と
が
な
い
た
め
お
勧
め
の
ソ
フ
ト

を
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
予
算
と
評

判
を
見
て
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
、
私
は

カ
メ
ラ
付
属
の
Ｒ
Ａ
Ｗ
現
像
ソ
フ
ト

Ｄ
ｉｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｐ

ｒ
ｏ
ｆ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
で
全
体

的
な
調
整
と
現
像
を
行
っ
た
後
、
必

要
に
応
じ
て
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

Ｅ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
で
部
分
的
な
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
タ
ッ
チ
す
る
際
に
理
解
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
Ｐ
Ｃ

の
モ
ニ
タ
ー
と
プ
リ
ン
ト
の
色
は
一

致
し
な
い
と
い
う
事
で
す
。モ
ニ
タ
ー

は
あ
く
ま
で
も
目
安
と
考
え
、
プ
リ

ン
ト
の
色
を
基
準
に
し
な
が
ら
レ

タ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
般
的
な
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

プ
リ
ン
タ
ー
で
使
用
さ
れ
て
い
る
染

料
イ
ン
ク
は
、
印
刷
後
に
色
が
落
ち

着
く
ま
で
数
時
間
か
か
る
点
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

本
格
的
に
写
真
に
取
り
組
み
た
い

方
は
、
ハ
イ
ア
マ
チ
ュ
ア
向
け
カ
メ

ラ
を
１
台
購
入
す
る
程
度
の
投
資
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
カ
ラ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
モ
ニ
タ
ー
と
写
真
用
の
顔

料
プ
リ
ン
タ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

モ
ニ
タ
ー
の
色
と
プ
リ
ン
ト
の
色
が

ほ
ぼ
一
致
す
る
よ
う
に
な
り
、
快
適

な
レ
タ
ッ
チ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
よ
う

山
の
雑
誌
や
写
真
誌
、
登
山
用
品

メ
ー
カ
ー
や
写
真
用
品
メ
ー
カ
ー
主

催
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
知

り
合
い
は
た
い
が
い
写
真
を
褒
め
て

く
れ
る
も
の
で
す
が
、
コ
ン
テ
ス
ト

で
入
選
す
れ
ば
、
お
世
辞
抜
き
に
よ

い
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

上
位
入
選
者
に
は
賞
金
や
商
品
が
出

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

実
は
私
も
写
真
を
始
め
た
頃
は
熱

心
に
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
い
ま

し
た
。
何
度
応
募
し
て
も
入
選
せ
ず
、

数
年
か
か
っ
て
初
め
て
入
選
し
た
時

は
、
自
分
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
雑

誌
を
書
店
で
見
な
が
ら
足
が
ガ
ク
ガ

　越後駒ヶ岳を望む道行山にテントを張りました。夜更け
にやけに明るく感じられたのでテントを出ると、月光が降
り注ぎ、星空の下に雪山がはっきりと見えていました。
　夜の撮影に三脚は必須です。オート露出では難しく、マ
ニュアル（M）にして ISO 感度、絞り、シャッタースピー
ドを自分で設定する必要があります。明かりが灯るテント
と星空の明るさの差が大きいと、星が写らなかったりテン
トが白く飛んでしまうので、テントの明かりを可能な限り
暗くしてから撮影します。
　私が星空を撮影する時の露出は、ISO2000、絞り f2.8、
シャッタースピード 10 秒を基準にしています。このシー
ンでは、テントと山を被写界深度に入れるために f8 に絞り、
その分シャッタースピードを遅くしました。明るすぎると
昼間の写真のようになってしまうので、シャッタースピー
ドを変えて何枚か撮影し、夜景として自然な明るさに感じ
られるカットを選びました。

Canon EOS 5D Mark Ⅱ（フルサイズ）

24-105mm（28mm）f8 30 秒 ISO2000 WB オート
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表紙写真：宮本宏明

「春の黒沢を登る」
春の火打山は山スキーの人気エリアだ。高谷池を目指して黒
沢を登っていると、後続の山スキーヤーが列をなしていた。
標高を上げるにつれて背後に高妻山がせり上がってくる。好
天の春山は底抜けに明るく、ただただ気持ちよかった。

01 花、日本の固有種
04 連載　山を楽しむ写真講座　最終回

08 連載　白神便り
10 ふみあと 　新たなる地平へ

11 連載　子づれ山さんぽ
12 第 35 回総会報告
16 雪崩と風
18 積雪期登山事故防止の取り組みについて
19 山楽登山の世界
20 シリーズ コロナ禍で登山環境はどう変わったのか
22 連載　アドベンチャー・トラベル
24 連載　山登りのための やさしい気象講座
26 連載　事故防止は仲間の知恵で

28 専門委員会活動報告

31 全国連盟の活動

32 マンガ　フゥフゥ ハァハァ

33 インタビュー  ひと　田中純平さん＆タマ

34 連載　地図読み迷人

36 連載　会・クラブ紹介　かがりび山の会

38 ミニガイド 西上州　御荷鉾山／赤久縄山（群馬県）

39 筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40 連載　山の自由帳

小
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
と
と
も
に
、

そ
こ
か
し
こ
か
ら
水
の
音
が
聞
こ
え

る
。
そ
れ
は
流
れ
る
音
だ
っ
た
り
、
雫

が
落
ち
る
音
だ
っ
た
り
す
る
。
春
４
月

は
そ
ん
な
季
節
だ
。
こ
の
冬
は
い
つ
も

よ
り
雪
が
多
く
、
と
て
も
寒
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
例
年
以
上
に
春
を
待
ち
焦
が

れ
て
い
る
。

さ
あ
、
想
像
し
て
み
よ
う
。
雪
が
解

け
た
林
床
に
は
カ
タ
ク
リ
や
イ
チ
リ
ン

ソ
ウ
の
花
が
揺
れ
、
た
く
さ
ん
の
夏
鳥

た
ち
が
賑
や
か
に
飛
び
回
る
。
ブ
ヨ

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
気
分

は
上
々
。
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
森
を
歩

く
。
風
は
や
さ
し
く
若
葉
を
揺
ら
し
、

日
差
し
が
森
に
独
特
の
陰
影
を
作
り
出

す
。
た
と
え
雨
で
も
い
い
で
は
な
い
か
。

も
う
凍
え
る
こ
と
は
な
い
。
ヤ
ッ
ケ
の

フ
ー
ド
に
当
た
る
雨
音
に
何
や
ら
愛
ら

し
さ
さ
え
感
じ
て
し
ま
う
。

私
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
十

二
湖
は
、
白
神
山
地
の
中
に
あ
っ
て
最

も
春
が
早
い
。
標
高
１
５

０
ｍ
か
ら
３
０
０
ｍ
に
広

が
る
森
。
も
う
何
度
も
話

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
人
里
に
近
い

手
付
か
ず
の
森
は
、
全
国
的
に
見
て
も

屈
指
の
存
在
で
あ
る
。
白
神
岳
か
ら
向

白
神
岳
の
主
稜
線
の
前
衛
を
担
う
貴
重

な
落
葉
広
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
る
。

大
小
様
々
な
湖
沼
が
公
称
３３
。
さ
ら
に

地
図
に
も
な
く
、
名
前
も
な
い
湖
沼
を

合
わ
せ
る
と
４０
近
い
湖
沼
群
と
な
る
。

こ
の
４０
と
い
う
数
字
は
季
節
に
よ
っ
て

は
３０
に
減
る
こ
と
も
あ
る
。
干
上
が
っ

て
し
ま
う
池
も
あ
る
か
ら
。
今
年
は
ど

う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
４５
と
い
う
数

字
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
通
常

で
あ
れ
ば
水
が
溜
ま
ら
な
い
窪
地
に
水

が
湛
え
ら
れ
、
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い

光
景
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

数
十
年
ぶ
り
の
多
雪
明
け
の
春
、
期
待

し
か
な
い
。

│第 56 回│

待ちわびた春

松永秀和

宮本宏明

原田勇成

川嶋高志

武井真理

酒井正裕

中川和道

田上千俊

大蔵喜福

野尻英一

 疋田吉継・中川和道

村松孝一

宮内佐季子　小泉成行　監修：村越 真

島田恭司

石井光造

篠塚優
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標高を上げるにつれて背後に高妻山がせり上がってくる。好
天の春山は底抜けに明るく、ただただ気持ちよかった。
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22 連載　アドベンチャー・トラベル
24 連載　山登りのための やさしい気象講座
26　連載　事故防止は仲間の知恵で
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33 インタビュー  ひと　田中純平さん＆タマ

34　連載　地図読み迷人
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39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40　連載　山の自由帳
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の
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え
ず
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と
と
も
に
、

そ
こ
か
し
こ
か
ら
水
の
音
が
聞
こ
え

る
。
そ
れ
は
流
れ
る
音
だ
っ
た
り
、
雫

が
落
ち
る
音
だ
っ
た
り
す
る
。
春
４
月

は
そ
ん
な
季
節
だ
。
こ
の
冬
は
い
つ
も

よ
り
雪
が
多
く
、
と
て
も
寒
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
例
年
以
上
に
春
を
待
ち
焦
が

れ
て
い
る
。

さ
あ
、
想
像
し
て
み
よ
う
。
雪
が
解

け
た
林
床
に
は
カ
タ
ク
リ
や
イ
チ
リ
ン

ソ
ウ
の
花
が
揺
れ
、
た
く
さ
ん
の
夏
鳥

た
ち
が
賑
や
か
に
飛
び
回
る
。
ブ
ヨ

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
気
分

は
上
々
。
口
笛
を
吹
き
な
が
ら
森
を
歩

く
。
風
は
や
さ
し
く
若
葉
を
揺
ら
し
、

日
差
し
が
森
に
独
特
の
陰
影
を
作
り
出

す
。
た
と
え
雨
で
も
い
い
で
は
な
い
か
。

も
う
凍
え
る
こ
と
は
な
い
。
ヤ
ッ
ケ
の

フ
ー
ド
に
当
た
る
雨
音
に
何
や
ら
愛
ら

し
さ
さ
え
感
じ
て
し
ま
う
。

私
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
十

二
湖
は
、
白
神
山
地
の
中
に
あ
っ
て
最

も
春
が
早
い
。
標
高
１
５

０
ｍ
か
ら
３
０
０
ｍ
に
広

が
る
森
。
も
う
何
度
も
話

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
人
里
に
近
い

手
付
か
ず
の
森
は
、
全
国
的
に
見
て
も

屈
指
の
存
在
で
あ
る
。
白
神
岳
か
ら
向

白
神
岳
の
主
稜
線
の
前
衛
を
担
う
貴
重

な
落
葉
広
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
る
。

大
小
様
々
な
湖
沼
が
公
称
３３
。
さ
ら
に

地
図
に
も
な
く
、
名
前
も
な
い
湖
沼
を

合
わ
せ
る
と
４０
近
い
湖
沼
群
と
な
る
。

こ
の
４０
と
い
う
数
字
は
季
節
に
よ
っ
て

は
３０
に
減
る
こ
と
も
あ
る
。
干
上
が
っ

て
し
ま
う
池
も
あ
る
か
ら
。
今
年
は
ど

う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
４５
と
い
う
数

字
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
通
常

で
あ
れ
ば
水
が
溜
ま
ら
な
い
窪
地
に
水

が
湛
え
ら
れ
、
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い

光
景
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

数
十
年
ぶ
り
の
多
雪
明
け
の
春
、
期
待

し
か
な
い
。
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新たなる地平へ

（川嶋高志／日本勤労者山岳連盟　理事長）

第
３５
回
全
国
総
会
を
終
え
て

２
年
に
一
度
の
総
会
が
終
了
し
、

新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
会
長
が
５

歳
、
理
事
長
が
１４
歳
、
事
務
局
長
が

１８
歳
と
全
体
的
に
若
返
っ
た
。
会
員

数
が
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
前
途
多
難

な
船
出
で
は
あ
る
が
、
保
険
業
法
の

改
悪
、
自
然
災
害
や
地
球
温
暖
化
の

脅
威
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
、
登
山
文
化
を
ま
す
ま
す
発
展
さ

せ
る
決
意
を
労
山
全
体
で
共
有
し
た

い
。
か
た
や
、
１
９
３
１
年
以
前
に

生
ま
れ
、
９０
歳
を
超
え
る
会
員
が
全

国
に
２３
名
（
こ
の
う
ち
１
０
０
歳
が

1
名
）
在
籍
さ
れ
て
い
る
。
山
の
仲

間
と
し
て
大
先
輩
が
ご
健
在
で
あ
る

こ
と
は
私
た
ち
の
大
き
な
励
み
で
あ

る
。
総
会
資
料
集
に
も
紹
介
し
て
い

る
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
く
と
と
も

に
皆
様
の
ご
健
勝
を
共
に
祝
い
た
い
。

安
全
登
山
Ⅸ

日
進
月
歩
で
進
化
す
る
登
山
器
具

の
使
用
方
法
、
高
齢
化
に
よ
る
体
力
・

筋
力
の
衰
え
な
ど
、
多
方
面
か
ら
対

策
を
検
討
し
て
い
る
が
、
事
故
件
数

は
な
か
な
か
減
少
し
な
い
。
今
年
は

す
で
に
４
名
の
死
亡
事
故
報
告
が
届

い
た
。
抜
本
的
な
遭
難
対
策
と
し
て
、

や
は
り
リ
ー
ダ
ー
や
指
導
者
教
育
の

必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

安
全
登
山
の
た
め
に
は
、
頭
の
機

能
の
使
い
方
に
工
夫
が
い
る
の
で
は

な
い
か
と
最
近
感
じ
て
い
る
。
例
を

挙
げ
る
な
ら
、
目
や
耳
に
入
る
情
報

量
増
加
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
前
は
新
聞
・
雑
誌
・
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
ぐ
ら
い
が
情
報
源
だ
っ
た
が
、

今
は
Ｉ
Ｔ
機
器
を
通
し
て
情
報
が
溢

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
忘
れ
ら
れ
が

ち
だ
が
、
情
報
を
活
か
す
に
は
複
雑

な
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
選
択
を
す

る
判
断
力
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
登
山
に
必
要
な
体
力
・
筋

力
を
鍛
え
れ
ば
安
全
が
担
保
で
き
る

か
と
言
え
ば
、
確
か
に
レ
ベ
ル
の
高

い
山
行
が
可
能
に
な
る
側
面
は
あ
る

も
の
の
、
危
険
要
素
は
体
力
に
反
比

例
し
て
減
少
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

筋
力
が
あ
っ
て
も
、
情
報
量
が
多
く

て
も
、
判
断
を
間
違
え
れ
ば
命
取
り

に
な
り
か
ね
な
い
。
判
断
力
を
育
て

る
に
は
、
一
人
よ
り
も
組
織
で
取
り

組
む
方
が
効
果
的
で
あ
る
。
私
は
ダ

ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
日
常
生
活
に
取
り

入
れ
て
お
り
、
家
や
車
の
カ
ギ
は
二

人
で
確
認
す
る
の
を
習
慣
と
し
て
い

る
。
同
じ
よ
う
に
山
行
計
画
書
も
会
・

ク
ラ
ブ
の
山
行
管
理
者
だ
け
で
な
く
、

参
加
者
全
員
で
必
ず
確
認
す
る
よ
う
、

習
慣
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
事
前

の
計
画
書
確
認
と
下
山
連
絡
が
組
織

登
山
者
の
安
全
登
山
に
関
す
る
大
き

な
特
典
だ
と
考
え
る
。

カモシカスポーツ

先
月
号
で
紹
介
し
た
、
吾
妻
山

（
藤
沢
市
）
で
湘
南
の
山
を
知
り
、

ま
た
海
が
見
え
る
山
へ
行
っ
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。

吾
妻
山
か
ら
も
遠
く
な
い
、
大

磯
の
海
の
近
く
の
湘
南
平
と
い
う

場
所
が
あ
り
ま
す
。
近
年
新
聞
で

「
案
内
マ
ッ
プ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
。

湘
南
平
は
、
大
磯
駅
か
ら
バ
ス
で
登

山
口
近
く
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
も
歩

け
ま
す
が
、
山
頂
ま
で
の
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ス
も
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。
電
車

→
バ
ス
→
ふ
も
と
か
ら
歩
く
コ
ー
ス
だ

と
、
そ
れ
な
り
の
距
離
。
妊
娠
中
の
身

に
は
厳
し
い
か
も
？
と
大
事
を
と
り
、

車
で
向
か
い
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
は
、
桜
並
木
で
は

あ
り
ま
す
が
、
３
月
上
旬
で
は
桜
に
は

早
く
…
。
そ
し
て
天
気
は
見
事
な
ま
で

の
“
曇
”
天
。
風
は
冷
た
く
強
い
中
、

展
望
台
直
下
の
駐
車
場
に
到
着
。
階
段

を
上
が
る
と
、
眼
前
に
は
ひ
ろ
が
る
空

と
海—

た
だ
し
曇
天
な
の
で
鉛
色
。
し

か
し
、
海
な
し
県
育
ち
の
私
に
は
、「
海

を
望
め
る
山
」
こ
ん
な
地
形
が
と
て
も

新
鮮
に
感
じ
ま
す
。

曇
天
の
な
か
、
浅
間
山
ま
で
歩
い
て

み
る
こ
と
に
。
た
ま
に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
あ
る
森
の
中
の
道
を
歩
き
１５
分
程
で

浅
間
山
山
頂
。

そ
の
帰
り
道
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
！

下
り
坂
で
、
夫
が
足
を
滑
ら
せ
て
、

転
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
手

を
つ
な
い
で
い
た
峻
も
巻
き
込
ま
れ
て

転
び
、
斜
面
で
後
頭
部
を
打
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
岩
な
ど
に
ぶ
つ
け
た
わ
け

で
な
く
、
硬
い
土
の
道
だ
っ
た
の
で
大

事
に
い
た
ら
ず
、
さ
い
わ
い
で
し
た
が

…
。こ

ど
も
と
手
を
つ
な
い
で
い
る
と

き
、
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
に
の
せ
て
歩
い

て
い
る
と
き
、「
絶
対
転
べ
な
い
」
と

い
う
緊
張
感
を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で
歩

い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
初

め
て
！

気
を
付
け
て
い
て
も
、
こ
う

い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
も
の
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

峻
は
転
ん
だ
直
後
は
泣
い
た
も
の

の
、
打
ち
ど
こ
ろ
も
大
し
た
こ
と
は
無

く
、
す
ぐ
に
立
ち
直
り
、
展
望
台
広
場

の
遊
具
で
遊
ん
で
ま
た
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

下
山
し
て
、
大
磯
の
海
の
近
く
（
釣

り
師
が
い
っ
ぱ
い
）
に
寄
り
道
し
、
し

ら
す
料
理
を
食
べ
て
か
ら
帰
り
ま
し
た
。

2021 年 3 月
神奈川県湘南平

高麗山 168 ｍ

七瀬：5 歳 8 ヶ月
峻：2 歳 8 ヶ月
私：第 3 子の妊娠 7 ヶ月頃
タ イ ム ◎ 9：30 駐 車 場 〜 湘 南
平 高麗山公園レストハウス展望
台広場〜 9：55 浅間山方面へ〜
10：10 浅間山山頂〜 10：20 硯
水の池〜 10：25 展望台広場

参考◎平塚市 みどり公園・水辺
課『湘南平、高麗山ガイド MAP』

（私は役所に問合わせて入手。現
地でも各種マップが無料配布さ
れています）、平塚市役所公式
ホームページ内「高麗山公園」
www.city.hiratsuka.kanagawa.
jp/kanko/page-c_02820.html

武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.57

できるかな？

行ってみよう！

急な下りをうまく下りて
行った七瀬。5 歳ともなる
と、身体の使い方もすっ
かりうまくなってきます

浅間山への道
＆三角点

海が望める高麗山公園レストハウ
ス展望台広場

寄り道した
梅沢海岸で
大はしゃぎ
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新たなる地平へ

（川嶋高志／日本勤労者山岳連盟　理事長）

第
３５
回
全
国
総
会
を
終
え
て

２
年
に
一
度
の
総
会
が
終
了
し
、

新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
会
長
が
５

歳
、
理
事
長
が
１４
歳
、
事
務
局
長
が

１８
歳
と
全
体
的
に
若
返
っ
た
。
会
員

数
が
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
前
途
多
難

な
船
出
で
は
あ
る
が
、
保
険
業
法
の

改
悪
、
自
然
災
害
や
地
球
温
暖
化
の

脅
威
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
、
登
山
文
化
を
ま
す
ま
す
発
展
さ

せ
る
決
意
を
労
山
全
体
で
共
有
し
た

い
。
か
た
や
、
１
９
３
１
年
以
前
に

生
ま
れ
、
９０
歳
を
超
え
る
会
員
が
全

国
に
２３
名
（
こ
の
う
ち
１
０
０
歳
が

1
名
）
在
籍
さ
れ
て
い
る
。
山
の
仲

間
と
し
て
大
先
輩
が
ご
健
在
で
あ
る

こ
と
は
私
た
ち
の
大
き
な
励
み
で
あ

る
。
総
会
資
料
集
に
も
紹
介
し
て
い

る
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
く
と
と
も

に
皆
様
の
ご
健
勝
を
共
に
祝
い
た
い
。

安
全
登
山
Ⅸ

日
進
月
歩
で
進
化
す
る
登
山
器
具

の
使
用
方
法
、
高
齢
化
に
よ
る
体
力
・

筋
力
の
衰
え
な
ど
、
多
方
面
か
ら
対

策
を
検
討
し
て
い
る
が
、
事
故
件
数

は
な
か
な
か
減
少
し
な
い
。
今
年
は

す
で
に
４
名
の
死
亡
事
故
報
告
が
届

い
た
。
抜
本
的
な
遭
難
対
策
と
し
て
、

や
は
り
リ
ー
ダ
ー
や
指
導
者
教
育
の

必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

安
全
登
山
の
た
め
に
は
、
頭
の
機

能
の
使
い
方
に
工
夫
が
い
る
の
で
は

な
い
か
と
最
近
感
じ
て
い
る
。
例
を

挙
げ
る
な
ら
、
目
や
耳
に
入
る
情
報

量
増
加
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
前
は
新
聞
・
雑
誌
・
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
ぐ
ら
い
が
情
報
源
だ
っ
た
が
、

今
は
Ｉ
Ｔ
機
器
を
通
し
て
情
報
が
溢

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
忘
れ
ら
れ
が

ち
だ
が
、
情
報
を
活
か
す
に
は
複
雑

な
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
選
択
を
す

る
判
断
力
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
登
山
に
必
要
な
体
力
・
筋

力
を
鍛
え
れ
ば
安
全
が
担
保
で
き
る

か
と
言
え
ば
、
確
か
に
レ
ベ
ル
の
高

い
山
行
が
可
能
に
な
る
側
面
は
あ
る

も
の
の
、
危
険
要
素
は
体
力
に
反
比

例
し
て
減
少
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

筋
力
が
あ
っ
て
も
、
情
報
量
が
多
く

て
も
、
判
断
を
間
違
え
れ
ば
命
取
り

に
な
り
か
ね
な
い
。
判
断
力
を
育
て

る
に
は
、
一
人
よ
り
も
組
織
で
取
り

組
む
方
が
効
果
的
で
あ
る
。
私
は
ダ

ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
日
常
生
活
に
取
り

入
れ
て
お
り
、
家
や
車
の
カ
ギ
は
二

人
で
確
認
す
る
の
を
習
慣
と
し
て
い

る
。
同
じ
よ
う
に
山
行
計
画
書
も
会
・

ク
ラ
ブ
の
山
行
管
理
者
だ
け
で
な
く
、

参
加
者
全
員
で
必
ず
確
認
す
る
よ
う
、

習
慣
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
事
前

の
計
画
書
確
認
と
下
山
連
絡
が
組
織

登
山
者
の
安
全
登
山
に
関
す
る
大
き

な
特
典
だ
と
考
え
る
。

カモシカスポーツ

先
月
号
で
紹
介
し
た
、
吾
妻
山

（
藤
沢
市
）
で
湘
南
の
山
を
知
り
、

ま
た
海
が
見
え
る
山
へ
行
っ
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。

吾
妻
山
か
ら
も
遠
く
な
い
、
大

磯
の
海
の
近
く
の
湘
南
平
と
い
う

場
所
が
あ
り
ま
す
。
近
年
新
聞
で

「
案
内
マ
ッ
プ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
。

湘
南
平
は
、
大
磯
駅
か
ら
バ
ス
で
登

山
口
近
く
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
も
歩

け
ま
す
が
、
山
頂
ま
で
の
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ス
も
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。
電
車

→
バ
ス
→
ふ
も
と
か
ら
歩
く
コ
ー
ス
だ

と
、
そ
れ
な
り
の
距
離
。
妊
娠
中
の
身

に
は
厳
し
い
か
も
？
と
大
事
を
と
り
、

車
で
向
か
い
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
は
、
桜
並
木
で
は

あ
り
ま
す
が
、
３
月
上
旬
で
は
桜
に
は

早
く
…
。
そ
し
て
天
気
は
見
事
な
ま
で

の
“
曇
”
天
。
風
は
冷
た
く
強
い
中
、

展
望
台
直
下
の
駐
車
場
に
到
着
。
階
段

を
上
が
る
と
、
眼
前
に
は
ひ
ろ
が
る
空

と
海—
た
だ
し
曇
天
な
の
で
鉛
色
。
し

か
し
、
海
な
し
県
育
ち
の
私
に
は
、「
海

を
望
め
る
山
」
こ
ん
な
地
形
が
と
て
も

新
鮮
に
感
じ
ま
す
。

曇
天
の
な
か
、
浅
間
山
ま
で
歩
い
て

み
る
こ
と
に
。
た
ま
に
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
あ
る
森
の
中
の
道
を
歩
き
１５
分
程
で

浅
間
山
山
頂
。

そ
の
帰
り
道
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
！

下
り
坂
で
、
夫
が
足
を
滑
ら
せ
て
、

転
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
手

を
つ
な
い
で
い
た
峻
も
巻
き
込
ま
れ
て

転
び
、
斜
面
で
後
頭
部
を
打
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
岩
な
ど
に
ぶ
つ
け
た
わ
け

で
な
く
、
硬
い
土
の
道
だ
っ
た
の
で
大

事
に
い
た
ら
ず
、
さ
い
わ
い
で
し
た
が

…
。こ

ど
も
と
手
を
つ
な
い
で
い
る
と

き
、
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
に
の
せ
て
歩
い

て
い
る
と
き
、「
絶
対
転
べ
な
い
」
と

い
う
緊
張
感
を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で
歩

い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
初

め
て
！

気
を
付
け
て
い
て
も
、
こ
う

い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
も
の
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

峻
は
転
ん
だ
直
後
は
泣
い
た
も
の

の
、
打
ち
ど
こ
ろ
も
大
し
た
こ
と
は
無

く
、
す
ぐ
に
立
ち
直
り
、
展
望
台
広
場

の
遊
具
で
遊
ん
で
ま
た
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

下
山
し
て
、
大
磯
の
海
の
近
く
（
釣

り
師
が
い
っ
ぱ
い
）
に
寄
り
道
し
、
し

ら
す
料
理
を
食
べ
て
か
ら
帰
り
ま
し
た
。

2021 年 3 月
神奈川県湘南平

高麗山 168 ｍ

七瀬：5 歳 8 ヶ月
峻：2 歳 8 ヶ月
私：第 3 子の妊娠 7 ヶ月頃
タ イ ム ◎ 9：30 駐 車 場 〜 湘 南
平 高麗山公園レストハウス展望
台広場〜 9：55 浅間山方面へ〜
10：10 浅間山山頂〜 10：20 硯
水の池〜 10：25 展望台広場

参考◎平塚市 みどり公園・水辺
課『湘南平、高麗山ガイド MAP』

（私は役所に問合わせて入手。現
地でも各種マップが無料配布さ
れています）、平塚市役所公式
ホームページ内「高麗山公園」
www.city.hiratsuka.kanagawa.
jp/kanko/page-c_02820.html

武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

カモシカスポーツ武井真理

vol.57

できるかな？

行ってみよう！

急な下りをうまく下りて
行った七瀬。5 歳ともなる
と、身体の使い方もすっ
かりうまくなってきます

浅間山への道
＆三角点

海が望める高麗山公園レストハウ
ス展望台広場

寄り道した
梅沢海岸で
大はしゃぎ
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「
権
利
と
し
て
の
登
山
」
を
掲
げ
て
、

新
し
い
登
山
文
化
を
創
り
出
そ
う
！

難
事
故
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
つ
い

て
代
議
員
か
ら
の
発
言
が
少
な
か
っ

た
。
特
に
死
亡
事
故
が
２
０
２
２
年

に
な
っ
て
３
名
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
緊
急
ア
ピ
ー
ル
の
発
出
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

本
総
会
で
意
見
が
多
か
っ
た
の
は
、

機
関
誌
委
員
会
・
登
山
時
報
に
対
す
る

提
案
へ
の
意
見
で
あ
っ
た
。
組
織
基
本

問
題
調
査
会
の
最
終
答
申
に
よ
り
登

山
時
報
購
読
数
５
０
０
０
部
の
獲
得

を
目
標
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

２
０
０
０
部
を
割
る
よ
う
な
状
態
と

な
り
廃
刊
の
方
向
で
検
討
し
、
全
会

員
を
対
象
に
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
る
方

針
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

存
続
の
可
能
性
や
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
。
次
は
女

性
委
員
会
の
再
編
の
進
捗
を
問
う
内

容
で
、
ど
う
し
て
再
編
が
で
き
な
い

の
か
、
再
編
へ
の
今
後
の
道
筋
を
示

す
べ
き
だ
と
の
意
見
に
代
表
さ
れ
る
。

ま
た
、
趣
意
書
の
改
定
の
必
要
性
と
一

方
で
慎
重
に
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も

あ
っ
て
、設
立
趣
意
書
（
１
９
６
０
年
）

と
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
趣
意
書
（
１

９
７
８
年
２
月
）
の
設
立
趣
意
書
を

基
本
と
し
て
、
後
者
の
趣
意
書
に
関

◆
総
会
概
要
◆

新
理
事
長
に
川
嶋
高
志
さ
ん
、

事
務
局
長
に
小
池
藍
さ
ん

本
総
会
で
は
文
書
発
言
や
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
代
議
員
を
含
め
て
４８
人
か

ら
の
発
言
が
あ
っ
た
。
発
言
内
容

は
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て
ど
う
し
て

い
く
の
か
本
総
会
の
討
議
内
容
を
持

ち
帰
っ
て
議
論
し
た
い
と
の
積
極
的

な
発
言
も
多
く
あ
っ
た
一
方
で
、
遭

２１
あ
り
．
そ
の
中
で
１４
道
県
連
盟
が

会
員
数
を
増
や
し
て
い
る
。
会
員
減

と
な
っ
た
会
・
ク
ラ
ブ
を
調
べ
て
み

る
と
、「
脱
退
」、「
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
」「
高
齢
化
会
員
の
退
会
」、「
も
と

も
と
少
人
数
で
会
員
が
増
え
な
か
っ

た
会
」
等
で
あ
る
。

総
会
で
は
道
央
の
伊
吹
代
議
員
か

ら
拡
大
の
カ
ギ
は
「
会
員
を
増
や
そ
う

と
熱
心
な
一
人
が
い
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
る
」
と
町
内
会
で
声
掛
け

を
行
な
い
会
員
を
増
や
し
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
奈
良
・

弓
指
代
議
員
か
ら
は
、
組
織
拡
大
に

つ
い
て
は
各
会
・
ク
ラ
ブ
に
任
せ
て

い
る
が
、
こ
の
１
年
半
で
２５
名
の
新

入
会
員
を
獲
得
し
た
こ
と
、
県
連
の

役
員
の
な
り
手
が
い
な
く
て
困
っ
て

い
る
が
工
夫
し
て
運
営
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２
０
２
０
年
１１
月
末
日
時
点
で
は
、

９０
の
会
・
ク
ラ
ブ
が
会
員
を
増
や
し

し
て
は
、
特
別
委
員
会
を
設
け
時
代

に
即
し
た
文
言
や
状
況
に
合
わ
せ
た

内
容
に
す
べ
く
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
ろ
う
と
理
事
長
は
語
っ
た
。

討
議
の
あ
と
に
第
１
号
議
案
か
ら

４
号
議
案
ま
で
採
決
が
行
な
わ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。

最
後
に
役
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
第

３５
期
全
国
役
員
は
新
た
に
会
長
に
浦

添
嘉
徳
、
副
会
長
に
今
村
正
一
、
渡

邊
健
治
の
両
名
が
信
任
さ
れ
、
ま
た
、

理
事
長
に
川
嶋
髙
志
、
副
理
事
長
に

石
川
昌
、
事
務
局
長
に
小
池
藍
が
選

任
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
三
役
６
名
、

広
域
理
事
を
含
め
理
事
は
２４
名
（
４

名
の
欠
員
）、
監
事
２
名
で
出
発
し
た
。

組
織
の
強
化
と
拡
大

全
国
労
山
の
会
員
数
は
、
前
年
よ
り

７
団
体
・
４
４
４
名
の
減
少
で
５
７

７
団
体
・
１
７
１
０
６
名
と
な
っ
た
。

最
近
２
年
間
と
比
較
す
る
と
２
０
１

９
年
末
の
５
２
０
名
、
２
０
２
０
年

末
の
７
１
９
名
の
会
員
減
少
だ
っ
た

の
で
落
ち
着
い
て
き
た
。
一
方
で
組

織
数
が
減
ら
な
か
っ
た
道
県
連
盟
が

て
い
た
の
で
、
こ
の
会
員
増
の
会
・

ク
ラ
ブ
に
焦
点
を
当
て
て
組
織
拡
大

の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し

た
。
組
織
拡
大
に
優
れ
た
会
・
ク
ラ

ブ
の
拡
大
経
験
な
ど
を
ま
と
め
た
の

で
、
地
方
連
盟
全
て
の
会
に
組
織
拡

大
へ
の
糧
と
し
て
今
回
総
会
資
料
に

掲
載
し
た
。

予
定
し
て
い
た
全
登
研
集
会
は
「
中

止
」
に
な
っ
た
が
、
労
山
の
魅
力
を

広
く
伝
え
、
様
々
な
活
動
を
紹
介
す

る
、「
プ
レ
全
登
研
・
課
題
別
講
演
会
」

を
開
催
し
た
。
時
代
の
変
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
会
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
・
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
身
近
に
駆
使
す
る
状
況
に

も
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
後
も

「
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
・
講
座
」
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
、
地
方
連
盟
と

の
情
報
交
換
を
密
に
し
て
組
織
拡
大

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、

今
年
１０
月
２９
日
〜
３０
日
に
東
京
都
内

で
全
国
登
山
研
究
集
会
を
開
催
す
る
。

具
体
的
な
会
・
行
事
は
最
後
の
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。

遭
難
事
故
防
止
の
活
動
と

安
全
登
山
教
育

安
全
対
策
の
問
題
で
は
、
２
０
２
１

年
の
労
山
内
の
死
亡
・
行
方
不
明
者

は
４
名
、
事
故
者
数
は
２
６
９
名
で
、

前
年
度
の
過
去
最
高
３
３
０
名
と
比

較
す
る
と
約
６０
名
減
少
し
た
も
の
の

楽
観
視
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の
影
響
に

よ
り
全
体
と
し
て
の
山
行
回
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
的

な
山
行
を
控
え
た
り
し
て
慎
重
な
登

山
活
動
が
続
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
２
０
２
２
年
に
入
っ
て
か

ら
立
て
続
け
に
３
名
の
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
る
の
で
、
事
故
報
告
書

を
ま
っ
て
、
事
故
の
詳
細
を
把
握
し

て
遭
難
対
策
部
会
が
中
心
と
な
っ
て

分
析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緊
急
ア

ピ
ー
ル
の
発
出
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

本
総
会
で
は
兵
庫
県
・
門
脇
代
議
員

か
ら
積
雪
期
の
大
山
で
の
２
名
の
遭
難

事
故
が
あ
り
、
結
果
的
に
は
一
人
が
死

亡
に
つ
な
が
っ
た
と
紹
介
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
遭
難
事
故
を
減
ら
す
取
り

組
み
に
つ
い
て
代
議
員
か
ら
の
発
言

が
少
な
か
っ
た
。

総
会
で
は
、
各
都
道
府
県
連
盟
登

山
学
校
担
当
者
の
交
流
・
情
報
交
換
・

地
方
連
盟
で
の
登
山
学
校
運
営
の
課

題
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
現
状
を

把
握
す
る
交
流
の
場
と
し
て
全
国
登

山
学
校
担
当
者
交
流
集
会
を
秋
季
に
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
遭

難
事
故
の
減
少
を
め
ざ
す
た
め
の
も
の

と
し
て
今
後
も
「
コ
コ
ヘ
リ
」
の
普
及

に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
コ
コ
ヘ

リ
労
山
捜
索
隊
の
編
成
組
織
の
体
制

を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
も
確
認
し
た
。
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「
権
利
と
し
て
の
登
山
」
を
掲
げ
て
、

新
し
い
登
山
文
化
を
創
り
出
そ
う
！

難
事
故
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
つ
い

て
代
議
員
か
ら
の
発
言
が
少
な
か
っ

た
。
特
に
死
亡
事
故
が
２
０
２
２
年

に
な
っ
て
３
名
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
緊
急
ア
ピ
ー
ル
の
発
出
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

本
総
会
で
意
見
が
多
か
っ
た
の
は
、

機
関
誌
委
員
会
・
登
山
時
報
に
対
す
る

提
案
へ
の
意
見
で
あ
っ
た
。
組
織
基
本

問
題
調
査
会
の
最
終
答
申
に
よ
り
登

山
時
報
購
読
数
５
０
０
０
部
の
獲
得

を
目
標
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

２
０
０
０
部
を
割
る
よ
う
な
状
態
と

な
り
廃
刊
の
方
向
で
検
討
し
、
全
会

員
を
対
象
に
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
る
方

針
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

存
続
の
可
能
性
や
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
。
次
は
女

性
委
員
会
の
再
編
の
進
捗
を
問
う
内

容
で
、
ど
う
し
て
再
編
が
で
き
な
い

の
か
、
再
編
へ
の
今
後
の
道
筋
を
示

す
べ
き
だ
と
の
意
見
に
代
表
さ
れ
る
。

ま
た
、
趣
意
書
の
改
定
の
必
要
性
と
一

方
で
慎
重
に
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も

あ
っ
て
、設
立
趣
意
書
（
１
９
６
０
年
）

と
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
趣
意
書
（
１

９
７
８
年
２
月
）
の
設
立
趣
意
書
を

基
本
と
し
て
、
後
者
の
趣
意
書
に
関

◆
総
会
概
要
◆

新
理
事
長
に
川
嶋
高
志
さ
ん
、

事
務
局
長
に
小
池
藍
さ
ん

本
総
会
で
は
文
書
発
言
や
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
代
議
員
を
含
め
て
４８
人
か

ら
の
発
言
が
あ
っ
た
。
発
言
内
容

は
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て
ど
う
し
て

い
く
の
か
本
総
会
の
討
議
内
容
を
持

ち
帰
っ
て
議
論
し
た
い
と
の
積
極
的

な
発
言
も
多
く
あ
っ
た
一
方
で
、
遭

２１
あ
り
．
そ
の
中
で
１４
道
県
連
盟
が

会
員
数
を
増
や
し
て
い
る
。
会
員
減

と
な
っ
た
会
・
ク
ラ
ブ
を
調
べ
て
み

る
と
、「
脱
退
」、「
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
」「
高
齢
化
会
員
の
退
会
」、「
も
と

も
と
少
人
数
で
会
員
が
増
え
な
か
っ

た
会
」
等
で
あ
る
。

総
会
で
は
道
央
の
伊
吹
代
議
員
か

ら
拡
大
の
カ
ギ
は
「
会
員
を
増
や
そ
う

と
熱
心
な
一
人
が
い
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
る
」
と
町
内
会
で
声
掛
け

を
行
な
い
会
員
を
増
や
し
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
奈
良
・

弓
指
代
議
員
か
ら
は
、
組
織
拡
大
に

つ
い
て
は
各
会
・
ク
ラ
ブ
に
任
せ
て

い
る
が
、
こ
の
１
年
半
で
２５
名
の
新

入
会
員
を
獲
得
し
た
こ
と
、
県
連
の

役
員
の
な
り
手
が
い
な
く
て
困
っ
て

い
る
が
工
夫
し
て
運
営
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２
０
２
０
年
１１
月
末
日
時
点
で
は
、

９０
の
会
・
ク
ラ
ブ
が
会
員
を
増
や
し

し
て
は
、
特
別
委
員
会
を
設
け
時
代

に
即
し
た
文
言
や
状
況
に
合
わ
せ
た

内
容
に
す
べ
く
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
ろ
う
と
理
事
長
は
語
っ
た
。

討
議
の
あ
と
に
第
１
号
議
案
か
ら

４
号
議
案
ま
で
採
決
が
行
な
わ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。

最
後
に
役
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
第

３５
期
全
国
役
員
は
新
た
に
会
長
に
浦

添
嘉
徳
、
副
会
長
に
今
村
正
一
、
渡

邊
健
治
の
両
名
が
信
任
さ
れ
、
ま
た
、

理
事
長
に
川
嶋
髙
志
、
副
理
事
長
に

石
川
昌
、
事
務
局
長
に
小
池
藍
が
選

任
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
三
役
６
名
、

広
域
理
事
を
含
め
理
事
は
２４
名
（
４

名
の
欠
員
）、
監
事
２
名
で
出
発
し
た
。

組
織
の
強
化
と
拡
大

全
国
労
山
の
会
員
数
は
、
前
年
よ
り

７
団
体
・
４
４
４
名
の
減
少
で
５
７

７
団
体
・
１
７
１
０
６
名
と
な
っ
た
。

最
近
２
年
間
と
比
較
す
る
と
２
０
１

９
年
末
の
５
２
０
名
、
２
０
２
０
年

末
の
７
１
９
名
の
会
員
減
少
だ
っ
た

の
で
落
ち
着
い
て
き
た
。
一
方
で
組

織
数
が
減
ら
な
か
っ
た
道
県
連
盟
が

て
い
た
の
で
、
こ
の
会
員
増
の
会
・

ク
ラ
ブ
に
焦
点
を
当
て
て
組
織
拡
大

の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し

た
。
組
織
拡
大
に
優
れ
た
会
・
ク
ラ

ブ
の
拡
大
経
験
な
ど
を
ま
と
め
た
の

で
、
地
方
連
盟
全
て
の
会
に
組
織
拡

大
へ
の
糧
と
し
て
今
回
総
会
資
料
に

掲
載
し
た
。

予
定
し
て
い
た
全
登
研
集
会
は
「
中

止
」
に
な
っ
た
が
、
労
山
の
魅
力
を

広
く
伝
え
、
様
々
な
活
動
を
紹
介
す

る
、「
プ
レ
全
登
研
・
課
題
別
講
演
会
」

を
開
催
し
た
。
時
代
の
変
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
会
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
・
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
身
近
に
駆
使
す
る
状
況
に

も
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
後
も

「
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
・
講
座
」
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
、
地
方
連
盟
と

の
情
報
交
換
を
密
に
し
て
組
織
拡
大

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、

今
年
１０
月
２９
日
〜
３０
日
に
東
京
都
内

で
全
国
登
山
研
究
集
会
を
開
催
す
る
。

具
体
的
な
会
・
行
事
は
最
後
の
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。

遭
難
事
故
防
止
の
活
動
と

安
全
登
山
教
育

安
全
対
策
の
問
題
で
は
、
２
０
２
１

年
の
労
山
内
の
死
亡
・
行
方
不
明
者

は
４
名
、
事
故
者
数
は
２
６
９
名
で
、

前
年
度
の
過
去
最
高
３
３
０
名
と
比

較
す
る
と
約
６０
名
減
少
し
た
も
の
の

楽
観
視
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の
影
響
に

よ
り
全
体
と
し
て
の
山
行
回
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
的

な
山
行
を
控
え
た
り
し
て
慎
重
な
登

山
活
動
が
続
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
２
０
２
２
年
に
入
っ
て
か

ら
立
て
続
け
に
３
名
の
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
る
の
で
、
事
故
報
告
書

を
ま
っ
て
、
事
故
の
詳
細
を
把
握
し

て
遭
難
対
策
部
会
が
中
心
と
な
っ
て

分
析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緊
急
ア

ピ
ー
ル
の
発
出
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

本
総
会
で
は
兵
庫
県
・
門
脇
代
議
員

か
ら
積
雪
期
の
大
山
で
の
２
名
の
遭
難

事
故
が
あ
り
、
結
果
的
に
は
一
人
が
死

亡
に
つ
な
が
っ
た
と
紹
介
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
遭
難
事
故
を
減
ら
す
取
り

組
み
に
つ
い
て
代
議
員
か
ら
の
発
言

が
少
な
か
っ
た
。

総
会
で
は
、
各
都
道
府
県
連
盟
登

山
学
校
担
当
者
の
交
流
・
情
報
交
換
・

地
方
連
盟
で
の
登
山
学
校
運
営
の
課

題
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
現
状
を

把
握
す
る
交
流
の
場
と
し
て
全
国
登

山
学
校
担
当
者
交
流
集
会
を
秋
季
に
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
遭

難
事
故
の
減
少
を
め
ざ
す
た
め
の
も
の

と
し
て
今
後
も
「
コ
コ
ヘ
リ
」
の
普
及

に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
コ
コ
ヘ

リ
労
山
捜
索
隊
の
編
成
組
織
の
体
制

を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
も
確
認
し
た
。
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機
関
誌
・
そ
の
他
の
媒
体
に

関
す
る
あ
り
方

今
後
の
機
関
誌
・
紙
媒
体
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
評
議
会
決
定
に
基

づ
い
て
全
国
機
関
誌
会
議
及
び
検
討

委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の

議
論
を
経
て
、「
機
関
誌
・
紙
で
あ
る

な
ら
ば
全
会
員
に
届
け
る
こ
と
を
原

則
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
」、「
そ
の
場

合
、
会
・
ク
ラ
ブ
が
取
り
扱
い
や
す

い
体
裁
（
Ａ
４
／
８
頁
）
に
す
る
こ

と
」、「
会
・
ク
ラ
ブ
（
会
員
）
の
希

望
に
沿
っ
て
、
紙
媒
体
と
電
子
媒
体

で
届
け
る
よ
う
に
す
る
」、「
全
国
労

山
お
よ
び
地
方
連
盟
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
す
る
」、

「
新
し
い
『
機
関
誌
・
紙
媒
体
』
の
名

称
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
『
機
関
誌
・

紙
検
討
委
員
会
』（
仮
称
）
で
、
全
国

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
検
討
す

る
」こ
と
を
確
認
。
更
に
登
山
時
報
は
、

女
性
委
員
会
の
再
編
成
に
関
す
る

発
言
と
し
て
愛
知
・
榊
原
代
議
員
、

兵
庫
・
玉
木
代
議
員
、
東
京
・
松
野

代
議
員
、
大
阪
・
高
橋
代
議
員
か
ら

再
編
に
向
け
た
道
筋
・
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
示
し
て
い
く
べ
き

だ
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

議
案
の
採
決
と

２
０
２
２
年
役
員
体
制

第
３５
期
全
国
役
員
は
新
た
に
会
長

に
浦
添
嘉
徳
、
副
会
長
に
今
村
正
一
、

購
読
料
金
が
前
払
い
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
２
０
２
２
年
１２
月
ま
で
は
発

行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
登
山
時

報
の
廃
刊
と
新
た
な
機
関
誌
・
紙
媒

体
の
発
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
総
会

後
の
理
事
会
の
も
と
に
、
新
た
に
『
機

関
誌
・
紙
媒
体
』
発
行
の
検
討
委
員

会
（
仮
称
）
を
発
足
さ
せ
て
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

本
件
に
関
す
る
意
見
と
し
て
、
千

葉
・
安
彦
代
議
員
、
宮
城
・
橋
田
代

議
員
、
香
川
・
市
原
代
議
員
、
岐
阜
・

長
沢
代
議
員
か
ら
、
電
子
フ
ァ
イ
ル

に
よ
る
配
布
、
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

な
い
会
員
へ
の
配
慮
、
会
員
が
待
ち

望
む
機
関
誌
・
紙
の
充
実
な
ど
に
つ

い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

自
然
保
護
活
動

地
球
規
模
で
の
温
暖
化
や
自
然
破

壊
が
進
む
な
か
、
我
々
は
自
然
保
護

道
整
備
に
対
し
て
県
連
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
た
。

女
性
と
登
山

女
性
と
登
山
に
関
す
る
活
動
方
針

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
１
年
度
に
地
方

連
盟
に
対
し
て
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
基
に
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
、
特
に
女
性
委
員
会
の
再

編
成
に
向
け
て
昨
年
度
は
個
人
的
に

女
性
委
員
会
へ
の
協
力
を
行
っ
た
が

再
編
成
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
の

で
、
今
年
度
は
組
織
的
に
地
方
連
盟

に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
女
性
委
員
会
の
長
は
、
労
山
規

約
第
１５
条
、
各
部
局
お
よ
び
専
門
委

員
会
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
理
事
会

を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
と
な
る
の
で
、

そ
れ
に
相
応
し
い
人
を
選
任
し
て
い

く
。

渡
邊
健
治
の
両
名
が
信
任
さ
れ
、
ま

た
、
理
事
長
に
川
嶋
髙
志
、
副
理
事

長
に
石
川
昌
、
事
務
局
長
に
小
池
藍

が
新
た
に
選
任
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

三
役
６
名
、
広
域
理
事
を
含
め
理
事

は
２４
名
（
４
名
の
欠
員
）、
監
事
２
名

で
出
発
し
た
（
別
表
）。

議
案
の
採
決
結
果
は
次
の
通
り
。

１
号
議
案
　

第
３４
期
下
期
の
活
動
総

括
と
第
３５
期
上
期
（
２
０
２
２
年
度
）

の
活
動
方
針

賛
成
７０
（
委
任
状
２４
含
む
）
　

反
対

０
　

保
留
５
　

（
可
決
）
　

２
号
議
案
　

第
３４
期
下
期
の
財
政
活

動
総
括
と
第
３５
期
の
財
政
方
針
、
予

算
の
策
定

賛
成
６９
（
委
任
状
２４
含
む
）

反
対
１
　

保
留
５
　

（
可
決
）

３
号
議
案
「
全
国
連
盟
規
約
・
規
定

の
一
部
改
定
」
に
つ
い
て

賛
成
６８
（
委
任
状
２４
含
む
）

反
対
０
　

保
留
７
　

（
可
決
）

４
号
議
案
「
労
山
事
故
対
策
基
金
規

定
の
一
部
改
定
」「
一
般
財
団
法
人
山

岳
基
金
　

定
款
」
に
つ
い
て

賛
成
７０
（
委
任
状
２４
含
む
）
　

反
対

憲
章
の
原
点
を
軸
に
、「
全
国
自
然
保

護
講
座
」
や
「
全
国
自
然
保
護
集
会
」

の
開
催
を
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
や

環
境
を
破
壊
す
る
「
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
建
設
の
反
対
」
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
、
更
に
は
山
岳

自
然
を
破
壊
す
る
メ
ガ
風
力
発
電
・

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
な
ど
、
自
然
破

壊
や
健
康
被
害
を
伴
う
と
い
う
観
点

か
ら
、
地
元
地
方
連
盟
と
連
携
し
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

兵
庫
・
門
脇
代
議
員
か
ら
は
、
六

甲
山
の
山
域
に
は
ト
イ
レ
の
な
い
エ

リ
ア
が
あ
る
の
で
設
置
に
向
け
た
全

国
連
盟
へ
の
協
力
要
請
と
、
同
じ
く

道
央
の
代
議
員
か
ら
も
大
雪
山
に
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
の
設
置
を
増
や
し

て
い
き
た
い
の
で
、
全
国
連
盟
の
協

力
を
仰
ぎ
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
青
森
・
清
野
代
議
員
か
ら
は
八

甲
田
山
の
環
境
省
関
連
事
業
・
登
山

０
　

保
留
５
　

（
可
決
）
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機
関
誌
・
そ
の
他
の
媒
体
に

関
す
る
あ
り
方

今
後
の
機
関
誌
・
紙
媒
体
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
評
議
会
決
定
に
基

づ
い
て
全
国
機
関
誌
会
議
及
び
検
討

委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の

議
論
を
経
て
、「
機
関
誌
・
紙
で
あ
る

な
ら
ば
全
会
員
に
届
け
る
こ
と
を
原

則
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
」、「
そ
の
場

合
、
会
・
ク
ラ
ブ
が
取
り
扱
い
や
す

い
体
裁
（
Ａ
４
／
８
頁
）
に
す
る
こ

と
」、「
会
・
ク
ラ
ブ
（
会
員
）
の
希

望
に
沿
っ
て
、
紙
媒
体
と
電
子
媒
体

で
届
け
る
よ
う
に
す
る
」、「
全
国
労

山
お
よ
び
地
方
連
盟
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
す
る
」、

「
新
し
い
『
機
関
誌
・
紙
媒
体
』
の
名

称
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
『
機
関
誌
・

紙
検
討
委
員
会
』（
仮
称
）
で
、
全
国

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
検
討
す

る
」こ
と
を
確
認
。
更
に
登
山
時
報
は
、

女
性
委
員
会
の
再
編
成
に
関
す
る

発
言
と
し
て
愛
知
・
榊
原
代
議
員
、

兵
庫
・
玉
木
代
議
員
、
東
京
・
松
野

代
議
員
、
大
阪
・
高
橋
代
議
員
か
ら

再
編
に
向
け
た
道
筋
・
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
示
し
て
い
く
べ
き

だ
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

議
案
の
採
決
と

２
０
２
２
年
役
員
体
制

第
３５
期
全
国
役
員
は
新
た
に
会
長

に
浦
添
嘉
徳
、
副
会
長
に
今
村
正
一
、

購
読
料
金
が
前
払
い
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
２
０
２
２
年
１２
月
ま
で
は
発

行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
登
山
時

報
の
廃
刊
と
新
た
な
機
関
誌
・
紙
媒

体
の
発
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
総
会

後
の
理
事
会
の
も
と
に
、
新
た
に
『
機

関
誌
・
紙
媒
体
』
発
行
の
検
討
委
員

会
（
仮
称
）
を
発
足
さ
せ
て
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

本
件
に
関
す
る
意
見
と
し
て
、
千

葉
・
安
彦
代
議
員
、
宮
城
・
橋
田
代

議
員
、
香
川
・
市
原
代
議
員
、
岐
阜
・

長
沢
代
議
員
か
ら
、
電
子
フ
ァ
イ
ル

に
よ
る
配
布
、
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

な
い
会
員
へ
の
配
慮
、
会
員
が
待
ち

望
む
機
関
誌
・
紙
の
充
実
な
ど
に
つ

い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

自
然
保
護
活
動

地
球
規
模
で
の
温
暖
化
や
自
然
破

壊
が
進
む
な
か
、
我
々
は
自
然
保
護

道
整
備
に
対
し
て
県
連
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
た
。

女
性
と
登
山

女
性
と
登
山
に
関
す
る
活
動
方
針

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
１
年
度
に
地
方

連
盟
に
対
し
て
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
基
に
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
、
特
に
女
性
委
員
会
の
再

編
成
に
向
け
て
昨
年
度
は
個
人
的
に

女
性
委
員
会
へ
の
協
力
を
行
っ
た
が

再
編
成
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
の

で
、
今
年
度
は
組
織
的
に
地
方
連
盟

に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
女
性
委
員
会
の
長
は
、
労
山
規

約
第
１５
条
、
各
部
局
お
よ
び
専
門
委

員
会
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
理
事
会

を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
と
な
る
の
で
、

そ
れ
に
相
応
し
い
人
を
選
任
し
て
い

く
。

渡
邊
健
治
の
両
名
が
信
任
さ
れ
、
ま

た
、
理
事
長
に
川
嶋
髙
志
、
副
理
事

長
に
石
川
昌
、
事
務
局
長
に
小
池
藍

が
新
た
に
選
任
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

三
役
６
名
、
広
域
理
事
を
含
め
理
事

は
２４
名
（
４
名
の
欠
員
）、
監
事
２
名

で
出
発
し
た
（
別
表
）。

議
案
の
採
決
結
果
は
次
の
通
り
。

１
号
議
案

第
３４
期
下
期
の
活
動
総

括
と
第
３５
期
上
期
（
２
０
２
２
年
度
）

の
活
動
方
針

賛
成
７０
（
委
任
状
２４
含
む
）
反
対

０

保
留
５
（
可
決
）

２
号
議
案

第
３４
期
下
期
の
財
政
活

動
総
括
と
第
３５
期
の
財
政
方
針
、
予

算
の
策
定

賛
成
６９
（
委
任
状
２４
含
む
）

反
対
１

保
留
５
（
可
決
）

３
号
議
案
「
全
国
連
盟
規
約
・
規
定

の
一
部
改
定
」
に
つ
い
て

賛
成
６８
（
委
任
状
２４
含
む
）

反
対
０

保
留
７
（
可
決
）

４
号
議
案
「
労
山
事
故
対
策
基
金
規

定
の
一
部
改
定
」「
一
般
財
団
法
人
山

岳
基
金

定
款
」
に
つ
い
て

賛
成
７０
（
委
任
状
２４
含
む
）
反
対

憲
章
の
原
点
を
軸
に
、「
全
国
自
然
保

護
講
座
」
や
「
全
国
自
然
保
護
集
会
」

の
開
催
を
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
や

環
境
を
破
壊
す
る
「
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
建
設
の
反
対
」
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
、
更
に
は
山
岳

自
然
を
破
壊
す
る
メ
ガ
風
力
発
電
・

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
な
ど
、
自
然
破

壊
や
健
康
被
害
を
伴
う
と
い
う
観
点

か
ら
、
地
元
地
方
連
盟
と
連
携
し
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

兵
庫
・
門
脇
代
議
員
か
ら
は
、
六

甲
山
の
山
域
に
は
ト
イ
レ
の
な
い
エ

リ
ア
が
あ
る
の
で
設
置
に
向
け
た
全

国
連
盟
へ
の
協
力
要
請
と
、
同
じ
く

道
央
の
代
議
員
か
ら
も
大
雪
山
に
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
の
設
置
を
増
や
し

て
い
き
た
い
の
で
、
全
国
連
盟
の
協

力
を
仰
ぎ
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
青
森
・
清
野
代
議
員
か
ら
は
八

甲
田
山
の
環
境
省
関
連
事
業
・
登
山

０

保
留
５
（
可
決
）
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⌮ ஦ 㛗 ᕝᔱ 㧘ᚿ 61 ᮾ ி ⚄ᴦᆏ䜰䝹䝟䜲䞁䜽䝷䝤 
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図 3　トップローディングとクロスローディング

雪
が
降
ら
な
く
て
も
雪
崩
は
発
生
す
る

酒
井
正
裕

同
人
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ
／
東
京

雪庇の下部は、風の影響で吹き溜まりができ積
雪が不安定で雪崩の発生点となることがある。

（飛騨山地　金剛堂山）

図 1　上載積雪との関係

れ
ば
削
ら
れ
て
再
び
移
動
し
ま
す
。

積
も
っ
た
ば
か
り
の
新
雪
の
場
合
、

気
温
が
０
℃
で
風
速
８
ｍ
／
秒
以
上

の
と
き
に
低
い
地
吹
雪
が
発
生
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
８
ｍ
／
秒
と

い
う
風
速
は
、
平
地
で
は
強
い
風
で

す
が
、
山
で
は
ご
く
当
た
り
前
の
風

で
す
。
で
す
の
で
、
雪
が
降
ら
な
く

て
も
、
凸
状
の
地
形
で
は
風
が
強
く

積
雪
が
削
剥
さ
れ
、
凹
状
の
地
形
は

風
が
弱
く
吹
き
溜
ま
り
と
し
て
堆
積

す
る
と
い
う
こ
と
が
、
山
で
は
普
通

に
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
は
、
こ
の
吹
き
溜
ま
り
が
雪
崩
の

発
生
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
行
動
判
断
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

吹
き
溜
ま
り
と

雪
崩
の
関
係
は

そ
も
そ
も
、
吹
き
溜

ま
り
は
何
故
危
険
な
の

か
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
、
容
易
に
想

像
で
き
る
の
は
、
面
発

生
雪
崩
の
原
因
と
な
る

い
よ
い
よ
春
本
番
。
最
近
は
厳
冬

期
で
も
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
で
山
に

登
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
行
動
の
範
囲
が
広
が
る
の

は
や
は
り
こ
の
時
期
で
す
ね
。
し
か

し
、
こ
の
時
期
は
吹
雪
に
な
る
こ
と

も
よ
く
あ
る
上
、
寒
暖
を
繰
り
返
す

り
ま
す
。
こ
の
図
は
、
積
雪
中
に
斜

面
に
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
垂
直
に
埋
め
る

と
、
時
間
が
経
過
す
る
と
ど
の
よ
う

に
動
く
か
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

現
象
か
ら
、
積
雪
が
多
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
積
雪
層
に
か
か
る
力
は
不

均
一
と
な
り
、
積
雪
の
安
定
性
が
低

下
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

更
に
、
風
で
飛
ば
さ
れ
て
降
り
積

も
っ
た
雪
は
、
そ
の
衝
撃
に
よ
り
雪

の
粒
が
壊
さ
れ
て
小
さ
く
な
り
ま
す
。

粒
の
小
さ
い
雪
が
積
も
る
と
、
そ
れ

み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
を
表
し
た
の
は
図
３
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
稜
線
を
越
え
て
吹

き
溜
ま
る
ト
ッ
プ
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
と

支
尾
根
を
越
え
て
吹
き
溜
ま
る
ク
ロ

ス
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う

な
現
象
は
僅
か
な
地
形
の
変
化
で
も
、

規
模
が
小
さ
い
な
り
に
起
こ
り
得
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
積
雪
の
安
定
性

が
微
妙
で
あ
る
場
合
、
こ
の
僅
か
な

吹
き
溜
ま
り
が
致
命
的
な
結
果
を
招

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
う
っ
か
り
そ
の
よ
う

な
斜
面
に
入
り
込
ん
だ
場
合
、
地

形
と
吹
き
溜
ま
り
の
状
況
を
的
確

に
判
断
し
、
そ
れ
を
避
け
て
行
動

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

筆
者
は
磐
梯
山
を
滑
っ
た
際
、

３０
〜
５０
ｍ
水
平
方
向
前
方
に
僅
か

な
が
ら
吹
き
溜
り
が
あ
り
雪
崩
の

危
険
性
が
高
い
と
判
断
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
後
方
か
ら
滑
っ
て

き
た
メ
ン
バ
ー
が
、
う
っ
か
り
そ

の
場
所
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

雪
崩
に
遭
い
ま
し
た
。

ら
の
雪
の
粒
同
士
の
結
び
つ
き
で
ウ

イ
ン
ド
ス
ラ
ブ
が
形
成
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ン
ド
ス
ラ
ブ
は

刺
激
が
四
方
に
伝
播
し
や
す
い
性
質

が
あ
り
、
こ
の
ス
ラ
ブ
の
下
に
弱
層

が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
非
常
に
雪
崩

れ
や
す
い
条
件
が
揃
い
ま
す
。

吹
き
溜
ま
り
が
形
成
さ
れ
る

場
所
と
は

吹
き
溜
ま
り
が
で
き
る
場
所
は
簡

単
に
言
え
ば
風
下
で
す
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
場
所
か
を
考
え
て

風
向
き
を
見
極
め
よ
う

吹
き
溜
ま
り
が
風
下
側
に
で
き
る

の
は
当
然
で
す
が
、
で
は
冬
の
北
西

の
季
節
風
が
吹
い
て
い
る
と
き
は
、

山
で
の
風
向
き
は
全
て
北
西
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際

に
は
地
形
の
影
響
を
受
け
て
複
雑
な

吹
き
方
を
し
ま
す
。
南
北
に
位
置
す

る
北
ア
ル
プ
ス
立
山
三
山
の
例
を
挙

げ
る
と
、
三
山
か
ら
雷
鳥
沢
側
に
伸

び
て
い
る
尾
根
は
北
西
の
季
節
風
が

吹
く
と
す
れ
ば
南
側
に
雪
庇
が
で
き

そ
う
に
思
え
ま
す
が
、
実
際
は
地
形

の
影
響
を
受
け
て
風
が
回
り
込
ん
で

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
こ
れ
ら
の
尾
根
は
北
側
に

雪
庇
が
張
り
出
し
て
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
行
動
時
は
雪
庇
の
張

り
出
し
の
状
況
を
常
に
把
握
し
つ
つ
、

積
雪
の
安
定
性
と
と
も
に
風
の
吹
き

方
を
常
に
観
察
し
つ
つ
行
動
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、
過
去
の

雪
崩
事
故
の
発
生
場
所
も
入
手
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
有
効
な
情
報
に
な
り

ま
す
。

こ
と
か
ら
、
冬
と
同
様
に
雪
崩
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、「
雪
が
降
ら
な
く
て
も

雪
崩
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

と
言
わ
れ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思

い
ま
す
か
？
「
嘘
で
し
ょ
、
そ
ん
な

話
」
と
思
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
山
の
中
で
は
い
っ
た
ん

地
面
に
積
も
っ
た
雪
も
、
風
が
強
け

弱
層
の
上
に
、
よ
り
多
く
の
上
載
積

雪
が
積
も
る
こ
と
で
す
。

図
１
は
、
そ
の
状
態
を
表
し
た
も

の
で
す
。
上
載
積
雪
の
多
い
吹
き
溜

ま
り
は
、
下
方
へ
移
動
す
る
力
が
よ

り
大
き
く
な
る
（b

∨c

）
こ
と
か
ら
、

雪
崩
れ
や
す
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
積
雪
は
雪
崩
れ
な
く
て
も

目
に
見
え
な
い
速
度
で
ゆ
っ
く
り
と

移
動
し
て
い
ま
す
。

雪
国
で
は
、
屋
根
に
積
も
っ
た
雪

が
写
真
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
は
均
等

に
積
も
っ
た
積
雪
が
、
時
間
を
か
け

て
移
動
し
た
結
果
で
す
。

こ
れ
を
図
で
表
す
と
、
図
２
と
な

図 2　積雪の移動
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図 3　トップローディングとクロスローディング

雪
が
降
ら
な
く
て
も
雪
崩
は
発
生
す
る

酒
井
正
裕

同
人
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ
／
東
京

雪庇の下部は、風の影響で吹き溜まりができ積
雪が不安定で雪崩の発生点となることがある。

（飛騨山地　金剛堂山）

図 1　上載積雪との関係

れ
ば
削
ら
れ
て
再
び
移
動
し
ま
す
。

積
も
っ
た
ば
か
り
の
新
雪
の
場
合
、

気
温
が
０
℃
で
風
速
８
ｍ
／
秒
以
上

の
と
き
に
低
い
地
吹
雪
が
発
生
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
８
ｍ
／
秒
と

い
う
風
速
は
、
平
地
で
は
強
い
風
で

す
が
、
山
で
は
ご
く
当
た
り
前
の
風

で
す
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で
す
の
で
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雪
が
降
ら
な
く

て
も
、
凸
状
の
地
形
で
は
風
が
強
く

積
雪
が
削
剥
さ
れ
、
凹
状
の
地
形
は

風
が
弱
く
吹
き
溜
ま
り
と
し
て
堆
積

す
る
と
い
う
こ
と
が
、
山
で
は
普
通

に
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
は
、
こ
の
吹
き
溜
ま
り
が
雪
崩
の

発
生
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
行
動
判
断
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

吹
き
溜
ま
り
と

雪
崩
の
関
係
は

そ
も
そ
も
、
吹
き
溜

ま
り
は
何
故
危
険
な
の

か
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
、
容
易
に
想

像
で
き
る
の
は
、
面
発

生
雪
崩
の
原
因
と
な
る

い
よ
い
よ
春
本
番
。
最
近
は
厳
冬

期
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バ
ッ
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リ
ー
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登
る
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い
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よ
う
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思
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、
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の
範
囲
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が
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や
は
り
こ
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し
、
こ
の
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吹
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こ
と
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よ
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あ
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、
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す
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、
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雪
中
に
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面
に
ピ
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ポ
ン
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を
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直
に
埋
め
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と
、
時
間
が
経
過
す
る
と
ど
の
よ
う

に
動
く
か
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

現
象
か
ら
、
積
雪
が
多
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
積
雪
層
に
か
か
る
力
は
不

均
一
と
な
り
、
積
雪
の
安
定
性
が
低

下
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

更
に
、
風
で
飛
ば
さ
れ
て
降
り
積

も
っ
た
雪
は
、
そ
の
衝
撃
に
よ
り
雪

の
粒
が
壊
さ
れ
て
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さ
く
な
り
ま
す
。

粒
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も
る
と
、
そ
れ

み
ま
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ょ
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。

そ
れ
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し
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３
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。

こ
の
よ
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に
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を
越
え
て
吹

き
溜
ま
る
ト
ッ
プ
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
と

支
尾
根
を
越
え
て
吹
き
溜
ま
る
ク
ロ

ス
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
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意
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う

な
現
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は
僅
か
な
地
形
の
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も
、
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な
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と
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す
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の
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性

が
微
妙
で
あ
る
場
合
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吹
き
溜
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的
な
結
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ま
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。
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入
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込
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的
確
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行
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筆
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山
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、

３０
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僅
か

な
が
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吹
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溜
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あ
り
雪
崩
の

危
険
性
が
高
い
と
判
断
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
後
方
か
ら
滑
っ
て

き
た
メ
ン
バ
ー
が
、
う
っ
か
り
そ

の
場
所
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
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雪
崩
に
遭
い
ま
し
た
。

ら
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雪
の
粒
同
士
の
結
び
つ
き
で
ウ

イ
ン
ド
ス
ラ
ブ
が
形
成
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ン
ド
ス
ラ
ブ
は

刺
激
が
四
方
に
伝
播
し
や
す
い
性
質

が
あ
り
、
こ
の
ス
ラ
ブ
の
下
に
弱
層

が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
非
常
に
雪
崩

れ
や
す
い
条
件
が
揃
い
ま
す
。

吹
き
溜
ま
り
が
形
成
さ
れ
る

場
所
と
は

吹
き
溜
ま
り
が
で
き
る
場
所
は
簡

単
に
言
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ば
風
下
で
す
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
場
所
か
を
考
え
て

風
向
き
を
見
極
め
よ
う

吹
き
溜
ま
り
が
風
下
側
に
で
き
る

の
は
当
然
で
す
が
、
で
は
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の
北
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の
季
節
風
が
吹
い
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い
る
と
き
は
、

山
で
の
風
向
き
は
全
て
北
西
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際

に
は
地
形
の
影
響
を
受
け
て
複
雑
な

吹
き
方
を
し
ま
す
。
南
北
に
位
置
す

る
北
ア
ル
プ
ス
立
山
三
山
の
例
を
挙

げ
る
と
、
三
山
か
ら
雷
鳥
沢
側
に
伸

び
て
い
る
尾
根
は
北
西
の
季
節
風
が

吹
く
と
す
れ
ば
南
側
に
雪
庇
が
で
き

そ
う
に
思
え
ま
す
が
、
実
際
は
地
形

の
影
響
を
受
け
て
風
が
回
り
込
ん
で
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と
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。
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。

で
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は
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の
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出
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の
状
況
を
常
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把
握
し
つ
つ
、

積
雪
の
安
定
性
と
と
も
に
風
の
吹
き

方
を
常
に
観
察
し
つ
つ
行
動
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、
過
去
の

雪
崩
事
故
の
発
生
場
所
も
入
手
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
有
効
な
情
報
に
な
り

ま
す
。

こ
と
か
ら
、
冬
と
同
様
に
雪
崩
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、「
雪
が
降
ら
な
く
て
も

雪
崩
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

と
言
わ
れ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思

い
ま
す
か
？
「
嘘
で
し
ょ
、
そ
ん
な

話
」
と
思
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
山
の
中
で
は
い
っ
た
ん

地
面
に
積
も
っ
た
雪
も
、
風
が
強
け

弱
層
の
上
に
、
よ
り
多
く
の
上
載
積

雪
が
積
も
る
こ
と
で
す
。

図
１
は
、
そ
の
状
態
を
表
し
た
も

の
で
す
。
上
載
積
雪
の
多
い
吹
き
溜

ま
り
は
、
下
方
へ
移
動
す
る
力
が
よ

り
大
き
く
な
る
（b

∨c

）
こ
と
か
ら
、

雪
崩
れ
や
す
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
積
雪
は
雪
崩
れ
な
く
て
も

目
に
見
え
な
い
速
度
で
ゆ
っ
く
り
と

移
動
し
て
い
ま
す
。

雪
国
で
は
、
屋
根
に
積
も
っ
た
雪

が
写
真
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
は
均
等

に
積
も
っ
た
積
雪
が
、
時
間
を
か
け

て
移
動
し
た
結
果
で
す
。

こ
れ
を
図
で
表
す
と
、
図
２
と
な
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お
酒
を
飲
ま
な
い
登
山
者
に
わ
り
と

た
く
さ
ん
出
会
う
。
第
１
群
は
登
山
を

職
業
と
す
る
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
の
人
々
、

第
２
群
は
プ
ロ
で
は
な
い
が
記
録
達
成

を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
系
の
人
々
だ
。

日
本
の
山
岳
ガ
イ
ド
の
方
々
は
結
構
お

酒
を
た
し
な
む
か
ら
、
第
１
群
の
な
か

で
も
異
色
の
存
在
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手

や
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
で
お
酒
を
た
し
な

む
ス
ポ
ー
ツ
は
あ
る
の
か
と
考
え
た
。

筆
者
が
思
う
に
、
登
山
と
相
撲
く
ら
い

だ
ろ
う
か
？

１
９
８
４
年
に
近
藤
和
美
氏
と
３
人

で
パ
ミ
ー
ル
の
高
峰
コ
ル
ジ
ェ
ネ
フ
ス

カ
ヤ
７
１
０
５
ｍ
と
レ
ー
ニ
ン
峰
７
１

３
５
ｍ
に
登
頂
し
た
筆
者
は
、
そ
の
国

際
キ
ャ
ン
プ
で
初
め
て
旧
ソ
連
邦
の
ス

ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
の

エ
リ
ー
ト
登
山
家
た
ち
と
出
会
っ
た
。

彼
ら
は
、
ソ
連
邦
国
内
の
７
０
０
０
ｍ

峰
を
、
毎
年
２
つ
以
上
登
頂
を
続
け
て

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
称
号
を
維
持
す
る

の
だ
と
語
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
努
力

は
大
変
な
も
の
だ
。
夕
食
の
あ
と
彼
ら

は
国
際
登
山
隊
と
宴
会
に
興
じ
て
く
れ

る
の
だ
が
、
決
し
て
お
酒
を
口
に
し
な

い
。
紅
茶
を
飲
ん
で
楽
し
く
騒
ぐ
。
え

ら
い
も
の
だ
と
感
心
し
た
。
ま
た
、
２

０
１
７
年
に
行
っ
た
西
ネ
パ
ー
ル
の

シ
ェ
ル
パ
た
ち
も
、
決
し
て
お
酒
を
飲

ま
な
い
。
シ
ェ
ル
パ
の
若
者
が
今
年
２

０
１
９
年
２
月
に
初
来
日
し
た
の
で
、

灘
の
酒
蔵
レ
ス
ト
ラ
ン
で
当
時
の
仲
間

と
の
交
流
会
を
も
っ
た
。
彼
は
見
事
に

お
酒
を
飲
ま
な
い
。
日
本
の
食
文
化
に

は
触
れ
て
も
ら
え
た
が
、
さ
す
が
に
お

酒
は
香
り
に
接
し
て
い
た
だ
い
た
だ
け

だ
っ
た
。

一
方
、
旧
ソ
連
邦
の
国
際
登
山
キ
ャ

ン
プ
を
支
え
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
達
と
な

る
と
、
お
酒
に
対
す
る
態
度
は
一
変
す

る
。
ヘ
リ
や
ト
ラ
ッ
ク
で
荷
揚
げ
し
た

荷
物
の
中
に
は
ビ
ー
ル
箱
が
も
ち
ろ
ん

あ
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
終
了
の
打
ち
上
げ

パ
ー
テ
ィ
ー
の
日
と
も
な
る
と
、
彼
ら

も
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
ギ
タ
ー
を
弾
き
、

歌
い
、
楽
し
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
直
射

日
光
に
晒
さ
れ
た
熱
く
昇
温
し
た
び
ん

ビ
ー
ル
を
炎
天
下
で
飲
む
の
だ
。
筆
者

に
と
っ
て
こ
れ
は
初
め
て
の
経
験
だ
。

と
こ
ろ
が
、
数
週
間
の
酒
絶
ち
の
後

だ
け
あ
っ
て
、
こ
れ
が
何
と
う
ま
い
！

７
１
０
０
ｍ
峰
を
２
つ
登
っ
た
達

成
感
も
手
伝
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
感
激

だ
っ
た
。
あ
の
時
の
感
激
を
思
い
出

し
た
く
て
、
日
本
で
も
大
き
な
登
攀

の
あ
と
に
「
熱
い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で

み
た
い
」
と
願
う
の
だ
が
、
ま
だ
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

今
ま
で
で
一
番
お
い
し
か
っ
た

ビ
ー
ル
は
？
と
問
わ
れ
る
と
、
２
０
１

３
年
５
月
４
日
の
ビ
ー
ル
だ
。
連
休

に
Ｏ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
山
仲
間
と
剣
岳
小
窓

尾
根
か
ら
チ
ン
ネ
を
継
続
登
攀
し
た
。

２
日
目
は
吹
雪
の
中
を
悪
戦
苦
闘
し

て
小
窓
尾
根
の
頭
に
。
吹
雪
の
ホ
ワ

イ
ト
ア
ウ
ト
の
中
、
雪
洞
を
掘
っ
た
。

ザ
ッ
ク
を
お
ろ
し
一
息
つ
い
た
と
き
、

何
と
、
山
仲
間
の
ザ
ッ
ク
か
ら
ビ
ー

ル
が
出
て
き
た
。
そ
れ
が
、
凍
る
寸

前
の
ト
ロ
ッ
と
し
た
ビ
ー
ル
だ
っ
た
。

体
の
ほ
て
り
が
熱
い
時
に
飲
ん
だ
こ

の
ビ
ー
ル
。
何
と
言
っ
て
も
こ
れ
が

最
高
だ
っ
た
…
。

　当たり前のことだが、山で死んではならない。しかし、2022 年に入った１月・２月
のわずか２か月間で、４名の死亡事故が発生した。
　今年１月から積雪期登山の事故が多発している中、死亡事故が４件（４名）発生した。
前年（2021 年）は年間で４名の死亡者数であったが、今年は２月末で、すでに４名と
なり、重大事故の増加が懸念される。
　１月中旬、八ヶ岳連峰天狗岳で道迷いにより 70 代の女性、１月下旬、南アルプス
の荒川出合２ルンゼをアイスクライミング後の下山中滑落で 20 代の男性、２月上旬、
大山で北壁登攀後に８合目付近で行動不能の 50 代の男性が、各地の山岳救助隊に心
肺停止で発見・搬送され、その後死亡が確認された。さらに２月下旬、宮崎県の鉾岳
で 60 代の男性が心筋梗塞による死亡との事故一報が入った。
　それぞれの事例では
・積雪期登山の体力と判断力不足
・行動予定と行動時間のずれ
・悪天予報に対応していない行動
・天候悪化による道迷い
・ビバーク用装備の不携帯
・積雪期登山の技術不足
・日頃からの体調管理を怠っている

上記の要因が重なり事故が発生していると考えられる。
コロナ禍における心理的物理的制約から登山日数が減少し、筋力・体力も知らず知

らずのうちに低下している。さらに加齢による基礎体力の衰えも考え合わせ、体調管
理には特に留意していただきたい。また山行に際しては、コロナ対応で医療体制が厳
しい中、遭難事故を起こさないために、より慎重な計画と判断を心がけて欲しい。
　積雪期登山については
・不測の事態に対応できる装備の確認
・直近のルートの状況をできる限り把握する
・最新の天気予報を確認し、天候の変化を的確に判断する
・パーティ各自の体力や技術を充分に認識する
・特に今年は積雪が多い地域状況を考慮し、悪天の予報時は登山中止を検討する
・ネットでの情報を安易に受けない（情報量が多いと自分に都合の良い情報を取り入れる）

以上の点を十分に考えて登山を行ってほしい。
☆低体温症が要因とする事故については、本人が気づかずに血の巡りが悪くなり、正
常な判断ができなくなるので、強風にさらされる、濡れる、行動が止まるなど、身体
が冷やされることが予想される場合は、そのような状況になる前に対策を講じる。
☆時間に余裕のある計画を立てた上で、計画より遅れた場合は引き返す行動も心掛ける。

積雪期登山事故防止の取り組みについて、緊急アピール！

日本勤労者山岳連盟 遭難対策部

大阪労山ニュースに 2018 年 4 月号から 2021 年 9 月号ま
で 42 回にわたって随筆「山楽登山の世界」が連載された。
本誌では「事故救助」にまつわる随筆を連載する予定で
あるが、今月号は、「ヤマ」というものをいろいろな角度
から出来るだけ楽しく「山楽」としてお酒の話から見つ
めてみる。なお、ここに登場する旧ソ連の友は政治的に
は何らウクライナ侵攻とは関係ない善良な市民である。

Ｏ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
／
大
阪

中
川
和
道
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お
酒
を
飲
ま
な
い
登
山
者
に
わ
り
と

た
く
さ
ん
出
会
う
。
第
１
群
は
登
山
を

職
業
と
す
る
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
の
人
々
、

第
２
群
は
プ
ロ
で
は
な
い
が
記
録
達
成

を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
系
の
人
々
だ
。

日
本
の
山
岳
ガ
イ
ド
の
方
々
は
結
構
お

酒
を
た
し
な
む
か
ら
、
第
１
群
の
な
か

で
も
異
色
の
存
在
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手

や
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
で
お
酒
を
た
し
な

む
ス
ポ
ー
ツ
は
あ
る
の
か
と
考
え
た
。

筆
者
が
思
う
に
、
登
山
と
相
撲
く
ら
い

だ
ろ
う
か
？

１
９
８
４
年
に
近
藤
和
美
氏
と
３
人

で
パ
ミ
ー
ル
の
高
峰
コ
ル
ジ
ェ
ネ
フ
ス

カ
ヤ
７
１
０
５
ｍ
と
レ
ー
ニ
ン
峰
７
１

３
５
ｍ
に
登
頂
し
た
筆
者
は
、
そ
の
国

際
キ
ャ
ン
プ
で
初
め
て
旧
ソ
連
邦
の
ス

ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
の

エ
リ
ー
ト
登
山
家
た
ち
と
出
会
っ
た
。

彼
ら
は
、
ソ
連
邦
国
内
の
７
０
０
０
ｍ

峰
を
、
毎
年
２
つ
以
上
登
頂
を
続
け
て

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
称
号
を
維
持
す
る

の
だ
と
語
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
努
力

は
大
変
な
も
の
だ
。
夕
食
の
あ
と
彼
ら

は
国
際
登
山
隊
と
宴
会
に
興
じ
て
く
れ

る
の
だ
が
、
決
し
て
お
酒
を
口
に
し
な

い
。
紅
茶
を
飲
ん
で
楽
し
く
騒
ぐ
。
え

ら
い
も
の
だ
と
感
心
し
た
。
ま
た
、
２

０
１
７
年
に
行
っ
た
西
ネ
パ
ー
ル
の

シ
ェ
ル
パ
た
ち
も
、
決
し
て
お
酒
を
飲

ま
な
い
。
シ
ェ
ル
パ
の
若
者
が
今
年
２

０
１
９
年
２
月
に
初
来
日
し
た
の
で
、

灘
の
酒
蔵
レ
ス
ト
ラ
ン
で
当
時
の
仲
間

と
の
交
流
会
を
も
っ
た
。
彼
は
見
事
に

お
酒
を
飲
ま
な
い
。
日
本
の
食
文
化
に

は
触
れ
て
も
ら
え
た
が
、
さ
す
が
に
お

酒
は
香
り
に
接
し
て
い
た
だ
い
た
だ
け

だ
っ
た
。

一
方
、
旧
ソ
連
邦
の
国
際
登
山
キ
ャ

ン
プ
を
支
え
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
達
と
な

る
と
、
お
酒
に
対
す
る
態
度
は
一
変
す

る
。
ヘ
リ
や
ト
ラ
ッ
ク
で
荷
揚
げ
し
た

荷
物
の
中
に
は
ビ
ー
ル
箱
が
も
ち
ろ
ん

あ
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
終
了
の
打
ち
上
げ

パ
ー
テ
ィ
ー
の
日
と
も
な
る
と
、
彼
ら

も
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
ギ
タ
ー
を
弾
き
、

歌
い
、
楽
し
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
直
射

日
光
に
晒
さ
れ
た
熱
く
昇
温
し
た
び
ん

ビ
ー
ル
を
炎
天
下
で
飲
む
の
だ
。
筆
者

に
と
っ
て
こ
れ
は
初
め
て
の
経
験
だ
。

と
こ
ろ
が
、
数
週
間
の
酒
絶
ち
の
後

だ
け
あ
っ
て
、
こ
れ
が
何
と
う
ま
い
！

７
１
０
０
ｍ
峰
を
２
つ
登
っ
た
達

成
感
も
手
伝
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
感
激

だ
っ
た
。
あ
の
時
の
感
激
を
思
い
出

し
た
く
て
、
日
本
で
も
大
き
な
登
攀

の
あ
と
に
「
熱
い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で

み
た
い
」
と
願
う
の
だ
が
、
ま
だ
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

今
ま
で
で
一
番
お
い
し
か
っ
た

ビ
ー
ル
は
？
と
問
わ
れ
る
と
、
２
０
１

３
年
５
月
４
日
の
ビ
ー
ル
だ
。
連
休

に
Ｏ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
山
仲
間
と
剣
岳
小
窓

尾
根
か
ら
チ
ン
ネ
を
継
続
登
攀
し
た
。

２
日
目
は
吹
雪
の
中
を
悪
戦
苦
闘
し

て
小
窓
尾
根
の
頭
に
。
吹
雪
の
ホ
ワ

イ
ト
ア
ウ
ト
の
中
、
雪
洞
を
掘
っ
た
。

ザ
ッ
ク
を
お
ろ
し
一
息
つ
い
た
と
き
、

何
と
、
山
仲
間
の
ザ
ッ
ク
か
ら
ビ
ー

ル
が
出
て
き
た
。
そ
れ
が
、
凍
る
寸

前
の
ト
ロ
ッ
と
し
た
ビ
ー
ル
だ
っ
た
。

体
の
ほ
て
り
が
熱
い
時
に
飲
ん
だ
こ

の
ビ
ー
ル
。
何
と
言
っ
て
も
こ
れ
が

最
高
だ
っ
た
…
。

当たり前のことだが、山で死んではならない。しかし、2022 年に入った１月・２月
のわずか２か月間で、４名の死亡事故が発生した。
　今年１月から積雪期登山の事故が多発している中、死亡事故が４件（４名）発生した。
前年（2021 年）は年間で４名の死亡者数であったが、今年は２月末で、すでに４名と
なり、重大事故の増加が懸念される。
　１月中旬、八ヶ岳連峰天狗岳で道迷いにより 70 代の女性、１月下旬、南アルプス
の荒川出合２ルンゼをアイスクライミング後の下山中滑落で 20 代の男性、２月上旬、
大山で北壁登攀後に８合目付近で行動不能の 50 代の男性が、各地の山岳救助隊に心
肺停止で発見・搬送され、その後死亡が確認された。さらに２月下旬、宮崎県の鉾岳
で 60 代の男性が心筋梗塞による死亡との事故一報が入った。
　それぞれの事例では
・積雪期登山の体力と判断力不足
・行動予定と行動時間のずれ
・悪天予報に対応していない行動
・天候悪化による道迷い
・ビバーク用装備の不携帯
・積雪期登山の技術不足
・日頃からの体調管理を怠っている
　上記の要因が重なり事故が発生していると考えられる。
　コロナ禍における心理的物理的制約から登山日数が減少し、筋力・体力も知らず知
らずのうちに低下している。さらに加齢による基礎体力の衰えも考え合わせ、体調管
理には特に留意していただきたい。また山行に際しては、コロナ対応で医療体制が厳
しい中、遭難事故を起こさないために、より慎重な計画と判断を心がけて欲しい。
　積雪期登山については
・不測の事態に対応できる装備の確認
・直近のルートの状況をできる限り把握する
・最新の天気予報を確認し、天候の変化を的確に判断する
・パーティ各自の体力や技術を充分に認識する
・特に今年は積雪が多い地域状況を考慮し、悪天の予報時は登山中止を検討する
・ネットでの情報を安易に受けない（情報量が多いと自分に都合の良い情報を取り入れる）

　以上の点を十分に考えて登山を行ってほしい。
☆低体温症が要因とする事故については、本人が気づかずに血の巡りが悪くなり、正
常な判断ができなくなるので、強風にさらされる、濡れる、行動が止まるなど、身体
が冷やされることが予想される場合は、そのような状況になる前に対策を講じる。
☆時間に余裕のある計画を立てた上で、計画より遅れた場合は引き返す行動も心掛ける。

積雪期登山事故防止の取り組みについて、緊急アピール！

日本勤労者山岳連盟 遭難対策部

大阪労山ニュースに 2018 年 4 月号から 2021 年 9 月号ま
で 42 回にわたって随筆「山楽登山の世界」が連載された。
本誌では「事故救助」にまつわる随筆を連載する予定で
あるが、今月号は、「ヤマ」というものをいろいろな角度
から出来るだけ楽しく「山楽」としてお酒の話から見つ
めてみる。なお、ここに登場する旧ソ連の友は政治的に
は何らウクライナ侵攻とは関係ない善良な市民である。
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（本誌・田上千俊）

千葉県連盟オンライン講演会の取り組み

「
第
1
回
コ
ロ
ナ
禍
の
山
行
」
の
講
義
レ
ジ
メ
か
ら

常
識
的
な
内
容
と
面
白
い
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
例

第 2 回

山
に
行
か
な
い
と
、
体
は
ど
う
な
る
の
か
？

山
と
平
地
は
違
う
（
駅
伝
山
の
神
と
マ
ラ
ソ
ン
の
事
例
）

何
故
、
山
の
神
（
山
登
り
が
抜
群
に
速
い
人
）
は

平
地
（
マ
ラ
ソ
ン
）
で
は
あ
ま
り
速
く
な
い
の
か
？

コ
ロ
ナ
禍
の
山
行

ՃྸʹΑΔମྗͱόϥϯεྗͷมԽʢΠϝʔδʣ

ശࠜӺ఻ɾ山ͷਆ

ശࠜӺ఻ɾ山ͷਆϚϥιϯάϥϯυνϟϯϐΦϯγοϓ 20��ʢΦϦϯϐο
Ϋ୅දબߟձʣͷ੒੷ൺֱ

（体力は、1 歳につき 1 ポイント低下する）
（バランスは、1 歳につき 1.5 ポイント低下する）
★高齢者が転びやすいのは体力の低下以上にバランス力が低下する為です。

５
区
２３
㎞
標
高
差
８
６
０
ｍ
の
山
登
り
が
抜
群
に
早
い
人
…

９０
回
以
上
の
歴
史
の
中
で
、
３
人
だ
け
！

＊「山の神」と言われる
ほど山で速い人は、平地
ではどんなに速い事か？

（マラソン自己ベスト：
中 村 2 時 間 8 分 16 秒、
服 部 2 時 間 7 分 27 秒、
大迫 2 時間 5 分 50 秒）

［結論］山の神（山で速
い人）は平地では余り速
くなく、平地で速い人が
マラソンでも速い！

［
結
論
］
マ
ラ
ソ
ン
は
「
水
平
前
進
運

動
」、山
登
り
は
「
抗
重
力
上
下
運
動
」
で
、

同
じ
走
り
で
も
平
地
と
山
で
は
運
動
が
違

う
の
で
、
筋
肉
の
使
い
方
も
違
う
。

こ
れ
は
歩
き
も
同
じ
で
、「
山
登
り
の

基
本
原
則

①
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
無
く
な
ら
な

い
」（
現
在
の
安
全
工
学
の
考
え
方
）
…

ど
ん
な
に
感
染
対
策
を
し
て
も
、
必
ず
穴

が
あ
り
、感
染
リ
ス
ク
は
あ
る
。
そ
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
は
万
能
で
は
な
い
！

②
「
ウ
ィ
ル
ス
は
自
分
で
は
移
動
で
き
な

い
し
、
感
染
も
で
き
な
い
」
…
ウ
ィ
ル
ス

が
感
染
す
る
為
に
は
人
の
ア
シ
ス
ト
（
人

の
移
動
と
接
触
）
が
必
要
な
の
で
、
ウ
ィ

ル
ス
の
ア
シ
ス
ト
は
し
な
い
。

③
コ
ロ
ナ
禍
の
山
行
の
原
則
…
な
る
べ
く

「
移
動
を
少
な
く
」
し
、「
人
と
の
接
触
も

少
な
く
」
し
、山
で
も
「
人
と
の
距
離
（
２

ｍ
以
上
）」
を
保
ち
、
話
す
時
に
は
「
マ

ス
ク
を
着
用
」
す
る
。

④
具
体
的
に
は
…
「
近
場
の
山
」
を
、「
人

の
い
な
い
時
間
」
に
、「
少
人
数
・
日
帰
り
・

短
時
間
」
で
歩
く
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
山
登
り
が
一
番
良

い
」
と
い
う
事
で
、
ど
ん
な
に
平
地
を
歩

い
て
も
山
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
余
り
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
山
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

は
山
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
緊
急
事
態
宣
言
中
…
感
染
拡
大
中
な
の

で
、特
に「
控
え
め
」に
、「
慎
重
」に
行
う
。

⑥
コ
ロ
ナ
禍
の
山
行
の
目
的
は
「
山
の
体

力
維
持
と
ス
ト
レ
ス
解
消
」
で
、「
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
本
格
山
行
の
為
の
準
備
」

で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
「
低
山
歩
き
の
勧
め
」
…

目
標
は
１
ヶ
月
±
２
０
０
０
ｍ

①
「
標
高
差
は
１
８
０
ｍ
以
上
」
…
山
本

先
生
の
理
論
。

②「
交
通
が
便
利
で
移
動
距
離
が
少
な
い
」

③
「
人
が
少
な
い
山
」
を
選
び
…
交
通
が

便
利
で
も
高
尾
山
な
ど
人
の
多
い
山
は
不

向
き
。

④
「
少
人
数
・
日
帰
り
・
短
時
間
」
で
、「
週

１
回
」
登
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
第
１
回
講
演

会
は
３３
名
の
会
員
が
視
聴
し
た
。（

続
く
）
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千葉県連盟オンライン講演会の取り組み

「
第
1
回
コ
ロ
ナ
禍
の
山
行
」
の
講
義
レ
ジ
メ
か
ら

常
識
的
な
内
容
と
面
白
い
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
例

第 2 回

山
に
行
か
な
い
と
、
体
は
ど
う
な
る
の
か
？

山
と
平
地
は
違
う
（
駅
伝
山
の
神
と
マ
ラ
ソ
ン
の
事
例
）

何
故
、
山
の
神
（
山
登
り
が
抜
群
に
速
い
人
）
は

平
地
（
マ
ラ
ソ
ン
）
で
は
あ
ま
り
速
く
な
い
の
か
？

コ
ロ
ナ
禍
の
山
行

ՃྸʹΑΔମྗͱόϥϯεྗͷมԽʢΠϝʔδʣ

ശࠜӺ఻ɾ山ͷਆ

ശࠜӺ఻ɾ山ͷਆϚϥιϯάϥϯυνϟϯϐΦϯγοϓ 20��ʢΦϦϯϐο
Ϋ୅දબߟձʣͷ੒੷ൺֱ

（体力は、1 歳につき 1 ポイント低下する）
（バランスは、1 歳につき 1.5 ポイント低下する）
★高齢者が転びやすいのは体力の低下以上にバランス力が低下する為です。

５
区
２３
㎞
標
高
差
８
６
０
ｍ
の
山
登
り
が
抜
群
に
早
い
人
…

９０
回
以
上
の
歴
史
の
中
で
、
３
人
だ
け
！

＊「山の神」と言われる
ほど山で速い人は、平地
ではどんなに速い事か？

（マラソン自己ベスト：
中 村 2 時 間 8 分 16 秒、
服 部 2 時 間 7 分 27 秒、
大迫 2 時間 5 分 50 秒）

［結論］山の神（山で速
い人）は平地では余り速
くなく、平地で速い人が
マラソンでも速い！

［
結
論
］
マ
ラ
ソ
ン
は
「
水
平
前
進
運

動
」、山
登
り
は
「
抗
重
力
上
下
運
動
」
で
、

同
じ
走
り
で
も
平
地
と
山
で
は
運
動
が
違

う
の
で
、
筋
肉
の
使
い
方
も
違
う
。

こ
れ
は
歩
き
も
同
じ
で
、「
山
登
り
の

基
本
原
則

①
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
無
く
な
ら
な

い
」（
現
在
の
安
全
工
学
の
考
え
方
）
…

ど
ん
な
に
感
染
対
策
を
し
て
も
、
必
ず
穴

が
あ
り
、感
染
リ
ス
ク
は
あ
る
。
そ
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
は
万
能
で
は
な
い
！

②
「
ウ
ィ
ル
ス
は
自
分
で
は
移
動
で
き
な

い
し
、
感
染
も
で
き
な
い
」
…
ウ
ィ
ル
ス

が
感
染
す
る
為
に
は
人
の
ア
シ
ス
ト
（
人

の
移
動
と
接
触
）
が
必
要
な
の
で
、
ウ
ィ

ル
ス
の
ア
シ
ス
ト
は
し
な
い
。

③
コ
ロ
ナ
禍
の
山
行
の
原
則
…
な
る
べ
く

「
移
動
を
少
な
く
」
し
、「
人
と
の
接
触
も

少
な
く
」
し
、山
で
も
「
人
と
の
距
離
（
２

ｍ
以
上
）」
を
保
ち
、
話
す
時
に
は
「
マ

ス
ク
を
着
用
」
す
る
。

④
具
体
的
に
は
…
「
近
場
の
山
」
を
、「
人

の
い
な
い
時
間
」
に
、「
少
人
数
・
日
帰
り
・

短
時
間
」
で
歩
く
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
山
登
り
が
一
番
良

い
」
と
い
う
事
で
、
ど
ん
な
に
平
地
を
歩

い
て
も
山
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
余
り
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
山
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

は
山
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
緊
急
事
態
宣
言
中
…
感
染
拡
大
中
な
の

で
、特
に「
控
え
め
」に
、「
慎
重
」に
行
う
。

⑥
コ
ロ
ナ
禍
の
山
行
の
目
的
は
「
山
の
体

力
維
持
と
ス
ト
レ
ス
解
消
」
で
、「
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
本
格
山
行
の
為
の
準
備
」

で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
「
低
山
歩
き
の
勧
め
」
…

目
標
は
１
ヶ
月
±
２
０
０
０
ｍ

①
「
標
高
差
は
１
８
０
ｍ
以
上
」
…
山
本

先
生
の
理
論
。

②「
交
通
が
便
利
で
移
動
距
離
が
少
な
い
」

③
「
人
が
少
な
い
山
」
を
選
び
…
交
通
が

便
利
で
も
高
尾
山
な
ど
人
の
多
い
山
は
不

向
き
。

④
「
少
人
数
・
日
帰
り
・
短
時
間
」
で
、「
週

１
回
」
登
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
第
１
回
講
演

会
は
３３
名
の
会
員
が
視
聴
し
た
。（

続
く
）
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戻
す
必
要
が
あ
る
。
ハ
ン
タ
ー
の

数
も
増
す
必
要
が
あ
る
が
、
近
年
、

免
許
保
有
者
が
狩
猟
者
登
録
を
し

な
い
資
格
マ
ニ
ア
が
増
え
、
実
際

に
フ
ィ
ー
ル
ド
に
で
て
狩
り
を
行

う
人
は
減
っ
て
い
る
。
経
験
が
必

要
な
有
害
駆
除
な
ど
に
使
え
る
人

材
は
ハ
ン
タ
ー
の
高
齢
化
で
減
る

一
方
、
さ
ら
に
高
齢
で
免
許
返
納

者
が
続
出
と
い
う
状
況
で
は
、
ギ

ブ
ア
ッ
プ
以
外
に
な
い
。

環
境
省
も
こ
の
事
態
を
重
ん
じ

て
、
国
立
公
園
内
で
の
シ
カ
の
捕

獲
に
、
直
接
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
携
わ

る
試
み
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
が
、

お
門
違
い
を
承
知
で
、
こ
ん
な
こ

と
は
で
き
な
い
か
？

抜
本
的
対
策
と
し

て
、
考
え
て
み
た
。

“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

肉
”
を
食
べ
る
運
動

を
す
る
こ
と
。

“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

肉
”
を
５
割
以
上
販

売
す
る
店
に
補
助
金

を
出
す
。

完
全
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

狩
猟
お
よ
び
木
の
実
や
球
根
等
の

採
取
に
頼
る
生
活
で
あ
る
。
そ
の

後
の
土
器
の
発
明
に
よ
り
、
熱
分

解
に
よ
っ
て
発
生
す
る
ス
ー
プ
の

旨
味
を
ヒ
ト
は
初
め
て
知
る
。
さ

ら
に
豊
富
な
ド
ン
グ
リ
類
で
“
パ

ン
”
や
“
だ
ん
ご
”
味
噌
に
近
い

調
味
料
も
作
る
。
そ
れ
ま
で
、
汁

と
は
無
縁
の
食
生
活
で
あ
っ
た
ヒ

ト
は
、
焼
く
料
理
一
辺
倒
か
ら
脱

却
す
る
。

当
時
日
本
の
土
器
は
世
界
最
先

端
を
行
く
底
の
と
が
っ
た
器
で
、

焚
火
の
中
に
さ
す
こ
と
が
で
き
た
。

イ
モ
類
が
渡
来
し
、
シ
ソ
や
ゴ
ボ

ウ
、
緑
豆
等
の
縄
文
野
菜
の
栽
培

も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
３
０
０
０
年

前
頃
に
大
陸
か
ら
コ
メ
、
さ
ら
に

今
回
の
タ
イ
ト
ル
は
、
少
し
説

明
が
要
る
。
今
、
私
の
住
ん
で
い

る
遠
山
郷
は
、
南
信
に
あ
る
飯
田

市
の
南
東
約
５０
㎞
の
、
南
ア
ル
プ

ス
は
聖
岳
と
光
岳
の
山
麓
、
我
が

国
で
一
番
長
い
中
央
構
造
線
の
谷

に
あ
る
。
人
口
密
度
は
５
人
／
㎢

ほ
ど
。
こ
の
谷
に
住
み
着
い
た
最

初
の
ヒ
ト
は
、
紀
元
前
８
０
０
０

年
縄
文
（
新
石
器
）
時
代
初
期
と

さ
れ
、
縄
文
土
器
の
出
た
遺
跡
が

散
見
さ
れ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
日
本
列
島
は
、
長

い
氷
河
期
が
終
息
し
、
対
馬
暖
流

が
日
本
海
に
流
れ
込
み
、
陸
続
き

だ
っ
た
大
陸
と
離
れ
、
島
国
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
先
祖
た
ち
は
暖

か
い
山
の
南
斜
面
の
山
住
み
で
、

大
豆
が
渡
来
し
、
コ
メ
に
よ
っ
て

カ
ロ
リ
ー
を
、
大
豆
に
よ
っ
て
タ

ン
パ
ク
質
を
と
、
そ
の
後
の
我
民

族
の
基
本
食
が
、
こ
こ
に
結
び
付

く
。時

代
は
一
気
に
下
っ
て
、
遠
山

谷
へ
の
定
住
化
が
進
む
の
は
１
０

０
０
年
頃
、
集
落
の
原
型
が
で
き

て
、
１
１
８
６
年
（
文
治
２
）
頃

に
は
鎌
倉
地
頭
北
条
時
政
の
荘
園

と
な
り
、
１
２
１
４
年
（
建
保
２
）

に
鎌
倉
幕
府
の
料
所
に
な
っ
て
い

る
。
歴
史
は
更
に
下
っ
て
江
戸
時

代
ま
で
、
ヒ
ト
は
動
物
と
同
じ
よ

う
に
大
自
然
か
ら
の
恵
み
で
多
く

を
ま
か
な
い
、
水
災
害
、
地
震
、

天
変
地
異
は
あ
っ
て
も
自
然
を
い

つ
く
し
み
、
神
と
崇
め
て
自
ら
の

命
を
繋
い
で
き
た
。
食
べ
物
は
す

べ
て
“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
”
の
ス
ロ
ー

フ
ー
ズ
を
現
代
ま
で
、
作
り
続
け

て
き
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
わ
け
は
、
遠
山
郷
山
住
の

イ
ン
フ
ラ
。
電
気
が
引
か
れ
簡
易

水
道
が
完
成
し
た
の
が
、
１
９
５

６
年
（
昭
３１
）、
危
う
い
山
肌
に
細

い
車
道
が
で
き
た
の
が
１
９
７
２

ン
と
言
え
な
い
電
気
自
動
車
に
国

（
経
産
省
）の
助
成
が
付
く
の
な
ら
、

こ
ち
ら
に
主
軸
を
置
く
の
が
本
筋

と
思
う
。
自
然
生
態
系
保
持
の
た

め
に
ぜ
ひ
行
政
に
や
っ
て
ほ
し
い

政
策
で
あ
る
。
高
く
買
っ
て
安
く

売
る
庶
民
が
う
れ
し
が
る
政
策
で

あ
る
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
が
一
つ
。

わ
が
街
、
飯
田
市
は
「
環
境
文
化

都
市
宣
言
」
を
し
、
さ
ら
に
２
０

０
９
年
（
平
２１
）
に
国
の
政
策
で

あ
る
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
選

ば
れ
て
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
か
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

対
策
な
ど
、
先
駆
的
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
に
、
か
た
や
“
焼
肉
日
本
一

の
街
”
を
掲
げ
、
人
口
当
た
り
の

焼
肉
店
日
本
一
を
後
押
し
し
て
い

る
。
畜
産
牛
・
豚
・
鶏
…
特
に
牛

は
“
メ
チ
ャ
カ
ー
ボ
ン
”
の
極
致

で
あ
る
。
何
と
も
こ
の
矛
盾
？
？

市
の
掲
げ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
み
ん
な
で
目
指

そ
う
、
環
境
プ
ラ
ン
６
つ
の
ゴ
ー

ル
」
絵
に
か
い
た
モ
チ
で
あ
る
。

100

ゼロカーボンとメチャカーボンゼロカーボン山肉ジンギス２種、南信濃和田
にある肉の鈴木屋の看板商品。ジビエ生肉も
販売する。ジンギスはラムなど通常肉も含め
31 品目ある。

青崩峠よりの遠山郷。「峠の旅」パンフ
レットより（平 14）

　今年に入って数カ月たつが、
しばらくぶりに全国各地の降
雪量が増えたと思う。関東甲
信越でも昔ながらの豪雪地帯
が、それなりに復活？　して
いる。私たちが子供のころの

“日本の冬”が蘇った。大袈裟
かもしれないが、コロナ禍で
もウイルスが次々と変体、新
しいオミクロンも発生し、所
によっては感染能力が強まっ
て第○波の頂点などと、地球
上どこもかしこも、いつまで
たっても収束に届かない。イ
ンフルエンザ級の致死率で、
もうそろそろと思うが、経済
活動がその分停滞して、CO ₂
削減に役立っていると思えば、
温暖化の勢いもコロナに影響
されたのかとそんな副作用は
大歓迎？である。

文中表現のヒトはノーカーボン時代の人のこと。

年
（
昭
４７
）、
最
奥
の
集
落
へ
道
が

完
成
し
た
の
が
、１
９
８
５
年
（
昭

６０
）
で
あ
る
。
遠
山
郷
の
山
住
の

集
落
は
明
治
に
な
っ
て
百
年
、
昭

和
４０
年
代
に
な
っ
て
も
歩
く
だ
け

が
唯
一
の
移
動
手
段
で
あ
っ
た
。

す
べ
て
“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
”
森
と

共
生
し
歩
い
て
生
活
し
た
最
後
の

日
本
人
と
い
わ
れ
る
。

だ
か
ら
遠
山
郷
の
肉
屋
は
基
本

山
肉
で
“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
”
で
あ

る
。
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
が

そ
の
代
表
で
あ
る
。
だ
が
、
今
や

狩
猟
は
食
物
の
調
達
で
は
な
く
、

人
の
生
活
を
脅
か
す
野
生
動
物
の

食
害
を
無
く
す
た
め
の
駆
除
が
目

的
で
あ
る
。
都
道
府
県
に
よ
る
捕
獲

を
国
が
支
援
す
る
な
ど
、
捕
獲
強
化

の
た
め
の
法
整
備
が
さ
れ
、
補
助
金

も
出
る
。
シ
カ
の
捕
獲
数
は
こ
の
と

こ
ろ
、
年
間
で
約
５０
万
頭
と
い
わ
れ

る
が
、
自
然
増
加
を
考
え
る
と
適
正

と
考
え
ら
れ
る
１
０
０
万
頭
？

ま

で
減
ら
す
に
は
、
抜
本
的
な
対
策
が

要
る
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
現
在
、
推
定

２
０
０
万
頭
と
い
わ
れ
、
自
然
生
態

系
へ
の
影
響
に
は
恐
ろ
し
い
数
で
あ

る
。
温
暖
化
は
野
生
動
物
の
適
正
数

を
狂
わ
す
大
敵
で
あ
り
、
雪
は
オ
オ

カ
ミ
の
代
わ
り
の
救
世
主
と
い
え
る

の
だ
。
子
ジ
カ
等
越
冬
で
き
な
い
降

雪
で
個
体
数
を
抑
制
で
き
る
環
境
に
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戻
す
必
要
が
あ
る
。
ハ
ン
タ
ー
の

数
も
増
す
必
要
が
あ
る
が
、
近
年
、

免
許
保
有
者
が
狩
猟
者
登
録
を
し

な
い
資
格
マ
ニ
ア
が
増
え
、
実
際

に
フ
ィ
ー
ル
ド
に
で
て
狩
り
を
行

う
人
は
減
っ
て
い
る
。
経
験
が
必

要
な
有
害
駆
除
な
ど
に
使
え
る
人

材
は
ハ
ン
タ
ー
の
高
齢
化
で
減
る

一
方
、
さ
ら
に
高
齢
で
免
許
返
納

者
が
続
出
と
い
う
状
況
で
は
、
ギ

ブ
ア
ッ
プ
以
外
に
な
い
。

環
境
省
も
こ
の
事
態
を
重
ん
じ

て
、
国
立
公
園
内
で
の
シ
カ
の
捕

獲
に
、
直
接
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
携
わ

る
試
み
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
が
、

お
門
違
い
を
承
知
で
、
こ
ん
な
こ

と
は
で
き
な
い
か
？

抜
本
的
対
策
と
し

て
、
考
え
て
み
た
。

“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

肉
”
を
食
べ
る
運
動

を
す
る
こ
と
。

“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

肉
”
を
５
割
以
上
販

売
す
る
店
に
補
助
金

を
出
す
。

完
全
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

狩
猟
お
よ
び
木
の
実
や
球
根
等
の

採
取
に
頼
る
生
活
で
あ
る
。
そ
の

後
の
土
器
の
発
明
に
よ
り
、
熱
分

解
に
よ
っ
て
発
生
す
る
ス
ー
プ
の

旨
味
を
ヒ
ト
は
初
め
て
知
る
。
さ

ら
に
豊
富
な
ド
ン
グ
リ
類
で
“
パ

ン
”
や
“
だ
ん
ご
”
味
噌
に
近
い

調
味
料
も
作
る
。
そ
れ
ま
で
、
汁

と
は
無
縁
の
食
生
活
で
あ
っ
た
ヒ

ト
は
、
焼
く
料
理
一
辺
倒
か
ら
脱

却
す
る
。

当
時
日
本
の
土
器
は
世
界
最
先

端
を
行
く
底
の
と
が
っ
た
器
で
、

焚
火
の
中
に
さ
す
こ
と
が
で
き
た
。

イ
モ
類
が
渡
来
し
、
シ
ソ
や
ゴ
ボ

ウ
、
緑
豆
等
の
縄
文
野
菜
の
栽
培

も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
３
０
０
０
年

前
頃
に
大
陸
か
ら
コ
メ
、
さ
ら
に

今
回
の
タ
イ
ト
ル
は
、
少
し
説

明
が
要
る
。
今
、
私
の
住
ん
で
い

る
遠
山
郷
は
、
南
信
に
あ
る
飯
田

市
の
南
東
約
５０
㎞
の
、
南
ア
ル
プ

ス
は
聖
岳
と
光
岳
の
山
麓
、
我
が

国
で
一
番
長
い
中
央
構
造
線
の
谷

に
あ
る
。
人
口
密
度
は
５
人
／
㎢

ほ
ど
。
こ
の
谷
に
住
み
着
い
た
最

初
の
ヒ
ト
は
、
紀
元
前
８
０
０
０

年
縄
文
（
新
石
器
）
時
代
初
期
と

さ
れ
、
縄
文
土
器
の
出
た
遺
跡
が

散
見
さ
れ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
日
本
列
島
は
、
長

い
氷
河
期
が
終
息
し
、
対
馬
暖
流

が
日
本
海
に
流
れ
込
み
、
陸
続
き

だ
っ
た
大
陸
と
離
れ
、
島
国
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
先
祖
た
ち
は
暖

か
い
山
の
南
斜
面
の
山
住
み
で
、

大
豆
が
渡
来
し
、
コ
メ
に
よ
っ
て

カ
ロ
リ
ー
を
、
大
豆
に
よ
っ
て
タ

ン
パ
ク
質
を
と
、
そ
の
後
の
我
民

族
の
基
本
食
が
、
こ
こ
に
結
び
付

く
。時

代
は
一
気
に
下
っ
て
、
遠
山

谷
へ
の
定
住
化
が
進
む
の
は
１
０

０
０
年
頃
、
集
落
の
原
型
が
で
き

て
、
１
１
８
６
年
（
文
治
２
）
頃

に
は
鎌
倉
地
頭
北
条
時
政
の
荘
園

と
な
り
、
１
２
１
４
年
（
建
保
２
）

に
鎌
倉
幕
府
の
料
所
に
な
っ
て
い

る
。
歴
史
は
更
に
下
っ
て
江
戸
時

代
ま
で
、
ヒ
ト
は
動
物
と
同
じ
よ

う
に
大
自
然
か
ら
の
恵
み
で
多
く

を
ま
か
な
い
、
水
災
害
、
地
震
、

天
変
地
異
は
あ
っ
て
も
自
然
を
い

つ
く
し
み
、
神
と
崇
め
て
自
ら
の

命
を
繋
い
で
き
た
。
食
べ
物
は
す

べ
て
“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
”
の
ス
ロ
ー

フ
ー
ズ
を
現
代
ま
で
、
作
り
続
け

て
き
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
わ
け
は
、
遠
山
郷
山
住
の

イ
ン
フ
ラ
。
電
気
が
引
か
れ
簡
易

水
道
が
完
成
し
た
の
が
、
１
９
５

６
年
（
昭
３１
）、
危
う
い
山
肌
に
細

い
車
道
が
で
き
た
の
が
１
９
７
２

ン
と
言
え
な
い
電
気
自
動
車
に
国

（
経
産
省
）の
助
成
が
付
く
の
な
ら
、

こ
ち
ら
に
主
軸
を
置
く
の
が
本
筋

と
思
う
。
自
然
生
態
系
保
持
の
た

め
に
ぜ
ひ
行
政
に
や
っ
て
ほ
し
い

政
策
で
あ
る
。
高
く
買
っ
て
安
く

売
る
庶
民
が
う
れ
し
が
る
政
策
で

あ
る
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
が
一
つ
。

わ
が
街
、
飯
田
市
は
「
環
境
文
化

都
市
宣
言
」
を
し
、
さ
ら
に
２
０

０
９
年
（
平
２１
）
に
国
の
政
策
で

あ
る
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
選

ば
れ
て
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
か
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

対
策
な
ど
、
先
駆
的
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
に
、
か
た
や
“
焼
肉
日
本
一

の
街
”
を
掲
げ
、
人
口
当
た
り
の

焼
肉
店
日
本
一
を
後
押
し
し
て
い

る
。
畜
産
牛
・
豚
・
鶏
…
特
に
牛

は
“
メ
チ
ャ
カ
ー
ボ
ン
”
の
極
致

で
あ
る
。
何
と
も
こ
の
矛
盾
？
？

市
の
掲
げ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
み
ん
な
で
目
指

そ
う
、
環
境
プ
ラ
ン
６
つ
の
ゴ
ー

ル
」
絵
に
か
い
た
モ
チ
で
あ
る
。

100

ゼロカーボンとメチャカーボンゼロカーボン山肉ジンギス２種、南信濃和田
にある肉の鈴木屋の看板商品。ジビエ生肉も
販売する。ジンギスはラムなど通常肉も含め
31 品目ある。

青崩峠よりの遠山郷。「峠の旅」パンフ
レットより（平 14）

　今年に入って数カ月たつが、
しばらくぶりに全国各地の降
雪量が増えたと思う。関東甲
信越でも昔ながらの豪雪地帯
が、それなりに復活？　して
いる。私たちが子供のころの

“日本の冬”が蘇った。大袈裟
かもしれないが、コロナ禍で
もウイルスが次々と変体、新
しいオミクロンも発生し、所
によっては感染能力が強まっ
て第○波の頂点などと、地球
上どこもかしこも、いつまで
たっても収束に届かない。イ
ンフルエンザ級の致死率で、
もうそろそろと思うが、経済
活動がその分停滞して、CO ₂
削減に役立っていると思えば、
温暖化の勢いもコロナに影響
されたのかとそんな副作用は
大歓迎？である。

文中表現のヒトはノーカーボン時代の人のこと。

年
（
昭
４７
）、
最
奥
の
集
落
へ
道
が

完
成
し
た
の
が
、１
９
８
５
年
（
昭

６０
）
で
あ
る
。
遠
山
郷
の
山
住
の

集
落
は
明
治
に
な
っ
て
百
年
、
昭

和
４０
年
代
に
な
っ
て
も
歩
く
だ
け

が
唯
一
の
移
動
手
段
で
あ
っ
た
。

す
べ
て
“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
”
森
と

共
生
し
歩
い
て
生
活
し
た
最
後
の

日
本
人
と
い
わ
れ
る
。

だ
か
ら
遠
山
郷
の
肉
屋
は
基
本

山
肉
で
“
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
”
で
あ

る
。
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
が

そ
の
代
表
で
あ
る
。
だ
が
、
今
や

狩
猟
は
食
物
の
調
達
で
は
な
く
、

人
の
生
活
を
脅
か
す
野
生
動
物
の

食
害
を
無
く
す
た
め
の
駆
除
が
目

的
で
あ
る
。
都
道
府
県
に
よ
る
捕
獲

を
国
が
支
援
す
る
な
ど
、
捕
獲
強
化

の
た
め
の
法
整
備
が
さ
れ
、
補
助
金

も
出
る
。
シ
カ
の
捕
獲
数
は
こ
の
と

こ
ろ
、
年
間
で
約
５０
万
頭
と
い
わ
れ

る
が
、
自
然
増
加
を
考
え
る
と
適
正

と
考
え
ら
れ
る
１
０
０
万
頭
？

ま

で
減
ら
す
に
は
、
抜
本
的
な
対
策
が

要
る
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
現
在
、
推
定

２
０
０
万
頭
と
い
わ
れ
、
自
然
生
態

系
へ
の
影
響
に
は
恐
ろ
し
い
数
で
あ

る
。
温
暖
化
は
野
生
動
物
の
適
正
数

を
狂
わ
す
大
敵
で
あ
り
、
雪
は
オ
オ

カ
ミ
の
代
わ
り
の
救
世
主
と
い
え
る

の
だ
。
子
ジ
カ
等
越
冬
で
き
な
い
降

雪
で
個
体
数
を
抑
制
で
き
る
環
境
に
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と
、
湿
度
と
日
射
が
重
要
だ
。
気
温
が

高
い
と
体
温
を
逃
が
し
に
く
く
な
る
の

で
汗
が
蒸
発
す
る
こ
と
で
体
を
冷
や
す

が
、
湿
度
が
高
い
と
汗
が
蒸
発
し
に
く

く
体
温
が
上
が
り
や
す
い
。
ま
た
、
日

射
は
人
体
に
当
た
る
と
熱
に
か
わ
り
体

温
を
上
げ
る
。

湿
球
黒
球
温
度
と
は
？

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
体
感
に
近
い

“
温
度
”
の
指
標
と
し
て
湿
球
黒
球
温

度
が
提
唱
さ
れ
、
熱
中
症
予
防
に
も
使

わ
れ
て
い
る
。
計
算
式
は

湿
球
黒
球
温
度
＝
乾
球
温
度
×
０
・

１
＋
湿
球
温
度
×
０
・
７
＋
黒
球
温
度

×
０
・
２
だ
。

乾
球
温
度
は
通
常
の
気
温
、
湿
球
温

度
は
水
で
濡
れ
た
ガ
ー
ゼ
を
温
度
計
に

巻
い
て
測
っ
た
温
度
で
湿
度
が
低
い
ほ

ど
温
度
が
下
が
る
、
黒
球
温
度
は
黒
い

銅
の
球
の
中
に
温
度
計
を
入
れ
て
測
っ

た
温
度
で
日
射
の
影
響
が
加
味
さ
れ
て

い
る
。
計
算
式
を
み
る
と
湿
球
温
度
、

次
い
で
黒
球
温
度
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高

く
、
湿
度
と
日
射
の
影
響
が
重
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
４
が
湿
度

と
湿
球
温
度
の
関
係
だ
。
例
え
ば
湿
度

開
聞
岳
９
２
２
ｍ
で

熱
中
症
を
体
験
！

今
月
は
気
象
条
件
と
登
山
者
の
健
康

を
考
え
て
み
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く

気
象
条
件
は
登
山
の
安
全
や
快
適
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
が
、
健
康
と
い
う
観

点
で
み
れ
ば
気
温
が
最
も
重
要
だ
ろ

う
。
気
温
が
高
く
体
温
が
上
が
り
過
ぎ

う
ま
く
調
節
で
き
な
け
れ
ば
熱
中
症
、

逆
に
体
温
が
下
が
り
過
ぎ
る
と
低
体
温

症
で
、
場
合
に
よ
れ
ば
生
命
に
も
関
わ

る
こ
と
に
な
る
。

天気と熱中症・低体温症

り
に
下
か
ら
冷
た
い
空

気
が
入
る
の
で
体
に
接

す
る
空
気
が
暖
ま
り
過

ぎ
る
こ
と
も
な
い
。
実

際
に
は
私
た
ち
は
気
温

に
応
じ
て
衣
服
を
着
て

体
に
接
す
る
空
気
の
量

や
流
れ
を
調
節
し
て
い

る
わ
け
だ
。

こ
こ
に
風
が
吹
い
た

と
す
る
。
す
る
と
風
に

よ
っ
て
体
に
接
し
た
空

気
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
剥
ぎ
取
ら
れ
る
た

め
、
外
側
の
冷
た
い
空
気
が
直
接
体
に

接
す
る
よ
う
に
な
り
体
を
冷
や
す
。
こ

れ
が
風
冷
効
果
だ
が
、
①
風
が
強
い
ほ

ど
体
に
接
し
た
暖
か
い
空
気
が
取
り
去

ら
れ
や
す
い
、
②
気
温
が
低
い
ほ
ど
体

を
冷
や
す
効
果
が
大
き
い
、
と
い
う
こ

と
で
同
じ
風
速
で
も
気
温
が
低
い
ほ
ど

風
冷
効
果
が
大
き
い
。
そ
の
関
係
を
図

３
の
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
が
、
弱
い
風

で
も
気
温
が
低
い
ほ
ど
体
温
が
多
く
失

わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
夏

山
の
風
は
快
い
が
、
秋
や
冬
、
夏
で
も

日
差
し
が
無
く
気
温
が
低
い
時
は
弱
風

で
も
寒
い
と
い
う
こ
と
だ
。

気
温
が
高
い
時
は
ど
う
か
と
い
う

実
は
、
私
は
山
行
中
、
熱
中
症
で
倒

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
７
月
の
梅
雨
明
け

直
後
の
鹿
児
島
県
開
聞
岳
で
の
こ
と

だ
。
鹿
児
島
駅
か
ら
夜
の
枕
崎
行
の
列

車
で
開
聞
駅
に
着
き
そ
の
ま
ま
仮
眠
し

て
翌
朝
登
っ
た
。
開
聞
岳
は
百
名
山
に

も
入
っ
て
い
る
の
で
地
元
以
外
で
も

登
っ
た
方
は
多
い
と
思
う
が
、
登
山
道

は
石
が
ご
ろ
ご
ろ
で
歩
き
に
く
く
斜
度

も
あ
り
意
外
と
き
つ
い
。
さ
ら
に
そ
の

日
は
汗
の
乾
く
感
覚
が
な
い
ほ
ど
蒸
し

暑
く
、
九
合
目
付
近
で
立
ち
く
ら
み
が

し
て
急
に
視
界
が
暗
く
な
っ
て
意
識
を

失
っ
た
。
数
分
後
に
意
識
が
戻
り
自
力

下
山
し
て
事
な
き
を
得
た
の
だ
が
、
熱

中
症
の
症
状
は
ま
さ
に
急
に
起
き
る
危

険
な
も
の
だ
と
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。

体
温
調
節
の
仕
組
み
と
は

先
ほ
ど
「
気
温
が
最
も
重
要
」
と
書

い
た
が
、
実
は
人
間
の
体
温
に
影
響
を

及
ぼ
す
気
象
要
因
は
気
温
だ
け
で
な

く
、
風
、
日
射
、
湿
度
も
重
要
だ
。
図

２
に
人
間
の
体
温
調
節
の
仕
組
み
を
概

念
図
に
し
て
み
た
が
、
体
温
で
体
に
接

す
る
空
気
が
暖
め
ら
れ
、
そ
れ
が
そ
の

外
側
の
空
気
か
ら
体
温
を
守
る
働
き
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
体
は
常
に
発
熱

し
て
い
る
の
で
適
度
に
熱
を
逃
が
す
必

要
も
あ
る
が
、
体
温
で
温
め
ら
れ
た
空

気
は
対
流
で
頭
部
か
ら
上
昇
し
、
代
わ

第 25 回
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図 1：筆者が開聞岳で熱中症になった時の天気
図（2005 年 7 月 17 日） 
九州南部は15日に梅雨明け。太平洋高気圧が強まっ
てきて 16 日に四国、17 日に九州北部が梅雨明け
となった。

図 2：人体の体温調節の仕組み
体の周囲の空気が体温を守っている（左）。風が吹
くとその空気が取り払われる（右）。

図 4： 湿球温度
湿度温度は濡れたガーゼを巻いて測った温度で、汗
をかいた時の体に似た条件だ。
湿度が低いほど湿球温度は低く、つまり体感温度
も低くなっている。

図 3：風速、気温と風による冷却効果の関係
気温が低いほど、風冷効果が大きくなる。
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７０
％
の
と
き
湿
球
温
度
は
乾
球
温
度
か

ら
３
・
５
〜
５
℃
程
度
も
低
く
な
っ
て

い
る
。
黒
球
温
度
に
つ
い
て
は
、
夏
の

晴
れ
た
昼
間
で
あ
れ
ば
乾
球
温
度
よ
り

約
１３
〜
１８
℃
程
度
高
く
な
る
。
湿
度
と

日
射
の
影
響
は
大
き
い
。

熱
中
症
予
防
で
は
「
黒
球
湿
球
温
度

が
２１
以
上
で
死
亡
事
故
の
可
能
性
が
あ

り
注
意
、
２５
以
上
で
警
戒
、
２８
以
上
で

厳
重
警
戒
、
３１
以
上
で
運
動
は
原
則
中

止
」
で
あ
る
が
、
私
が
開
聞
岳
で
倒
れ

た
時
の
黒
球
湿
球
温
度
を
当
時
の
周
辺

の
気
象
観
測
デ
ー
タ
か
ら
推
定
し
て
み

た
。
湿
度
は
鹿
児
島
の
高
層
観
測
デ
ー

タ
は
９６
％
で
、
な
る
ほ
ど
蒸
し
暑
か
っ

た
わ
け
だ
。
気
温
は
枕
崎
ア
メ
ダ
ス
の

気
温
と
標
高
か
ら
２４
〜
２５
℃
と
推
定
。

こ
れ
ら
な
ど
か
ら
黒
球
湿
球
温
度
は
２５

〜
２６
程
度
だ
っ
た
推
測
さ
れ
る
。
指
針

で
は
「
警
戒
」
レ
ベ
ル
だ
が
、
実
は
開

聞
駅
は
蚊
が
多
く
夜
通
し
明
る
く
あ
ま

り
眠
れ
な
か
っ
た
た
め
体
調
が
良
く
な

か
っ
た
。
体
調
が
良
く
な
い
と
き
は
指

数
が
比
較
的
低
め
で
も
危
な
い
と
い
う

こ
と
を
体
験
か
ら
お
伝
え
し
た
い
。
湿

球
黒
球
温
度
の
詳
し
い
情
報
は
環
境
省

熱
中
症
情
報
サ
イ
ト
（
注
１
）
な
ど
を

参
照
し
て
ほ
し
い
。

注 1：環境省熱中症情報サイト
https://www.wbgt.env.go.jp/doc_observation.php
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と
、
湿
度
と
日
射
が
重
要
だ
。
気
温
が

高
い
と
体
温
を
逃
が
し
に
く
く
な
る
の

で
汗
が
蒸
発
す
る
こ
と
で
体
を
冷
や
す

が
、
湿
度
が
高
い
と
汗
が
蒸
発
し
に
く

く
体
温
が
上
が
り
や
す
い
。
ま
た
、
日

射
は
人
体
に
当
た
る
と
熱
に
か
わ
り
体

温
を
上
げ
る
。

湿
球
黒
球
温
度
と
は
？

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
体
感
に
近
い

“
温
度
”
の
指
標
と
し
て
湿
球
黒
球
温

度
が
提
唱
さ
れ
、
熱
中
症
予
防
に
も
使

わ
れ
て
い
る
。
計
算
式
は

湿
球
黒
球
温
度
＝
乾
球
温
度
×
０
・

１
＋
湿
球
温
度
×
０
・
７
＋
黒
球
温
度

×
０
・
２
だ
。

乾
球
温
度
は
通
常
の
気
温
、
湿
球
温

度
は
水
で
濡
れ
た
ガ
ー
ゼ
を
温
度
計
に

巻
い
て
測
っ
た
温
度
で
湿
度
が
低
い
ほ

ど
温
度
が
下
が
る
、
黒
球
温
度
は
黒
い

銅
の
球
の
中
に
温
度
計
を
入
れ
て
測
っ

た
温
度
で
日
射
の
影
響
が
加
味
さ
れ
て

い
る
。
計
算
式
を
み
る
と
湿
球
温
度
、

次
い
で
黒
球
温
度
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高

く
、
湿
度
と
日
射
の
影
響
が
重
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
４
が
湿
度

と
湿
球
温
度
の
関
係
だ
。
例
え
ば
湿
度

開
聞
岳
９
２
２
ｍ
で

熱
中
症
を
体
験
！

今
月
は
気
象
条
件
と
登
山
者
の
健
康

を
考
え
て
み
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く

気
象
条
件
は
登
山
の
安
全
や
快
適
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
が
、
健
康
と
い
う
観

点
で
み
れ
ば
気
温
が
最
も
重
要
だ
ろ

う
。
気
温
が
高
く
体
温
が
上
が
り
過
ぎ

う
ま
く
調
節
で
き
な
け
れ
ば
熱
中
症
、

逆
に
体
温
が
下
が
り
過
ぎ
る
と
低
体
温

症
で
、
場
合
に
よ
れ
ば
生
命
に
も
関
わ

る
こ
と
に
な
る
。

天気と熱中症・低体温症

り
に
下
か
ら
冷
た
い
空

気
が
入
る
の
で
体
に
接

す
る
空
気
が
暖
ま
り
過

ぎ
る
こ
と
も
な
い
。
実

際
に
は
私
た
ち
は
気
温

に
応
じ
て
衣
服
を
着
て

体
に
接
す
る
空
気
の
量

や
流
れ
を
調
節
し
て
い

る
わ
け
だ
。

こ
こ
に
風
が
吹
い
た

と
す
る
。
す
る
と
風
に

よ
っ
て
体
に
接
し
た
空

気
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
剥
ぎ
取
ら
れ
る
た

め
、
外
側
の
冷
た
い
空
気
が
直
接
体
に

接
す
る
よ
う
に
な
り
体
を
冷
や
す
。
こ

れ
が
風
冷
効
果
だ
が
、
①
風
が
強
い
ほ

ど
体
に
接
し
た
暖
か
い
空
気
が
取
り
去

ら
れ
や
す
い
、
②
気
温
が
低
い
ほ
ど
体

を
冷
や
す
効
果
が
大
き
い
、
と
い
う
こ

と
で
同
じ
風
速
で
も
気
温
が
低
い
ほ
ど

風
冷
効
果
が
大
き
い
。
そ
の
関
係
を
図

３
の
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
が
、
弱
い
風

で
も
気
温
が
低
い
ほ
ど
体
温
が
多
く
失

わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
夏

山
の
風
は
快
い
が
、
秋
や
冬
、
夏
で
も

日
差
し
が
無
く
気
温
が
低
い
時
は
弱
風

で
も
寒
い
と
い
う
こ
と
だ
。

気
温
が
高
い
時
は
ど
う
か
と
い
う

実
は
、
私
は
山
行
中
、
熱
中
症
で
倒

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
７
月
の
梅
雨
明
け

直
後
の
鹿
児
島
県
開
聞
岳
で
の
こ
と

だ
。
鹿
児
島
駅
か
ら
夜
の
枕
崎
行
の
列

車
で
開
聞
駅
に
着
き
そ
の
ま
ま
仮
眠
し

て
翌
朝
登
っ
た
。
開
聞
岳
は
百
名
山
に

も
入
っ
て
い
る
の
で
地
元
以
外
で
も

登
っ
た
方
は
多
い
と
思
う
が
、
登
山
道

は
石
が
ご
ろ
ご
ろ
で
歩
き
に
く
く
斜
度

も
あ
り
意
外
と
き
つ
い
。
さ
ら
に
そ
の

日
は
汗
の
乾
く
感
覚
が
な
い
ほ
ど
蒸
し

暑
く
、
九
合
目
付
近
で
立
ち
く
ら
み
が

し
て
急
に
視
界
が
暗
く
な
っ
て
意
識
を

失
っ
た
。
数
分
後
に
意
識
が
戻
り
自
力

下
山
し
て
事
な
き
を
得
た
の
だ
が
、
熱

中
症
の
症
状
は
ま
さ
に
急
に
起
き
る
危

険
な
も
の
だ
と
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。

体
温
調
節
の
仕
組
み
と
は

先
ほ
ど
「
気
温
が
最
も
重
要
」
と
書

い
た
が
、
実
は
人
間
の
体
温
に
影
響
を

及
ぼ
す
気
象
要
因
は
気
温
だ
け
で
な

く
、
風
、
日
射
、
湿
度
も
重
要
だ
。
図

２
に
人
間
の
体
温
調
節
の
仕
組
み
を
概

念
図
に
し
て
み
た
が
、
体
温
で
体
に
接

す
る
空
気
が
暖
め
ら
れ
、
そ
れ
が
そ
の

外
側
の
空
気
か
ら
体
温
を
守
る
働
き
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
体
は
常
に
発
熱

し
て
い
る
の
で
適
度
に
熱
を
逃
が
す
必

要
も
あ
る
が
、
体
温
で
温
め
ら
れ
た
空

気
は
対
流
で
頭
部
か
ら
上
昇
し
、
代
わ
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図 1：筆者が開聞岳で熱中症になった時の天気
図（2005 年 7 月 17 日）
九州南部は15日に梅雨明け。太平洋高気圧が強まっ
てきて 16 日に四国、17 日に九州北部が梅雨明け
となった。

図 2：人体の体温調節の仕組み
体の周囲の空気が体温を守っている（左）。風が吹
くとその空気が取り払われる（右）。

図 4： 湿球温度
湿度温度は濡れたガーゼを巻いて測った温度で、汗
をかいた時の体に似た条件だ。
湿度が低いほど湿球温度は低く、つまり体感温度
も低くなっている。

図 3：風速、気温と風による冷却効果の関係
気温が低いほど、風冷効果が大きくなる。
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７０
％
の
と
き
湿
球
温
度
は
乾
球
温
度
か

ら
３
・
５
〜
５
℃
程
度
も
低
く
な
っ
て

い
る
。
黒
球
温
度
に
つ
い
て
は
、
夏
の

晴
れ
た
昼
間
で
あ
れ
ば
乾
球
温
度
よ
り

約
１３
〜
１８
℃
程
度
高
く
な
る
。
湿
度
と

日
射
の
影
響
は
大
き
い
。

熱
中
症
予
防
で
は
「
黒
球
湿
球
温
度

が
２１
以
上
で
死
亡
事
故
の
可
能
性
が
あ

り
注
意
、
２５
以
上
で
警
戒
、
２８
以
上
で

厳
重
警
戒
、
３１
以
上
で
運
動
は
原
則
中

止
」
で
あ
る
が
、
私
が
開
聞
岳
で
倒
れ

た
時
の
黒
球
湿
球
温
度
を
当
時
の
周
辺

の
気
象
観
測
デ
ー
タ
か
ら
推
定
し
て
み

た
。
湿
度
は
鹿
児
島
の
高
層
観
測
デ
ー

タ
は
９６
％
で
、
な
る
ほ
ど
蒸
し
暑
か
っ

た
わ
け
だ
。
気
温
は
枕
崎
ア
メ
ダ
ス
の

気
温
と
標
高
か
ら
２４
〜
２５
℃
と
推
定
。

こ
れ
ら
な
ど
か
ら
黒
球
湿
球
温
度
は
２５

〜
２６
程
度
だ
っ
た
推
測
さ
れ
る
。
指
針

で
は
「
警
戒
」
レ
ベ
ル
だ
が
、
実
は
開

聞
駅
は
蚊
が
多
く
夜
通
し
明
る
く
あ
ま

り
眠
れ
な
か
っ
た
た
め
体
調
が
良
く
な

か
っ
た
。
体
調
が
良
く
な
い
と
き
は
指

数
が
比
較
的
低
め
で
も
危
な
い
と
い
う

こ
と
を
体
験
か
ら
お
伝
え
し
た
い
。
湿

球
黒
球
温
度
の
詳
し
い
情
報
は
環
境
省

熱
中
症
情
報
サ
イ
ト
（
注
１
）
な
ど
を

参
照
し
て
ほ
し
い
。

注 1：環境省熱中症情報サイト
https://www.wbgt.env.go.jp/doc_observation.php
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疋
田
吉
継
・
中
川
和
道
大
阪
府
勤
労
者
山
岳
連
盟
教
育
遭
対
部

目
上
の
相
手
で
も
、

お
互
い
に
証
拠
で
確
認

技
術
検
討
会
・
体
験
会
の
ま
と
め
文
書

で
Ａ
教
育
遭
対
部
長
は
、ピ
ッ
ト
・
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
氏
の
「
技
術
の
過
度
の
統
一
は
不

利
益
を
生
む
こ
と
が
あ
る
」
と
の
言
葉
を

引
用
し
、「
そ
れ
と
同
じ
く
懸
垂
技
術
も
、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
統
一
さ
れ
な
い
だ
ろ

う
。
統
一
が
も
た
ら
す
弊
害
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
た
。
そ
の

う
え
で
、「
万
全
で
な
い
が
、
仮
の
安
全

対
策
」
と
し
て
、
以
下
の
３
つ
を
提
案
し

全
の
確
認
を
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
の
周
知
徹
底
の
た
め

に
、
実
技
開
始
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
毎
回
、コ
ー
チ
、ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー

チ
、
ス
タ
ッ
フ
、
受
講
生
の
参
加
者
全
員

に
パ
ー
テ
ィ
ー
内
で
の
再
確
認
を
注
意
喚

起
い
た
し
ま
す
。

受
講
生
に
対
し
て
は
、
中
級
登
山
学
校

入
校
時
に
お
け
る
注
意
事
項
と
し
て
書
面

と
口
頭
で
説
明
す
る
こ
と
、
座
学
に
お
け

る
懸
垂
シ
ス
テ
ム
の
説
明
の
理
解
度
の
確

認
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
加

え
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
運
営
で
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
実
施

状
況
や
効
果
等
を
確
認
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
の
対
応
策
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
尚
、
２
０
１
９
年
１０
月
の

常
任
理
事
会
で
は
下
記
の
点
の
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
で
あ
る

こ
と
。コ
ー
チ
の
注
意
喚
起
は
絶
対
だ
が
、

現
場
で
は
お
互
い
に
指
摘
で
き
る
パ
ー

テ
ィ
ー
を
作
る
こ
と
が
絶
対
で
あ
る
。
そ

れ
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

…
…
な
ど
。
中
級
登
山
学
校
は
こ
れ
ら
の

問
題
点
を
克
服
で
き
る
機
会
と
と
ら
え
、

ス
タ
ッ
フ
会
議
で
討
議
し
意
思
統
一
す
る

こ
と
と
し
、
今
後
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
、
再
発
防
止
を
徹
底

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
て
い

た
。

●
ロ
ー
プ
の
末
端
は
結
ぶ
（
１
本
ず
つ
で

も
２
本
一
緒
で
も
い
い
の
で
結
ぶ
）。

●
目
上
の
相
手
で
も
、
お
互
い
に
証
拠
で

確
認
を
し
よ
う
。
言
葉
で
の
確
認
や
指
差

し
だ
け
で
は
ダ
メ
。
言
葉
で
「
や
り
ま
し

た
」
と
言
う
が
、
見
て
み
た
ら
間
違
っ
て

い
た
と
い
う
話
も
聞
く
。
結
び
目
を
見
な

い
と
信
用
し
な
い
こ
と
。
目
上
だ
か
ら
と

遠
慮
し
た
結
果
、
ミ
ス
を
見
逃
し
、
事
故

や
死
に
至
っ
た
ら
、
自
分
が
あ
の
時
、
遠

慮
し
た
た
め
先
輩
を
事
故
や
死
に
遭
わ
せ

た
と
、
一
生
後
悔
が
続
く
。
こ
れ
は
避
け

よ
う
。

●
各
会
で
講
習
会
を
や
ろ
う
、
身
に
つ
く

ま
で
（
実
際
に
落
ち
る
体
験
を
す
る
こ
と

を
含
め
て
）。

ロ
ー
プ
の
末
端
は
必
ず
結
ぶ
こ
と

２
０
１
４
年
１２
月
の
こ
の
技
術
検
討

会
、
体
験
会
の
後
、
懸
垂
下
降
に
か
か
わ

る
事
故
は
な
く
、
事
故
防
止
策
の
効
果
が

る
。こ

の
対
応
策
に
基
き
、
中
級
登
山
学
校

は
事
故
後
、
毎
回
の
実
技
開
始
前
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
コ
ー
チ
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
、
受
講
生
の
参
加
者

全
員
に
、
口
頭
で
以
下
の
注
意
を
喚
起
し

て
い
る
。

「
実
技
中
に
パ
ー
テ
ィ
ー
全
員
で
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
安
全
確
認
を
確
実
に
実
行
す
る

こ
と
を
、
特
に
懸
垂
下
降
時
に
お
い
て
は

そ
れ
を
徹
底
す
る
。
ま
た
懸
垂
下
降
時
は

必
ず
ロ
ー
プ
の
末
端
を
結
ぶ
こ
と
を
原
則

と
す
る
」
と
、
懸
垂
事
故
を
決
し
て
再
び

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
事
故
再
発
防
止
対

策
の
遵
守
を
徹
底
す
る
こ
と
を
参
加
者
全

員
が
確
認
し
て
い
る
。

懸
垂
下
降
の
技
術
に
結
論
や
正
解
は
な

い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
多
く
の
経
験
者
が
口

を
そ
ろ
え
、
力
を
込
め
て
言
う
の
は
、
以

下
の
言
葉
だ
。

●
ロ
ー
プ
の
末
端
に
は
結
び
目
を
作
る
。

●
お
互
い
に
実
証
拠
で
確
認
を
。
目
上
の

相
手
で
も
、
遠
慮
な
く
間
違
い
を
指
摘
す

る
。

●
身
に
つ
く
ま
で
徹
底
し
た
練
習
を
。

現
状
で
は
、
以
上
の
点
を
守
る
こ
と
が

懸
垂
事
故
防
止
の
最
善
策
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

「
山
の
事
故
を
ゼ
ロ
に
」
で
な
く

「
防
ぎ
得
た
事
故
を
ゼ
ロ
に
」

Ａ
教
育
遭
対
部
長
は
、
今
回
の
事
故
事

例
集
の
冒
頭
部
分
で
強
調
す
る
。「
山
は

都
市
や
職
場
と
違
う
。
都
市
や
職
場
は
も

と
も
と
安
全
を
保
障
す
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
る
。
事
故
防
止
の
目
標
は
『
職
場

の
事
故
を
ゼ
ロ
に
』
で
、
具
体
的
対
策
は

『
修
理
・
改
修
・
駆
除
』
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
山
は
安
全
を
保
障
す
る
よ
う
に
そ

も
そ
も
設
計
さ
れ
て
は
お
ら
ず
（
溝
手
２

０
０
７
年
）、
自
然
落
石
や
ダ
ニ
咬
傷
な

ど
の
事
故
は
ゼ
ロ
に
で
き
な
い
。
つ
ま
り

『
山
の
事
故
を
ゼ
ロ
に
』
と
の
目
標
は
実

現
不
可
能
で
あ
る
。『
防
ぎ
得
た
事
故
を

ゼ
ロ
に
』
を
目
標
に
し
直
す
こ
と
を
提
案

す
る
」
と
。

事
故
を
起
こ
し
た
人
た
ち
を
、
誰
も
責

め
ら
れ
な
い
。
結
果
論
を
い
っ
て
も
始
ま

ら
な
い
。
自
分
も
い
つ
同
じ
よ
う
な
事
故

を
起
こ
す
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
た
事

故
を
他
山
の
石
と
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
だ
ろ
う
。「
自
分
は
危
な
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
自
覚
。
こ
れ
で
絶
対
安
全

と
言
う
の
は
な
い
。人
間
は
ミ
ス
を
す
る
。

ミ
ス
は
根
絶
で
き
な
い
」（
Ａ
教
育
遭
対

部
長
）。

事
故
は
他
人
ご
と
で
は
な
い
。
明
日
は

我
が
身
だ
。

あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
２
０
１
９
年
５

月
２５
日
、
再
び
懸
垂
の
す
っ
ぽ
抜
け
事
故

が
起
こ
っ
た
。

こ
の
日
、
大
阪
労
山
の
中
級
登
山
学
校

の
実
技
が
、
兵
庫
県
の
雪
彦
山
で
行
わ
れ

て
い
た
。午
後
１
時
頃
、受
講
生
と
Ｂ
コ
ー

チ
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
の
３
人
が
登

攀
を
終
え
、
Ｂ
コ
ー
チ
が
、
不
行
岳
の
温

故
知
新
ル
ー
ト
２
ピ
ッ
チ
目
を
懸
垂
下
降

中
に
、
す
っ
ぽ
抜
け
に
よ
り
墜
落
。
岩
場

を
数
メ
ー
ト
ル
落
下
し
、
斜
面
の
立
ち
木

に
衝
突
し
て
停
止
。
右
ひ
ざ
の
剥
離
骨
折

と
な
っ
た
。

Ｂ
コ
ー
チ
は
、
残
置
ス
リ
ン
グ
の
掛

か
っ
た
立
ち
木
を
支
点
と
し
て
、
５０
ｍ

ロ
ー
プ
１
本
使
っ
て
懸
垂
を
開
始
。
こ
の

際
、
末
端
結
び
が
な
く
、
ロ
ー
プ
の
セ
ン

タ
ー
も
出
て
お
ら
ず
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

な
か
っ
た
。
懸
垂
を
始
め
よ
う
と
し
た
時

に
、
受
講
生
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
が

「
チ
ェ
ッ
ク
を
」
と
発
言
し
た
が
、Ｂ
コ
ー

チ
が
「
大
丈
夫
」
と
答
え
た
と
い
う
。
そ

し
て
、
数
メ
ー
ト
ル
下
降
し
た
地
点
で
、

ロ
ー
プ
の
末
端
が
下
降
器
か
ら
抜
け
た
。

中
級
登
山
学
校
で
は
、
原
因
と
し
て
▼

ロ
ー
プ
の
セ
ン
タ
ー
が
出
て
い
な
か
っ
た

▼
ロ
ー
プ
の
末
端
処
理
を
し
て
い
な
か
っ

た
―
―
―
の
２
点
か
ら
、
下
降
器
か
ら

ロ
ー
プ
が
抜
け
た
と
し
て
い
る
。

事
故
後
の
２
０
２
０
年
１１
月
１６
日
に
開

か
れ
た
第
１９
回
事
故
対
策
会
議
で
、
こ
の

事
故
が
議
論
さ
れ
た
。
ロ
ー
プ
の
末
端
を

結
ぶ
こ
と
の
欠
点
が
発
言
さ
れ
た
が
、
末

端
を
結
ば
な
い
懸
垂
も
行
わ
れ
て
お
り
、

コ
ー
チ
の
指
導
の
個
性
ま
で
は
統
一
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

中
級
登
山
学
校
の
Ｃ
校
長
は
、「
中
級

で
は
、
コ
ー
チ
の
指
導
に
自
己
判
断
の
裁

量
を
認
め
て
い
る
。
受
講
生
は
こ
れ
に

よ
っ
て
複
眼
的
視
点
を
養
い
、
自
分
で
考

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
一
助
と
な
っ

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

こ
こ
で
、
会
議
に
参
加
し
て
い
た
Ｐ
Ｐ

会
か
ら
「
１
本
ず
つ
結
ぶ
か
、
２
本
結
ぶ

か
自
由
度
は
あ
る
が
、
結
ば
な
い
懸
垂
は

あ
り
得
な
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
会
議

の
出
席
者
全
員
も
「
末
端
は
必
ず
結
ぶ
」

と
答
え
た
。
こ
れ
を
受
け
て
Ｄ
理
事
長
は

「
大
阪
で
は
、
結
ぶ
こ
と
を
確
認
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

ま
と
め
と
し
て
は
「
指
導
者
の
指
導
の

自
由
度
は
い
い
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ

と
末
端
に
関
し
て
は
、
学
校
の
場
だ
け
で

も
、
必
ず
結
ぶ
と
い
う
方
法
で
統
一
し
た

運
営
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
方
向
性
で
一

致
し
た
。

中
級
登
山
学
校
は
、「
事
故
報
告
・
対

応
方
針
ま
と
め
」
の
中
で
、「
中
級
登
山

学
校
で
は
、
特
に
懸
垂
時
に
お
い
て
は

パ
ー
テ
ィ
ー
全
員
で
シ
ス
テ
ム
及
び
安

ऴճ࠷

　今回が最終回。前回は、相次
ぐ懸垂下降時の事故に対し、各
会での取り組みとともに大阪府
連でも懸垂手順の技術検討会・
体験会を開催するなど、懸垂下
降の事故防止対策に、府連の仲
間が一丸となって取り組む活動
を紹介した。大阪府連・教育遭
対部のＡ部長は「人間はミスを
する。明日は我が身だ」と訴える。

27 26登山時報 2022 年 4月号 登山時報 2022 年 4月号



疋
田
吉
継
・
中
川
和
道
大
阪
府
勤
労
者
山
岳
連
盟
教
育
遭
対
部

目
上
の
相
手
で
も
、

お
互
い
に
証
拠
で
確
認

技
術
検
討
会
・
体
験
会
の
ま
と
め
文
書

で
Ａ
教
育
遭
対
部
長
は
、ピ
ッ
ト
・
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
氏
の
「
技
術
の
過
度
の
統
一
は
不

利
益
を
生
む
こ
と
が
あ
る
」
と
の
言
葉
を

引
用
し
、「
そ
れ
と
同
じ
く
懸
垂
技
術
も
、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
統
一
さ
れ
な
い
だ
ろ

う
。
統
一
が
も
た
ら
す
弊
害
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
た
。
そ
の

う
え
で
、「
万
全
で
な
い
が
、
仮
の
安
全

対
策
」
と
し
て
、
以
下
の
３
つ
を
提
案
し

全
の
確
認
を
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
の
周
知
徹
底
の
た
め

に
、
実
技
開
始
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
毎
回
、コ
ー
チ
、ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー

チ
、
ス
タ
ッ
フ
、
受
講
生
の
参
加
者
全
員

に
パ
ー
テ
ィ
ー
内
で
の
再
確
認
を
注
意
喚

起
い
た
し
ま
す
。

受
講
生
に
対
し
て
は
、
中
級
登
山
学
校

入
校
時
に
お
け
る
注
意
事
項
と
し
て
書
面

と
口
頭
で
説
明
す
る
こ
と
、
座
学
に
お
け

る
懸
垂
シ
ス
テ
ム
の
説
明
の
理
解
度
の
確

認
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
加

え
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
運
営
で
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
実
施

状
況
や
効
果
等
を
確
認
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
の
対
応
策
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
尚
、
２
０
１
９
年
１０
月
の

常
任
理
事
会
で
は
下
記
の
点
の
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
で
あ
る

こ
と
。コ
ー
チ
の
注
意
喚
起
は
絶
対
だ
が
、

現
場
で
は
お
互
い
に
指
摘
で
き
る
パ
ー

テ
ィ
ー
を
作
る
こ
と
が
絶
対
で
あ
る
。
そ

れ
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

…
…
な
ど
。
中
級
登
山
学
校
は
こ
れ
ら
の

問
題
点
を
克
服
で
き
る
機
会
と
と
ら
え
、

ス
タ
ッ
フ
会
議
で
討
議
し
意
思
統
一
す
る

こ
と
と
し
、
今
後
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
、
再
発
防
止
を
徹
底

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
て
い

た
。

●
ロ
ー
プ
の
末
端
は
結
ぶ
（
１
本
ず
つ
で

も
２
本
一
緒
で
も
い
い
の
で
結
ぶ
）。

●
目
上
の
相
手
で
も
、
お
互
い
に
証
拠
で

確
認
を
し
よ
う
。
言
葉
で
の
確
認
や
指
差

し
だ
け
で
は
ダ
メ
。
言
葉
で
「
や
り
ま
し

た
」
と
言
う
が
、
見
て
み
た
ら
間
違
っ
て

い
た
と
い
う
話
も
聞
く
。
結
び
目
を
見
な

い
と
信
用
し
な
い
こ
と
。
目
上
だ
か
ら
と

遠
慮
し
た
結
果
、
ミ
ス
を
見
逃
し
、
事
故

や
死
に
至
っ
た
ら
、
自
分
が
あ
の
時
、
遠

慮
し
た
た
め
先
輩
を
事
故
や
死
に
遭
わ
せ

た
と
、
一
生
後
悔
が
続
く
。
こ
れ
は
避
け

よ
う
。

●
各
会
で
講
習
会
を
や
ろ
う
、
身
に
つ
く

ま
で
（
実
際
に
落
ち
る
体
験
を
す
る
こ
と

を
含
め
て
）。

ロ
ー
プ
の
末
端
は
必
ず
結
ぶ
こ
と

２
０
１
４
年
１２
月
の
こ
の
技
術
検
討

会
、
体
験
会
の
後
、
懸
垂
下
降
に
か
か
わ

る
事
故
は
な
く
、
事
故
防
止
策
の
効
果
が

る
。こ

の
対
応
策
に
基
き
、
中
級
登
山
学
校

は
事
故
後
、
毎
回
の
実
技
開
始
前
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
コ
ー
チ
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
、
受
講
生
の
参
加
者

全
員
に
、
口
頭
で
以
下
の
注
意
を
喚
起
し

て
い
る
。

「
実
技
中
に
パ
ー
テ
ィ
ー
全
員
で
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
安
全
確
認
を
確
実
に
実
行
す
る

こ
と
を
、
特
に
懸
垂
下
降
時
に
お
い
て
は

そ
れ
を
徹
底
す
る
。
ま
た
懸
垂
下
降
時
は

必
ず
ロ
ー
プ
の
末
端
を
結
ぶ
こ
と
を
原
則

と
す
る
」
と
、
懸
垂
事
故
を
決
し
て
再
び

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
事
故
再
発
防
止
対

策
の
遵
守
を
徹
底
す
る
こ
と
を
参
加
者
全

員
が
確
認
し
て
い
る
。

懸
垂
下
降
の
技
術
に
結
論
や
正
解
は
な

い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
多
く
の
経
験
者
が
口

を
そ
ろ
え
、
力
を
込
め
て
言
う
の
は
、
以

下
の
言
葉
だ
。

●
ロ
ー
プ
の
末
端
に
は
結
び
目
を
作
る
。

●
お
互
い
に
実
証
拠
で
確
認
を
。
目
上
の

相
手
で
も
、
遠
慮
な
く
間
違
い
を
指
摘
す

る
。

●
身
に
つ
く
ま
で
徹
底
し
た
練
習
を
。

現
状
で
は
、
以
上
の
点
を
守
る
こ
と
が

懸
垂
事
故
防
止
の
最
善
策
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

「
山
の
事
故
を
ゼ
ロ
に
」
で
な
く

「
防
ぎ
得
た
事
故
を
ゼ
ロ
に
」

Ａ
教
育
遭
対
部
長
は
、
今
回
の
事
故
事

例
集
の
冒
頭
部
分
で
強
調
す
る
。「
山
は

都
市
や
職
場
と
違
う
。
都
市
や
職
場
は
も

と
も
と
安
全
を
保
障
す
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
る
。
事
故
防
止
の
目
標
は
『
職
場

の
事
故
を
ゼ
ロ
に
』
で
、
具
体
的
対
策
は

『
修
理
・
改
修
・
駆
除
』
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
山
は
安
全
を
保
障
す
る
よ
う
に
そ

も
そ
も
設
計
さ
れ
て
は
お
ら
ず
（
溝
手
２

０
０
７
年
）、
自
然
落
石
や
ダ
ニ
咬
傷
な

ど
の
事
故
は
ゼ
ロ
に
で
き
な
い
。
つ
ま
り

『
山
の
事
故
を
ゼ
ロ
に
』
と
の
目
標
は
実

現
不
可
能
で
あ
る
。『
防
ぎ
得
た
事
故
を

ゼ
ロ
に
』
を
目
標
に
し
直
す
こ
と
を
提
案

す
る
」
と
。

事
故
を
起
こ
し
た
人
た
ち
を
、
誰
も
責

め
ら
れ
な
い
。
結
果
論
を
い
っ
て
も
始
ま

ら
な
い
。
自
分
も
い
つ
同
じ
よ
う
な
事
故

を
起
こ
す
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
た
事

故
を
他
山
の
石
と
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
だ
ろ
う
。「
自
分
は
危
な
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
自
覚
。
こ
れ
で
絶
対
安
全

と
言
う
の
は
な
い
。人
間
は
ミ
ス
を
す
る
。

ミ
ス
は
根
絶
で
き
な
い
」（
Ａ
教
育
遭
対

部
長
）。

事
故
は
他
人
ご
と
で
は
な
い
。
明
日
は

我
が
身
だ
。

あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
２
０
１
９
年
５

月
２５
日
、
再
び
懸
垂
の
す
っ
ぽ
抜
け
事
故

が
起
こ
っ
た
。

こ
の
日
、
大
阪
労
山
の
中
級
登
山
学
校

の
実
技
が
、
兵
庫
県
の
雪
彦
山
で
行
わ
れ

て
い
た
。午
後
１
時
頃
、受
講
生
と
Ｂ
コ
ー

チ
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
の
３
人
が
登

攀
を
終
え
、
Ｂ
コ
ー
チ
が
、
不
行
岳
の
温

故
知
新
ル
ー
ト
２
ピ
ッ
チ
目
を
懸
垂
下
降

中
に
、
す
っ
ぽ
抜
け
に
よ
り
墜
落
。
岩
場

を
数
メ
ー
ト
ル
落
下
し
、
斜
面
の
立
ち
木

に
衝
突
し
て
停
止
。
右
ひ
ざ
の
剥
離
骨
折

と
な
っ
た
。

Ｂ
コ
ー
チ
は
、
残
置
ス
リ
ン
グ
の
掛

か
っ
た
立
ち
木
を
支
点
と
し
て
、
５０
ｍ

ロ
ー
プ
１
本
使
っ
て
懸
垂
を
開
始
。
こ
の

際
、
末
端
結
び
が
な
く
、
ロ
ー
プ
の
セ
ン

タ
ー
も
出
て
お
ら
ず
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

な
か
っ
た
。
懸
垂
を
始
め
よ
う
と
し
た
時

に
、
受
講
生
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
が

「
チ
ェ
ッ
ク
を
」
と
発
言
し
た
が
、Ｂ
コ
ー

チ
が
「
大
丈
夫
」
と
答
え
た
と
い
う
。
そ

し
て
、
数
メ
ー
ト
ル
下
降
し
た
地
点
で
、

ロ
ー
プ
の
末
端
が
下
降
器
か
ら
抜
け
た
。

中
級
登
山
学
校
で
は
、
原
因
と
し
て
▼

ロ
ー
プ
の
セ
ン
タ
ー
が
出
て
い
な
か
っ
た

▼
ロ
ー
プ
の
末
端
処
理
を
し
て
い
な
か
っ

た
―
―
―
の
２
点
か
ら
、
下
降
器
か
ら

ロ
ー
プ
が
抜
け
た
と
し
て
い
る
。

事
故
後
の
２
０
２
０
年
１１
月
１６
日
に
開

か
れ
た
第
１９
回
事
故
対
策
会
議
で
、
こ
の

事
故
が
議
論
さ
れ
た
。
ロ
ー
プ
の
末
端
を

結
ぶ
こ
と
の
欠
点
が
発
言
さ
れ
た
が
、
末

端
を
結
ば
な
い
懸
垂
も
行
わ
れ
て
お
り
、

コ
ー
チ
の
指
導
の
個
性
ま
で
は
統
一
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

中
級
登
山
学
校
の
Ｃ
校
長
は
、「
中
級

で
は
、
コ
ー
チ
の
指
導
に
自
己
判
断
の
裁

量
を
認
め
て
い
る
。
受
講
生
は
こ
れ
に

よ
っ
て
複
眼
的
視
点
を
養
い
、
自
分
で
考

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
一
助
と
な
っ

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

こ
こ
で
、
会
議
に
参
加
し
て
い
た
Ｐ
Ｐ

会
か
ら
「
１
本
ず
つ
結
ぶ
か
、
２
本
結
ぶ

か
自
由
度
は
あ
る
が
、
結
ば
な
い
懸
垂
は

あ
り
得
な
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
会
議

の
出
席
者
全
員
も
「
末
端
は
必
ず
結
ぶ
」

と
答
え
た
。
こ
れ
を
受
け
て
Ｄ
理
事
長
は

「
大
阪
で
は
、
結
ぶ
こ
と
を
確
認
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

ま
と
め
と
し
て
は
「
指
導
者
の
指
導
の

自
由
度
は
い
い
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ

と
末
端
に
関
し
て
は
、
学
校
の
場
だ
け
で

も
、
必
ず
結
ぶ
と
い
う
方
法
で
統
一
し
た

運
営
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
方
向
性
で
一

致
し
た
。

中
級
登
山
学
校
は
、「
事
故
報
告
・
対

応
方
針
ま
と
め
」
の
中
で
、「
中
級
登
山

学
校
で
は
、
特
に
懸
垂
時
に
お
い
て
は

パ
ー
テ
ィ
ー
全
員
で
シ
ス
テ
ム
及
び
安

ऴճ࠷

　今回が最終回。前回は、相次
ぐ懸垂下降時の事故に対し、各
会での取り組みとともに大阪府
連でも懸垂手順の技術検討会・
体験会を開催するなど、懸垂下
降の事故防止対策に、府連の仲
間が一丸となって取り組む活動
を紹介した。大阪府連・教育遭
対部のＡ部長は「人間はミスを
する。明日は我が身だ」と訴える。
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当
該
団
体
が
現
地
に
要
員
派
遣
す
る
必

要
が
生
じ
た
場
合
、
交
通
費
の
実
費
に

つ
い
て
１０
万
円
を
限
度
と
し
て
支
給
す

る
細
則
の
た
だ
し
書
き
が
難
解
と
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
、
救
助
捜
索
費
用
を
申

請
す
る
場
合
は
、
こ
の
者
が
救
助
捜
索

に
加
わ
っ
た
場
合
交
付
す
る
と
具
体
化

し
た
。
⑤
こ
の
制
度
の
略
称
を｢

労
山

基
金｣

と
し
た
。
⑥
無
事
故
報
奨
金
制

度
は
、
各
地
方
連
盟
か
ら
公
平
性
を
逸

す
る
、
廃
止
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

全
体
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
廃
止
意
見

が
多
く
、
本
年
３
月
末
廃
止
と
し
た
。

こ
の
規
定
改
定
文
は
、
各
会
ク
ラ
ブ
担

当
者
に
送
付
す
る
の
で
、
加
入
者
に
周

知
を
お
願
い
し
た
い
。

（
労
山
基
金
運
営
委
員
／
大
澤
辰
雄
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

新
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
誕
生

全
国
連
盟
の
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
は
、

顔
を
合
わ
せ
て
会
議
を
行
う
こ
と
が
可

能
な
首
都
圏
か
ら
の
み
、
今
ま
で
ず
っ

と
選
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
昨

年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
各
方
面
に

リ
モ
ー
ト
会
議
が
一
気
に
普
及
し
た
。

労
山
全
国
連
盟
の
諸
会
議
や
、
専
門
部

活
動
で
も
採
用
が
進
み
、
首
都
圏
だ
け

の
委
員
選
出
と
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
。
実
際
、
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

も
、
し
ば
ら
く
前
か
ら
、
会
議
は
す
べ

て
リ
モ
ー
ト
開
催
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
ほ
ど
広
域
の

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
が
２
名
誕
生
し
た
。

北
海
道
の
佐
藤
美
知
弥
さ
ん
（
女
性
　

ス
マ
イ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
ク
ラ
ブ
）
と
、

香
川
県
の
市
原
義
博
さ
ん
（
高
松
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
だ
。
ほ
か
に
も
う
１

名
、
声
を
か
け
て
い
る
人
が
い
る
。

今
年
秋
に
は
、
山
口
県
で
全
国
ハ
イ

キ
ン
グ
交
流
集
会
が
開
催
予
定
だ
。
新

し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
も
交
え
、
実
り

あ
る
集
会
と
し
た
い
。

（
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
　

石
川
友
好
）

し
、
慎
重
で
無
理
を
し
な
い
登
山
が
求

め
ら
れ
る
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

全
国
総
会
で
労
山
基
金
規
定
・

細
則
を
改
定
、
周
知
を

２
月
総
会
で
、
労
山
基
金
規
定
が
改

正
さ
れ
た
。
施
行
は
、
こ
の
時
報
が

発
行
さ
れ
て
い
る
４
月
１
日
か
ら
で
あ

る
。
改
正
の
主
要
点
は
、
①
救
助
捜
索

交
付
の
増
額
改
訂
で
、
他
の
制
度
と
の

差
別
化
を
図
る
た
め
交
付
倍
率
を
、
現

行
４
０
０
倍
か
ら
改
訂
５
０
０
倍
に
引

き
上
げ
る
。
②
入
院
日
数
は
、
こ
れ
ま

で
と
比
較
し
短
縮
傾
向
の
た
め
入
院
２

日
、
通
院
１
日
か
ら
交
付
と
し
た
。
③

海
外
登
山
に
お
け
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
以

外
の
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
所

登
山
お
よ
び
す
べ
て
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
登
山
等
に
つ
い
て
は
、
労
山
基
金
加

入
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
た
会
員
に
対

し
て
交
付
と
記
述
を
具
体
化
し
た
。
④

遭
難
者
の
安
否
確
認
や
身
柄
保
護
で
、

（
安
田
優
／
全
国
自
然
保
護
委
員
）

○
遭
難
対
策
部

八
ケ
岳
で
死
亡
事
故
発
生

１
月
６
日
か
ら
２
月
２
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
１７
件
２０
名
。
９
名
が

転
倒
（
無
雪
期
６
名
、
積
雪
期
１
名
、

山
ス
キ
ー
２
名
）。
転
落
が
５
名
（
無

雪
期
１
名
、登
攀
２
名
、人
工
壁
２
名
）。

凍
傷
が
５
名
（
海
外
１
名
、
冬
季
登
攀

１
名
、
積
雪
期
３
名
）。
凍
死
が
１
名
。

男
性
１０
名
、
女
性
１０
名
。
所
属
連
盟
は
、

東
京
が
５
名
、
佐
賀
３
名
、
埼
玉
・
神

奈
川
が
各
２
名
、
道
央
・
岩
手
・
群
馬
・

岐
阜
・
兵
庫
・
広
島
・
香
川
・
長
崎
が

各
１
名
。
年
齢
は
、
８０
代
１
名
、
７０
代

７
名
、
６０
代
５
名
、
５０
代
２
名
、
４０
代

３
名
、
３０
代
１
名
、
２０
代
１
名
。
登
山

形
態
で
は
、
無
雪
期
７
名
、
積
雪
期
６

名
、
山
ス
キ
ー
２
名
、
登
攀
３
名
、
人

工
壁
２
名
。

積
雪
期
の
八
ケ
岳
縦
走
で
死
亡
事
故

が
発
生
。
道
に
迷
っ
て
、
東
天
狗
岳
山

頂
周
辺
で
ビ
バ
ー
グ
。
翌
日
、
７１
歳
の

女
性
が
意
識
不
明
で
運
ば
れ
た
が
、
死

亡
が
確
認
さ
れ
た
。
多
く
の
問
題
点
を

含
む
事
故
事
例
で
あ
る
。
致
命
的
な
失

敗
が
事
故
に
繋
が
っ
た
と
思
え
る
。
事

故
一
報
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
・
積

雪
期
登
山
の
体
力
と
判
断
力
。・
当
日

の
行
動
予
定
と
天
候
判
断
。・
天
候
の

悪
化
に
よ
る
道
迷
い
。・
ビ
バ
ー
グ
用

装
備
の
不
携
帯
。
計
画
の
段
階
か
ら「
ま

さ
か
…
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
」
と
の
思

い
込
み
が
装
備
の
不
足
や
誤
っ
た
行
動

判
断
に
繋
が
っ
た
と
思
え
る
。
さ
ら
に

詳
し
い
報
告
に
よ
り
事
故
の
検
証
を
行

い
、
教
訓
と
し
て
生
か
す
事
が
大
切
で

あ
る
。

こ
の
二
ヶ
月
で
昨
年
の
状
況
と
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
登
山
形
態
で
は
、

昨
年
０
件
の
冬
季
登
攀
が
３
件
（
４
名
）

に
増
加
。
八
ケ
岳
赤
岳
登
攀
、北
岳
バ
ッ

ト
レ
ス
登
攀
、
大
山
北
壁
登
攀
。
登
攀

も
１
件
か
ら
３
件
。
室
内
ジ
ム
も
２
件

か
ら
５
件
に
増
加
。
事
故
原
因
で
は
、

昨
年
０
件
だ
っ
た
凍
傷
が
５
件
、
転
落
・

滑
落
も
倍
増
し
登
攀
（
室
内
ジ
ム
も
含

む
）
事
故
の
増
加
が
影
響
し
て
い
る
と

思
え
る
。
大
山
の
計
画
書
で
も
「
ひ
さ

し
ぶ
り
の
冬
季
稜
線
登
攀
な
の
で
、
慎

重
に
行
動
す
る
」
と
記
載
が
あ
っ
た
。

登
攀
事
故
は
重
大
事
故
に
繋
が
る
。
自

身
の
技
量
や
天
候
の
判
断
を
再
度
確
認

○
自
然
保
護
委
員
会

全
国
一
斉
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
に

む
け
て

全
国
一
斉
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
の
集
計

結
果
に
よ
る
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
実
施
で
き
な
か
っ
た
地
方
連

盟
が
約
半
数
。
埼
玉
県
や
京
都
府
な
ど

で
は
地
方
連
盟
単
位
、
期
日
も
６
月
の

実
施
で
は
な
く
、
感
染
者
数
が
一
時
的

に
減
っ
た
１０
月
以
降
に
実
施
し
た
会
も

あ
っ
た
。
東
京
都
連
盟
の
町
田
グ
ラ
ウ

ス
山
の
会
で
は
、
一
斉
で
は
な
く
１０
日

間
を
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
期
間
と
し
て
、

山
行
の
と
き
に
積
極
的
に
ご
み
拾
い
を

行
っ
た
。
登
山
道
に
落
ち
て
い
る
マ
ス

ク
が
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
集
計
結
果

に
も
そ
れ
が
表
れ
て
い
た
。
ま
た
飴
な

ど
の
個
装
袋
も
目
立
っ
て
い
た
。
わ
ざ

と
捨
て
た
の
で
は
な
く
、
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
知
ら
な
い
間
に
落
ち
た
の
で
は
な
い

か
。
各
自
が
小
さ
な
ご
み
袋
を
持
ち
、

そ
れ
に
入
れ
れ
ば
防
げ
そ
う
で
あ
る
。

期
間
が
終
了
し
た
後
で
も
、
ご
み
が
気

に
な
っ
た
会
員
が
拾
っ
て
い
る
場
面
も

見
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
だ
か
ら
こ
そ
気

が
つ
い
た
、
新
た
な
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

の
動
き
に
も
思
え
る
。
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当
該
団
体
が
現
地
に
要
員
派
遣
す
る
必

要
が
生
じ
た
場
合
、
交
通
費
の
実
費
に

つ
い
て
１０
万
円
を
限
度
と
し
て
支
給
す

る
細
則
の
た
だ
し
書
き
が
難
解
と
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
、
救
助
捜
索
費
用
を
申

請
す
る
場
合
は
、
こ
の
者
が
救
助
捜
索

に
加
わ
っ
た
場
合
交
付
す
る
と
具
体
化

し
た
。
⑤
こ
の
制
度
の
略
称
を｢

労
山

基
金｣

と
し
た
。
⑥
無
事
故
報
奨
金
制

度
は
、
各
地
方
連
盟
か
ら
公
平
性
を
逸

す
る
、
廃
止
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

全
体
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
廃
止
意
見

が
多
く
、
本
年
３
月
末
廃
止
と
し
た
。

こ
の
規
定
改
定
文
は
、
各
会
ク
ラ
ブ
担

当
者
に
送
付
す
る
の
で
、
加
入
者
に
周

知
を
お
願
い
し
た
い
。

（
労
山
基
金
運
営
委
員
／
大
澤
辰
雄
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

新
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
誕
生

全
国
連
盟
の
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
は
、

顔
を
合
わ
せ
て
会
議
を
行
う
こ
と
が
可

能
な
首
都
圏
か
ら
の
み
、
今
ま
で
ず
っ

と
選
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
昨

年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
各
方
面
に

リ
モ
ー
ト
会
議
が
一
気
に
普
及
し
た
。

労
山
全
国
連
盟
の
諸
会
議
や
、
専
門
部

活
動
で
も
採
用
が
進
み
、
首
都
圏
だ
け

の
委
員
選
出
と
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
。
実
際
、
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

も
、
し
ば
ら
く
前
か
ら
、
会
議
は
す
べ

て
リ
モ
ー
ト
開
催
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
ほ
ど
広
域
の

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
が
２
名
誕
生
し
た
。

北
海
道
の
佐
藤
美
知
弥
さ
ん
（
女
性

ス
マ
イ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
ク
ラ
ブ
）
と
、

香
川
県
の
市
原
義
博
さ
ん
（
高
松
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
だ
。
ほ
か
に
も
う
１

名
、
声
を
か
け
て
い
る
人
が
い
る
。

今
年
秋
に
は
、
山
口
県
で
全
国
ハ
イ

キ
ン
グ
交
流
集
会
が
開
催
予
定
だ
。
新

し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
も
交
え
、
実
り

あ
る
集
会
と
し
た
い
。

（
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員

石
川
友
好
）

し
、
慎
重
で
無
理
を
し
な
い
登
山
が
求

め
ら
れ
る
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

全
国
総
会
で
労
山
基
金
規
定
・

細
則
を
改
定
、
周
知
を

２
月
総
会
で
、
労
山
基
金
規
定
が
改

正
さ
れ
た
。
施
行
は
、
こ
の
時
報
が

発
行
さ
れ
て
い
る
４
月
１
日
か
ら
で
あ

る
。
改
正
の
主
要
点
は
、
①
救
助
捜
索

交
付
の
増
額
改
訂
で
、
他
の
制
度
と
の

差
別
化
を
図
る
た
め
交
付
倍
率
を
、
現

行
４
０
０
倍
か
ら
改
訂
５
０
０
倍
に
引

き
上
げ
る
。
②
入
院
日
数
は
、
こ
れ
ま

で
と
比
較
し
短
縮
傾
向
の
た
め
入
院
２

日
、
通
院
１
日
か
ら
交
付
と
し
た
。
③

海
外
登
山
に
お
け
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
以

外
の
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
所

登
山
お
よ
び
す
べ
て
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
登
山
等
に
つ
い
て
は
、
労
山
基
金
加

入
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
た
会
員
に
対

し
て
交
付
と
記
述
を
具
体
化
し
た
。
④

遭
難
者
の
安
否
確
認
や
身
柄
保
護
で
、

（
安
田
優
／
全
国
自
然
保
護
委
員
）

○
遭
難
対
策
部

八
ケ
岳
で
死
亡
事
故
発
生

１
月
６
日
か
ら
２
月
２
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
１７
件
２０
名
。
９
名
が

転
倒
（
無
雪
期
６
名
、
積
雪
期
１
名
、

山
ス
キ
ー
２
名
）。
転
落
が
５
名
（
無

雪
期
１
名
、登
攀
２
名
、人
工
壁
２
名
）。

凍
傷
が
５
名
（
海
外
１
名
、
冬
季
登
攀

１
名
、
積
雪
期
３
名
）。
凍
死
が
１
名
。

男
性
１０
名
、
女
性
１０
名
。
所
属
連
盟
は
、

東
京
が
５
名
、
佐
賀
３
名
、
埼
玉
・
神

奈
川
が
各
２
名
、
道
央
・
岩
手
・
群
馬
・

岐
阜
・
兵
庫
・
広
島
・
香
川
・
長
崎
が

各
１
名
。
年
齢
は
、
８０
代
１
名
、
７０
代

７
名
、
６０
代
５
名
、
５０
代
２
名
、
４０
代

３
名
、
３０
代
１
名
、
２０
代
１
名
。
登
山

形
態
で
は
、
無
雪
期
７
名
、
積
雪
期
６

名
、
山
ス
キ
ー
２
名
、
登
攀
３
名
、
人

工
壁
２
名
。

積
雪
期
の
八
ケ
岳
縦
走
で
死
亡
事
故

が
発
生
。
道
に
迷
っ
て
、
東
天
狗
岳
山

頂
周
辺
で
ビ
バ
ー
グ
。
翌
日
、
７１
歳
の

女
性
が
意
識
不
明
で
運
ば
れ
た
が
、
死

亡
が
確
認
さ
れ
た
。
多
く
の
問
題
点
を

含
む
事
故
事
例
で
あ
る
。
致
命
的
な
失

敗
が
事
故
に
繋
が
っ
た
と
思
え
る
。
事

故
一
報
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
・
積

雪
期
登
山
の
体
力
と
判
断
力
。・
当
日

の
行
動
予
定
と
天
候
判
断
。・
天
候
の

悪
化
に
よ
る
道
迷
い
。・
ビ
バ
ー
グ
用

装
備
の
不
携
帯
。
計
画
の
段
階
か
ら「
ま

さ
か
…
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
」
と
の
思

い
込
み
が
装
備
の
不
足
や
誤
っ
た
行
動

判
断
に
繋
が
っ
た
と
思
え
る
。
さ
ら
に

詳
し
い
報
告
に
よ
り
事
故
の
検
証
を
行

い
、
教
訓
と
し
て
生
か
す
事
が
大
切
で

あ
る
。

こ
の
二
ヶ
月
で
昨
年
の
状
況
と
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
登
山
形
態
で
は
、

昨
年
０
件
の
冬
季
登
攀
が
３
件
（
４
名
）

に
増
加
。
八
ケ
岳
赤
岳
登
攀
、北
岳
バ
ッ

ト
レ
ス
登
攀
、
大
山
北
壁
登
攀
。
登
攀

も
１
件
か
ら
３
件
。
室
内
ジ
ム
も
２
件

か
ら
５
件
に
増
加
。
事
故
原
因
で
は
、

昨
年
０
件
だ
っ
た
凍
傷
が
５
件
、
転
落
・

滑
落
も
倍
増
し
登
攀
（
室
内
ジ
ム
も
含

む
）
事
故
の
増
加
が
影
響
し
て
い
る
と

思
え
る
。
大
山
の
計
画
書
で
も
「
ひ
さ

し
ぶ
り
の
冬
季
稜
線
登
攀
な
の
で
、
慎

重
に
行
動
す
る
」
と
記
載
が
あ
っ
た
。

登
攀
事
故
は
重
大
事
故
に
繋
が
る
。
自

身
の
技
量
や
天
候
の
判
断
を
再
度
確
認

○
自
然
保
護
委
員
会

全
国
一
斉
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
に

む
け
て

全
国
一
斉
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
の
集
計

結
果
に
よ
る
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
実
施
で
き
な
か
っ
た
地
方
連

盟
が
約
半
数
。
埼
玉
県
や
京
都
府
な
ど

で
は
地
方
連
盟
単
位
、
期
日
も
６
月
の

実
施
で
は
な
く
、
感
染
者
数
が
一
時
的

に
減
っ
た
１０
月
以
降
に
実
施
し
た
会
も

あ
っ
た
。
東
京
都
連
盟
の
町
田
グ
ラ
ウ

ス
山
の
会
で
は
、
一
斉
で
は
な
く
１０
日

間
を
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
期
間
と
し
て
、

山
行
の
と
き
に
積
極
的
に
ご
み
拾
い
を

行
っ
た
。
登
山
道
に
落
ち
て
い
る
マ
ス

ク
が
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
集
計
結
果

に
も
そ
れ
が
表
れ
て
い
た
。
ま
た
飴
な

ど
の
個
装
袋
も
目
立
っ
て
い
た
。
わ
ざ

と
捨
て
た
の
で
は
な
く
、
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
知
ら
な
い
間
に
落
ち
た
の
で
は
な
い

か
。
各
自
が
小
さ
な
ご
み
袋
を
持
ち
、

そ
れ
に
入
れ
れ
ば
防
げ
そ
う
で
あ
る
。

期
間
が
終
了
し
た
後
で
も
、
ご
み
が
気

に
な
っ
た
会
員
が
拾
っ
て
い
る
場
面
も

見
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
だ
か
ら
こ
そ
気

が
つ
い
た
、
新
た
な
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

の
動
き
に
も
思
え
る
。
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２
日

遭
難
対
策
部
会

８
日

組
織
部
会

９
日

三
役
会
議

14
日

自
然
保
護
委
員
会

15
日

登
山
時
報
編
集
委
員
会

17
日

第
24
回
理
事
会

19
〜
20
日

第
35
回
総
会
（
東
京
都
府
中
市
・

ホ
テ
ル
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
）

22
日

労
山
基
金
運
営
委
員
会

第
24
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
第
35
回
全
国
総
会
の
運
営
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
へ
の
対
応
と
議
案
採

決
・
役
員
選
挙
の
方
法
に
つ
い
て
確
認
。
ア

ル
バ
イ
ト
を
増
員
し
て
対
応
す
る
。
総
会
会

場
に
プ
リ
ン
タ
ー
を
持
ち
込
む
。
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
役
員
は
全
員
持
参
す

る
。

②
来
期
の
予
算
に
つ
い
て

会
員
減
に
よ
る
収
入
の
減
少
は
、
ス
ポ
ー

ツ
事
業
継
続
支
援
金
な
ど
に
よ
り
対
応
で
き

た
が
、
今
後
の
活
動
に
備
え
て
緊
縮
財
政
を

継
続
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
の
整
備
も

検
討
す
る
。

2022 年 1 月 6 日から 2022 年 2 月 2 日までに届いた事故一報

൅ਫ਼ೖބࣆ ஏ๏࿊໏ ೧ྺ 性พ 山໌ 山ܙߨସ উබ໌

1 12.17 ഇ܊ 36 ஋ Karun-Kuh քࢃౌ֐ 凍傷
քࢃౌ֐஦Ͷ凍傷ͳ͵ΕݳஏබӅ
Ͳ࣑ྏΝणͪ͜ɽ

凍傷

2 12.09 ౣ߁ 61 ஋ ࢃӬډ ໃઉغ 転倒
Ծ͚ۛ޳ࢃ͹ঘୖΝԥ઀ͮͪ࣎Ͷ
ಊ͘転倒ͤΖɽ͗آ

Ꭳ骨ԗҒ୼骨折

3 12.05 ౨ښ 64 ঃ ෻Վࢃ ໃઉغ 転倒 ೘͛ͤࢃͶɼӊගΝ捻ͮͪɽ ӊଏൔ݆൚損傷

4 12.26 ฎށ 79 ঃ ࢃஏߧ ໃઉغ 転倒
೘͛ͤࢃͶɼ໨͹ࠞͶଏΝ৒ͦώ
ϧϱηΝ๊͢転倒ͪ͢ɽ

௥ѻയ骨折ڵ

5 12.24 घآ 73 ঃ ౒ਁࢃ ੷ઉغ 転倒
Ծࢃ஦ɼ໨͹ࢮͶଏΝӀ͖ͮ͜転
倒ͪ͢ɽ

ଏ͹ߗ͹骨折

6 12.26 ۆ࡝ 64 ஋ ళۣࢃ ੷ઉغ 凍傷
ԾޛࢃɼघୀΝ୦͏ͫΔྈघ͗凍
傷ͫͮͪɽ

凍傷

7 12.19 ಕԟ 45 ঃ ΠϱϊϕϨ ηΫʖࢃ 転倒
νʖϱ࣎Ͷ࡭ͶཙΉͮͱ転倒͢
ͪɽ

ӊගਡଵ損傷

8 1.05 ۆ࡝ 72 ঃ ৌಌಌࢃ ໃઉغ 転倒
Ծ࣎ࢃɼଏݫ͹໨͹ߎͶۼͽ΍͗
ཙΉΕ転倒ͪ͢ɽ

ଏ͹損傷

9 1.09 ౨ښ 45 ஋ ໼Ԓ୫ ౌᎼ 転落
ϚϩξϨϱή஦ɼ�P͖ΔϓΧʖϩ
ͪ͢ɽ

ࠪଏړ骨骨折

10 1.09 ઔߵ 54 ঃ ੶ੜඎࢃ ໃઉغ 転倒
ԾΕࡖͲଏ͗੶ऄͶ৒ΕଏΝ捻ͮ
ͪɽ

ӊଏᡱ骨ԗҒ୼骨折

11 1.03 ෠ز 62 ஋ ੼ֹ ౛ౌلᎼ 凍傷
੼ֹౌᎼޛɼτϱφ৖Ͷ໯Ε凍傷
Ͷـ෉͏ͪɽ

凍傷

12 1.21 ਈ಺ઔ 54 ஋ ৕ࢃ ౌᎼ 転落
ϨʖχͲϓΧʖϩ͢ण͜ਐΝͳΕ
ͶଏΝ଩ͮͪɽآ

ଏࠌ͹捻挫

13 1.15 ౨ښ 75 ঃ ୉ੁࢃ ໃઉغ 転倒
ಕ໐͏ͶΓΕϩʖφ୵ࡩ஦Ͷ׊
落ɽ

સਐ଩຀ʀڵ骨骨折
ଠ

14 1.09 ௗ࡜ 73 ঃ ർथਈऀܛ ໃઉغ 転倒 ֌ஊΝಁΊ͢֐ͱ転倒ɽ ࠪଏड捻挫

15 1.2 ౨ښ 68 ঃ ಼࣪ζϞ ਕ޽ป 転落
ϚϩξϨϱή஦Ͷป͹࠹৏෨͖Δ
௤落ɽ

୊Ҳ੺௥ѻയ骨折

16 1.08 ౨ښ 48 ஋ ৒Ҏֹ ηΫʖࢃ 転倒
ӊνʖϱ͗୉͚͘͵Εٯࢃଈ͗ઉ
ͶͳΔΗͱ転倒ɽ

傷੓ӊග಼্֐

17 1.17 ࠦծ 84 ஋ ళֹۣ ੷ઉغ 凍傷
੷ઉ͗ଡ͚ɼళֹۣबวͲಕͶ໐
͏ϑώʖέ͢ঁٻགྷ੧ͪ͢ɽ

凍傷

18 1.17 ࠦծ 71 ঃ ళֹۣ ੷ઉغ 凍死
੷ઉ͗ଡ͚ɼళֹۣबวͲಕͶ໐
͏ϑώʖέ͢ঁٻགྷ੧ͪ͢ɽ

死亡

19 1.17 ࠦծ 71 ஋ ళֹۣ ੷ઉغ 凍傷
੷ઉ͗ଡ͚ɼళֹۣबวͲಕͶ໐
͏ϑώʖέ͢ঁٻགྷ੧ͪ͢ɽ

凍傷

20 1.26 ਈ಺ઔ 29 ஋ ಼࣪ζϞ ਕ޽ป 転落 ͹ҲघͲ௤落͢骨折ͪ͢ɽޛ࠹ ӊ᪞骨骨折

Ҿݬބࣆ

�̎େ 3̎େ ̒̎େ ̓̎େ ̔̎େ ̎̕େ ̖̎େ 合計
男性 1 1 2 1 3 1 1 10
女性 0 0 1 1 2 6 0 10
合計 1 1 3 2 5 7 1 20 表-�

無雪期 積雪期山スキー冬季登攀 登攀 冬季登攀人口壁 合計
男性 1 3 1 1 2 1 1 10
女性 6 2 1 0 0 0 1 10
合計 7 5 2 1 2 1 2 20 表-3

転落 転倒 凍傷 凍死 合計

男性 3 2 5 0 10
女性 1 8 0 1 10
合計 4 10 5 1 20 表-�

骨折 損傷 捻挫 凍傷 死亡 合計
男性 4 0 1 5 0 10
女性 5 4 0 0 1 10
合計 9 4 1 5 1 20 表-�

�̎େ 3̎େ ̒̎େ ̓̎େ ̔̎େ ̎̕େ ̖̎େ 合計
男性 1 1 2 1 3 1 1 10
女性 0 0 1 1 2 6 0 10
合計 1 1 3 2 5 7 1 20 表-�

無雪期 積雪期山スキー冬季登攀 登攀 冬季登攀人口壁 合計
男性 1 3 1 1 2 1 1 10
女性 6 2 1 0 0 0 1 10
合計 7 5 2 1 2 1 2 20 表-3

転落 転倒 凍傷 凍死 合計

男性 3 2 5 0 10
女性 1 8 0 1 10
合計 4 10 5 1 20 表-�

骨折 損傷 捻挫 凍傷 死亡 合計
男性 4 0 1 5 0 10
女性 5 4 0 0 1 10
合計 9 4 1 5 1 20 表-�

無雪期 積雪期 山スキー 冬季登攀 登攀 冬季登攀 人口壁 合計
男性 1 3 1 1 2 1 1 10
女性 6 2 1 0 0 0 1 10
合計 7 5 2 1 2 1 2 20 表-3

�̎େ 3̎େ ̒̎େ ̓̎େ ̔̎େ ̎̕େ ̖̎େ 合計
男性 1 1 2 1 3 1 1 10
女性 0 0 1 1 2 6 0 10
合計 1 1 3 2 5 7 1 20 表-�

無雪期 積雪期山スキー冬季登攀 登攀 冬季登攀人口壁 合計
男性 1 3 1 1 2 1 1 10
女性 6 2 1 0 0 0 1 10
合計 7 5 2 1 2 1 2 20 表-3

転落 転倒 凍傷 凍死 合計

男性 3 2 5 0 10
女性 1 8 0 1 10
合計 4 10 5 1 20 表-�

骨折 損傷 捻挫 凍傷 死亡 合計
男性 4 0 1 5 0 10
女性 5 4 0 0 1 10
合計 9 4 1 5 1 20 表-�

事故一報の受領順で掲載
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２
日

遭
難
対
策
部
会

８
日

組
織
部
会

９
日

三
役
会
議

14
日

自
然
保
護
委
員
会

15
日

登
山
時
報
編
集
委
員
会

17
日

第
24
回
理
事
会

19
〜
20
日

第
35
回
総
会
（
東
京
都
府
中
市
・

ホ
テ
ル
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
）

22
日

労
山
基
金
運
営
委
員
会

第
24
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
第
35
回
全
国
総
会
の
運
営
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
へ
の
対
応
と
議
案
採

決
・
役
員
選
挙
の
方
法
に
つ
い
て
確
認
。
ア

ル
バ
イ
ト
を
増
員
し
て
対
応
す
る
。
総
会
会

場
に
プ
リ
ン
タ
ー
を
持
ち
込
む
。
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
役
員
は
全
員
持
参
す

る
。

②
来
期
の
予
算
に
つ
い
て

会
員
減
に
よ
る
収
入
の
減
少
は
、
ス
ポ
ー

ツ
事
業
継
続
支
援
金
な
ど
に
よ
り
対
応
で
き

た
が
、
今
後
の
活
動
に
備
え
て
緊
縮
財
政
を

継
続
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
の
整
備
も

検
討
す
る
。

2022 年 1 月 6 日から 2022 年 2 月 2 日までに届いた事故一報

൅ਫ਼ೖބࣆ ஏ๏࿊໏ ೧ྺ 性พ 山໌ 山ܙߨସ উබ໌

1 12.17 ഇ܊ 36 ஋ Karun-Kuh քࢃౌ֐ 凍傷
քࢃౌ֐஦Ͷ凍傷ͳ͵ΕݳஏබӅ
Ͳ࣑ྏΝणͪ͜ɽ

凍傷

2 12.09 ౣ߁ 61 ஋ ࢃӬډ ໃઉغ 転倒
Ծ͚ۛ޳ࢃ͹ঘୖΝԥ઀ͮͪ࣎Ͷ
ಊ͘転倒ͤΖɽ͗آ

Ꭳ骨ԗҒ୼骨折

3 12.05 ౨ښ 64 ঃ ෻Վࢃ ໃઉغ 転倒 ೘͛ͤࢃͶɼӊගΝ捻ͮͪɽ ӊଏൔ݆൚損傷

4 12.26 ฎށ 79 ঃ ࢃஏߧ ໃઉغ 転倒
೘͛ͤࢃͶɼ໨͹ࠞͶଏΝ৒ͦώ
ϧϱηΝ๊͢転倒ͪ͢ɽ

௥ѻയ骨折ڵ

5 12.24 घآ 73 ঃ ౒ਁࢃ ੷ઉغ 転倒
Ծࢃ஦ɼ໨͹ࢮͶଏΝӀ͖ͮ͜転
倒ͪ͢ɽ

ଏ͹ߗ͹骨折

6 12.26 ۆ࡝ 64 ஋ ళۣࢃ ੷ઉغ 凍傷
ԾޛࢃɼघୀΝ୦͏ͫΔྈघ͗凍
傷ͫͮͪɽ

凍傷

7 12.19 ಕԟ 45 ঃ ΠϱϊϕϨ ηΫʖࢃ 転倒
νʖϱ࣎Ͷ࡭ͶཙΉͮͱ転倒͢
ͪɽ

ӊගਡଵ損傷

8 1.05 ۆ࡝ 72 ঃ ৌಌಌࢃ ໃઉغ 転倒
Ծ࣎ࢃɼଏݫ͹໨͹ߎͶۼͽ΍͗
ཙΉΕ転倒ͪ͢ɽ

ଏ͹損傷

9 1.09 ౨ښ 45 ஋ ໼Ԓ୫ ౌᎼ 転落
ϚϩξϨϱή஦ɼ�P͖ΔϓΧʖϩ
ͪ͢ɽ

ࠪଏړ骨骨折

10 1.09 ઔߵ 54 ঃ ੶ੜඎࢃ ໃઉغ 転倒
ԾΕࡖͲଏ͗੶ऄͶ৒ΕଏΝ捻ͮ
ͪɽ

ӊଏᡱ骨ԗҒ୼骨折

11 1.03 ෠ز 62 ஋ ੼ֹ ౛ౌلᎼ 凍傷
੼ֹౌᎼޛɼτϱφ৖Ͷ໯Ε凍傷
Ͷـ෉͏ͪɽ

凍傷

12 1.21 ਈ಺ઔ 54 ஋ ৕ࢃ ౌᎼ 転落
ϨʖχͲϓΧʖϩ͢ण͜ਐΝͳΕ
ͶଏΝ଩ͮͪɽآ

ଏࠌ͹捻挫

13 1.15 ౨ښ 75 ঃ ୉ੁࢃ ໃઉغ 転倒
ಕ໐͏ͶΓΕϩʖφ୵ࡩ஦Ͷ׊
落ɽ

સਐ଩຀ʀڵ骨骨折
ଠ

14 1.09 ௗ࡜ 73 ঃ ർथਈऀܛ ໃઉغ 転倒 ֌ஊΝಁΊ͢֐ͱ転倒ɽ ࠪଏड捻挫

15 1.2 ౨ښ 68 ঃ ಼࣪ζϞ ਕ޽ป 転落
ϚϩξϨϱή஦Ͷป͹࠹৏෨͖Δ
௤落ɽ

୊Ҳ੺௥ѻയ骨折

16 1.08 ౨ښ 48 ஋ ৒Ҏֹ ηΫʖࢃ 転倒
ӊνʖϱ͗୉͚͘͵Εٯࢃଈ͗ઉ
ͶͳΔΗͱ転倒ɽ

傷੓ӊග಼্֐

17 1.17 ࠦծ 84 ஋ ళֹۣ ੷ઉغ 凍傷
੷ઉ͗ଡ͚ɼళֹۣबวͲಕͶ໐
͏ϑώʖέ͢ঁٻགྷ੧ͪ͢ɽ

凍傷

18 1.17 ࠦծ 71 ঃ ళֹۣ ੷ઉغ 凍死
੷ઉ͗ଡ͚ɼళֹۣबวͲಕͶ໐
͏ϑώʖέ͢ঁٻགྷ੧ͪ͢ɽ

死亡

19 1.17 ࠦծ 71 ஋ ళֹۣ ੷ઉغ 凍傷
੷ઉ͗ଡ͚ɼళֹۣबวͲಕͶ໐
͏ϑώʖέ͢ঁٻགྷ੧ͪ͢ɽ

凍傷

20 1.26 ਈ಺ઔ 29 ஋ ಼࣪ζϞ ਕ޽ป 転落 ͹ҲघͲ௤落͢骨折ͪ͢ɽޛ࠹ ӊ᪞骨骨折

Ҿݬބࣆ

�̎େ 3̎େ ̒̎େ ̓̎େ ̔̎େ ̎̕େ ̖̎େ 合計
男性 1 1 2 1 3 1 1 10
女性 0 0 1 1 2 6 0 10
合計 1 1 3 2 5 7 1 20 表-�

無雪期 積雪期山スキー冬季登攀 登攀 冬季登攀人口壁 合計
男性 1 3 1 1 2 1 1 10
女性 6 2 1 0 0 0 1 10
合計 7 5 2 1 2 1 2 20 表-3

転落 転倒 凍傷 凍死 合計

男性 3 2 5 0 10
女性 1 8 0 1 10
合計 4 10 5 1 20 表-�

骨折 損傷 捻挫 凍傷 死亡 合計
男性 4 0 1 5 0 10
女性 5 4 0 0 1 10
合計 9 4 1 5 1 20 表-�

�̎େ 3̎େ ̒̎େ ̓̎େ ̔̎େ ̎̕େ ̖̎େ 合計
男性 1 1 2 1 3 1 1 10
女性 0 0 1 1 2 6 0 10
合計 1 1 3 2 5 7 1 20 表-�

無雪期 積雪期山スキー冬季登攀 登攀 冬季登攀人口壁 合計
男性 1 3 1 1 2 1 1 10
女性 6 2 1 0 0 0 1 10
合計 7 5 2 1 2 1 2 20 表-3

転落 転倒 凍傷 凍死 合計

男性 3 2 5 0 10
女性 1 8 0 1 10
合計 4 10 5 1 20 表-�

骨折 損傷 捻挫 凍傷 死亡 合計
男性 4 0 1 5 0 10
女性 5 4 0 0 1 10
合計 9 4 1 5 1 20 表-�

無雪期 積雪期 山スキー 冬季登攀 登攀 冬季登攀 人口壁 合計
男性 1 3 1 1 2 1 1 10
女性 6 2 1 0 0 0 1 10
合計 7 5 2 1 2 1 2 20 表-3

�̎େ 3̎େ ̒̎େ ̓̎େ ̔̎େ ̎̕େ ̖̎େ 合計
男性 1 1 2 1 3 1 1 10
女性 0 0 1 1 2 6 0 10
合計 1 1 3 2 5 7 1 20 表-�

無雪期 積雪期山スキー冬季登攀 登攀 冬季登攀人口壁 合計
男性 1 3 1 1 2 1 1 10
女性 6 2 1 0 0 0 1 10
合計 7 5 2 1 2 1 2 20 表-3

転落 転倒 凍傷 凍死 合計

男性 3 2 5 0 10
女性 1 8 0 1 10
合計 4 10 5 1 20 表-�

骨折 損傷 捻挫 凍傷 死亡 合計
男性 4 0 1 5 0 10
女性 5 4 0 0 1 10
合計 9 4 1 5 1 20 表-�

事故一報の受領順で掲載
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Ju
np

ei
 Ta

na
ka
＆

Ta
m

a

　1973年、兵庫県生まれ。北海道大学大学院農学研究科修了。
北海道東部を中心にヒグマやエゾシカの様々な調査プロジェ
クトに携わった経験をもつ。2001年に「軽井沢のクマ保護
管理請負人」として北海道から軽井沢へ。軽井沢のクマに精
通した知識と犬への深い愛をもつことから米国のベアドッグ
育成団体の代表に日本初のハンドラーとして指名される。
　タマは2014年、米国モンタナ州生まれ。ピッキオ（※）
で活躍する2代目のベアドッグ。犬種はフィンランド原産の
ヒグマ猟犬「カレリアン・ベアドッグ」。2015年に米国のベ
アドッグ育成団体から譲り受ける。とても人に寛容であると
同時に、狩猟欲が強く、匂いを嗅ぎ取る能力に優れている。

田中純平さん ＆ タマ

─
ベ
ア
ド
ッ
グ
の
役
割
は
？

ベ
ア
ド
ッ
グ
（
ク
マ
対
策
特
殊
犬
）

の
仕
事
は
、
電
波
発
信
器
を
装
着
さ
れ

た
ク
マ
が
人
と
の
棲
み
分
け
の
た
め
に

設
定
さ
れ
た
ボ
ー
ダ
ー
を
越
え
て
き
た

と
き
に
ボ
ー
ダ
ー
外
へ
と
追
い
払
う
こ

と
、
出
没
通
報
が
あ
っ
た
現
場
周
辺
を

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
追
い
払

い
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
ク
マ
に
人
へ

の
警
戒
心
を
植
え
付
け
ま
す
。
ま
た
、

ク
マ
と
の
共
存
を
考
え
る
た
め
の
普
及

啓
発
活
動
に
も
同
行
し
ま
す
。ベ
ア
ド
ッ

グ
は
人
─
ク
マ
双
方
が
友
好
関
係
を
築

い
て
い
く
た
め
の
親
善
大
使
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

私
（
ハ
ン
ド
ラ
ー
）
の
仕
事
は
、
常

日
頃
の
飼
育
・
訓
練
、
出
没
や
学
校
等

で
の
教
育
現
場
で
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
、

ベ
ア
ド
ッ
グ
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果

か
ら
ク
マ
の
存
在
の
有
無
や
出
没
要
因

を
判
断
す
る
こ
と
で
す
。

─
長
野
県
軽
井
沢
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
０
年
代
後
半
の
軽
井
沢
町
で

は
、
ク
マ
に
よ
る
ゴ
ミ
荒
ら
し
等
の
被

害
が
多
発
し
、
人
的
被
害
の
危
険
性
が

増
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
町
で

は
ク
マ
を
一
方
的
に
駆
除
す
る
短
絡
的

な
方
法
で
は
な
く
、
ク
マ
と
人
と
が
棲

み
分
け
な
が
ら
共
存
す
る
地
域
を
目
指

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ク
マ
の
保
護
管
理
事
業
と
し
て
、
ま

ず
は
別
荘
地
周
辺
を
利
用
し
て
い
る
ク

マ
に
発
信
器
を
装
着
し
て
行
動
を
把
握

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
問
題
グ
マ
を

特
定
し
た
駆
除
や
追
い
払
い
、
ク
マ
防

除
ゴ
ミ
箱
の
開
発
や
導
入
、
作
物
被
害

を
防
ぐ
た
め
の
電
気
柵
の
普
及
な
ど
に

よ
り
、
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
や
ゴ
ミ
の

被
害
は
、
２
０
１
３
年
頃
に
は
ほ
ぼ
無

く
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
ク
マ
の
行
動

追
跡
調
査
か
ら
、
彼
ら
の
出
没
要
因
は
、

ゴ
ミ
だ
け
で
は
な
く
、
別
荘
地
周
辺
に

生
育
し
て
い
る
サ
ク
ラ
や
ド
ン
グ
リ
な

ど
、
自
然
の
食
物
そ
の
も
の
で
あ
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

ク
マ
は
幼
い
頃
に
母
グ
マ
か
ら
食
べ

物
の
種
類
や
食
べ
る
場
所
、
移
動
経
路

な
ど
を
学
び
ま
す
。
よ
っ
て
、
特
に
母

親
に
な
る
前
の
若
い
雌
グ
マ
に
、
追
い

払
い
を
通
し
て
人
と
共
に
暮
ら
し
て
い

く
上
で
の
ル
ー
ル
（
人
の
気
配
を
感
じ

た
ら
逃
げ
る
、
人
が
活
動
す
る
環
境
で

は
日
中
に
徘
徊
し
な
い
な
ど
）
を
教
え

る
と
、
そ
の
ク
マ
だ
け
で
は
な
く
、
次

世
代
の
ク
マ
た
ち
へ
も
こ
の
ル
ー
ル
が

受
け
継
が
れ
ま
す
。

─
人
と
ク
マ
が
共
生
し
て
い
く
に
は
？

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
見
え
て
き
た

の
は
、
ク
マ
が
人
の
気
配
や
動
き
に
と

て
も
敏
感
で
、
人
に
見
つ
か
ら
な
い
よ

う
に
動
き
な
が
ら
懸
命
に
生
き
て
い
る

姿
で
す
。
彼
ら
の
そ
ん
な
謙
虚
な
姿
を

見
て
い
る
と
、
私
た
ち
が
も
っ
と
ク
マ

の
こ
と
を
知
り
、
各
人
が
で
き
る
こ
と

を
少
し
で
も
行
え
ば
、
も
っ
と
人
も
ク

マ
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
気
が
し
ま
す
。

ク
マ
が
い
る
こ
と
は
豊
か
な
自
然
環
境

が
そ
こ
に
あ
る
証
。
共
に
自
然
の
恵
み

を
享
受
で
き
る
よ
う
に
、
自
然
に
も
ク

マ
に
も
謙
虚
な
気
持
ち
と
振
る
舞
い
で

接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手
・
渡
辺
明
）

ク
マ
は
隣
人
。
私
た
ち
の
仕
事
は
人
─
ク
マ
の
友
好
関
係
を
築
く
こ
と

人
間
と
ク
マ
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て この 2 月、画家で、日本山岳画協会員、熊谷守一美術館館長の熊谷榧氏

がご逝去されました。先生には、長年、本誌表紙、誌上では紀行文、エッ
セイなど多彩な寄稿・作品で大変お世話になりました。生前の御厚情に
深く感謝申し上げ、謹んで御冥福をお祈り致します。 （橋口）

「一月行く、二月逃げる、三月去る」と言うが、本当に「時」の早さを感じる。
3 月号はなんとか誌面の穴を空けずに済んだが、4 月号もまたまた誌面空白の危
機に直面した。原稿締切日を過ぎても届かないことへの心配と、ギリギリになっ
ての対応に追われるのは編集長の役目だろうか、今月も気忙しかった。　（今野）

コロナ大流行を押し酷暑の中で強行の金権東京。人権抑圧下の北京。「ぼっ
たくり」の異名をとる IOC 執行部。ドーピングも引きずって。無観客開
催オリパラの 1 年で、選手たちの感動的活躍にも拘らず、輝くべき祭典
はこんなにも色褪せてしまった。 （鈴木）

2 月の総会では、組織拡大や遭難防止がメーンで議論されたようだ。私
が言うのも変だが、今さまざまな組織が「高齢化」「減少」傾向の中で、
労山の健闘は大いに称賛に価すると思う。会長をはじめとする役員各位
の努力に拍手。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塩田）

オミクロン株と寒波に翻弄されている毎日。毎週登っている愛宕山では
七合目から上部が年末の雪が根雪となってアイスバーン状態が続いてい
る。近年にない冷え込みの日々だが山麓では、マンサクや蠟梅が咲いて
いる。温かさと共にコロナの終息が待ち遠しい。 　（小倉）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄
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Ta
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a

　1973年、兵庫県生まれ。北海道大学大学院農学研究科修了。
北海道東部を中心にヒグマやエゾシカの様々な調査プロジェ
クトに携わった経験をもつ。2001年に「軽井沢のクマ保護
管理請負人」として北海道から軽井沢へ。軽井沢のクマに精
通した知識と犬への深い愛をもつことから米国のベアドッグ
育成団体の代表に日本初のハンドラーとして指名される。
タマは2014年、米国モンタナ州生まれ。ピッキオ（※）

で活躍する2代目のベアドッグ。犬種はフィンランド原産の
ヒグマ猟犬「カレリアン・ベアドッグ」。2015年に米国のベ
アドッグ育成団体から譲り受ける。とても人に寛容であると
同時に、狩猟欲が強く、匂いを嗅ぎ取る能力に優れている。

田中純平さん ＆ タマ

─
ベ
ア
ド
ッ
グ
の
役
割
は
？

ベ
ア
ド
ッ
グ
（
ク
マ
対
策
特
殊
犬
）

の
仕
事
は
、
電
波
発
信
器
を
装
着
さ
れ

た
ク
マ
が
人
と
の
棲
み
分
け
の
た
め
に

設
定
さ
れ
た
ボ
ー
ダ
ー
を
越
え
て
き
た

と
き
に
ボ
ー
ダ
ー
外
へ
と
追
い
払
う
こ

と
、
出
没
通
報
が
あ
っ
た
現
場
周
辺
を

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
追
い
払

い
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
ク
マ
に
人
へ

の
警
戒
心
を
植
え
付
け
ま
す
。
ま
た
、

ク
マ
と
の
共
存
を
考
え
る
た
め
の
普
及

啓
発
活
動
に
も
同
行
し
ま
す
。ベ
ア
ド
ッ

グ
は
人
─
ク
マ
双
方
が
友
好
関
係
を
築

い
て
い
く
た
め
の
親
善
大
使
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

私
（
ハ
ン
ド
ラ
ー
）
の
仕
事
は
、
常

日
頃
の
飼
育
・
訓
練
、
出
没
や
学
校
等

で
の
教
育
現
場
で
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
、

ベ
ア
ド
ッ
グ
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果

か
ら
ク
マ
の
存
在
の
有
無
や
出
没
要
因

を
判
断
す
る
こ
と
で
す
。

─
長
野
県
軽
井
沢
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
０
年
代
後
半
の
軽
井
沢
町
で

は
、
ク
マ
に
よ
る
ゴ
ミ
荒
ら
し
等
の
被

害
が
多
発
し
、
人
的
被
害
の
危
険
性
が

増
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
町
で

は
ク
マ
を
一
方
的
に
駆
除
す
る
短
絡
的

な
方
法
で
は
な
く
、
ク
マ
と
人
と
が
棲

み
分
け
な
が
ら
共
存
す
る
地
域
を
目
指

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ク
マ
の
保
護
管
理
事
業
と
し
て
、
ま

ず
は
別
荘
地
周
辺
を
利
用
し
て
い
る
ク

マ
に
発
信
器
を
装
着
し
て
行
動
を
把
握

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
問
題
グ
マ
を

特
定
し
た
駆
除
や
追
い
払
い
、
ク
マ
防

除
ゴ
ミ
箱
の
開
発
や
導
入
、
作
物
被
害

を
防
ぐ
た
め
の
電
気
柵
の
普
及
な
ど
に

よ
り
、
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
や
ゴ
ミ
の

被
害
は
、
２
０
１
３
年
頃
に
は
ほ
ぼ
無

く
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
ク
マ
の
行
動

追
跡
調
査
か
ら
、
彼
ら
の
出
没
要
因
は
、

ゴ
ミ
だ
け
で
は
な
く
、
別
荘
地
周
辺
に

生
育
し
て
い
る
サ
ク
ラ
や
ド
ン
グ
リ
な

ど
、
自
然
の
食
物
そ
の
も
の
で
あ
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

ク
マ
は
幼
い
頃
に
母
グ
マ
か
ら
食
べ

物
の
種
類
や
食
べ
る
場
所
、
移
動
経
路

な
ど
を
学
び
ま
す
。
よ
っ
て
、
特
に
母

親
に
な
る
前
の
若
い
雌
グ
マ
に
、
追
い

払
い
を
通
し
て
人
と
共
に
暮
ら
し
て
い

く
上
で
の
ル
ー
ル
（
人
の
気
配
を
感
じ

た
ら
逃
げ
る
、
人
が
活
動
す
る
環
境
で

は
日
中
に
徘
徊
し
な
い
な
ど
）
を
教
え

る
と
、
そ
の
ク
マ
だ
け
で
は
な
く
、
次

世
代
の
ク
マ
た
ち
へ
も
こ
の
ル
ー
ル
が

受
け
継
が
れ
ま
す
。

─
人
と
ク
マ
が
共
生
し
て
い
く
に
は
？

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
見
え
て
き
た

の
は
、
ク
マ
が
人
の
気
配
や
動
き
に
と

て
も
敏
感
で
、
人
に
見
つ
か
ら
な
い
よ

う
に
動
き
な
が
ら
懸
命
に
生
き
て
い
る

姿
で
す
。
彼
ら
の
そ
ん
な
謙
虚
な
姿
を

見
て
い
る
と
、
私
た
ち
が
も
っ
と
ク
マ

の
こ
と
を
知
り
、
各
人
が
で
き
る
こ
と

を
少
し
で
も
行
え
ば
、
も
っ
と
人
も
ク

マ
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
気
が
し
ま
す
。

ク
マ
が
い
る
こ
と
は
豊
か
な
自
然
環
境

が
そ
こ
に
あ
る
証
。
共
に
自
然
の
恵
み

を
享
受
で
き
る
よ
う
に
、
自
然
に
も
ク

マ
に
も
謙
虚
な
気
持
ち
と
振
る
舞
い
で

接
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手
・
渡
辺
明
）

ク
マ
は
隣
人
。
私
た
ち
の
仕
事
は
人
─
ク
マ
の
友
好
関
係
を
築
く
こ
と

人
間
と
ク
マ
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て この 2 月、画家で、日本山岳画協会員、熊谷守一美術館館長の熊谷榧氏

がご逝去されました。先生には、長年、本誌表紙、誌上では紀行文、エッ
セイなど多彩な寄稿・作品で大変お世話になりました。生前の御厚情に
深く感謝申し上げ、謹んで御冥福をお祈り致します。　　　　　（橋口）

「一月行く、二月逃げる、三月去る」と言うが、本当に「時」の早さを感じる。
3 月号はなんとか誌面の穴を空けずに済んだが、4 月号もまたまた誌面空白の危
機に直面した。原稿締切日を過ぎても届かないことへの心配と、ギリギリになっ
ての対応に追われるのは編集長の役目だろうか、今月も気忙しかった。　（今野）

コロナ大流行を押し酷暑の中で強行の金権東京。人権抑圧下の北京。「ぼっ
たくり」の異名をとる IOC 執行部。ドーピングも引きずって。無観客開
催オリパラの 1 年で、選手たちの感動的活躍にも拘らず、輝くべき祭典
はこんなにも色褪せてしまった。　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）

2 月の総会では、組織拡大や遭難防止がメーンで議論されたようだ。私
が言うのも変だが、今さまざまな組織が「高齢化」「減少」傾向の中で、
労山の健闘は大いに称賛に価すると思う。会長をはじめとする役員各位
の努力に拍手。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塩田）

オミクロン株と寒波に翻弄されている毎日。毎週登っている愛宕山では
七合目から上部が年末の雪が根雪となってアイスバーン状態が続いてい
る。近年にない冷え込みの日々だが山麓では、マンサクや蠟梅が咲いて
いる。温かさと共にコロナの終息が待ち遠しい。　　　　　　　　（小倉）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄
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把
握
で
き
て
お
り
、
高
い
方
か

ら
低
い
方
に
凸
に
な
っ
て
い
る

等
高
線
は
尾
根
、
低
い
方
か
ら

高
い
方
へ
凸
に
な
っ
て
い
る
等

高
線
は
谷
と
い
う
基
本
も
理
解

し
て
い
る
。
し
か
し
同
じ
方
向

の
凸
に
執
着
す
る
あ
ま
り
稜
線

や
谷
底
を
超
え
た
こ
と
に
気
づ

か
ず
、
反
対
斜
面
の
凸
に
ま
で

線
を
つ
な
い
で
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
（
①
②
は
典
型
的
な
例
）。

ま
た
、
鞍
部
を
把
握
で
き
ず
混

乱
し
た
り
（
③
）、
凸
具
合
が
あ

い
ま
い
な
場
所
で
無
理
や
り
線

を
繋
ぐ
こ
と
も
多
い
（
④
）。
さ

ら
に
読
み
違
え
た
場
所
を
基
準

に
尾
根
谷
を
判
断
し
て
し
ま
う

と
図
右
上
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん

お
か
し
く
な
っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
人
に
は
ま
ず
全

体
の
地
形
を
読
む
よ
う
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
い
。
と
言
っ
て
も

慣
れ
て
い
な
い
人
に
全
体
を
読

め
と
言
っ
て
も
よ
く
理
解
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
。
計
曲
線
（
太

い
等
高
線
）
だ
け
な
ぞ
っ
て
地

形
の
つ
な
が
り
を
読
ん
だ
り
、

ピ
ー
ク
と
ピ
ー
ク
を
結
ぶ
尾
根

を
先
に
つ
な
い
で
稜
線
を
は
っ

き
り
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
全

体
の
地
形
が
読
み
取
り
や
す
く

な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
な
か

な
か
掴
め
な
い
人
に
は
、
以
前

も
紹
介
し
た
地
理
院
地
図
を
利

用
し
て
色
別
標
高
図
や
陰
影
起

伏
図
を
組
み
合
わ
せ
た
図
を
紹

介
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

次
回
は
こ
の
里
山
を
歩
き
な

が
ら
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ

ン
ト
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
。

当
コ
ー
ナ
ー
の
読
者
に
は
指

導
者
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

方
も
い
る
だ
ろ
う
。
間
違
い
を

見
つ
け
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
間

違
え
に
至
っ
た
か
考
え
る
こ
と

は
自
身
の
ス
キ
ル
を
見
直
す
上

で
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

指
導
す
る
機
会
が
な
い
人
で
も
、

例
え
ば
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー

が
尾
根
・
谷
を
間
違
え
て
読
ん

で
い
る
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に

人
が
示
し
た
線
が
あ
る
と
、
そ

れ
が
正
し
い
と
思
い
込
み
が
ち

だ
。
間
違
い
に
気
づ
き
、
正
せ

る
ス
キ
ル
も
時
に
求
め
ら
れ
る
。

読
図
初
心
者
が
今
回
の
よ
う

な
尾
根
線
・
谷
線
を
引
い
て
し

ま
う
場
面
を
し
ば
し
ば
見
か
け

る
。
彼
ら
も
ピ
ー
ク
の
位
置
は

里
山
歩
き　

─
尾
根
線
、
谷
線
の
読
み
間
違
い
─

154

੺ઢ͕ඌࠜɺ੨ઢ͕୩ɺೱᒵృΓ͸ϐʔΫ

ଠઢɿमਖ਼ͨ͠ઢʢҰ෦௥Ճͯ͠Ҿ͍ͨઢ΋͋Δʣ
఺ઢɿઢͱͯ͠͸݁΂ͳ͍ತ͕͍͋·͍ͳՕॴ
ͷʷɿ݁ΜͰ͸͍͚ͳ͍ઢɹ྘ͷ˓ͱ൪号ɿղઆจʹରԠɻࢵ

ཱମ͋ײΔ஍ਤʹॏͶΔ
ͱͲ͕ؒ͜ҧ͍͑ͯΔ͔
෼͔Γ΍͘͢ͳΔɻ

ʲ໰୊ʳ஍ਤಡΈॳ৺ऀΛ࿈Εͯཬ山Λา͖·͢ɻͦͷ༧शͱͯ͠༧ఆ
ΤϦΞͷ஍ਤʹඌࠜઢɺ୩ઢΛҾ͘՝୊Λग़͠ɺղ౴͕ૹΒΕͯདྷ͖·
ͨ͠ɻؒҧ͍Λ௚͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ʲղઆʳ

੒࡞౔஍ཧӃ஍ཧӃਤΑΓࠃ

੒࡞౔஍ཧӃ஍ཧӃਤΑΓࠃ

੒࡞౔஍ཧӃ஍ཧӃਤΑΓࠃ

35 34登山時報 2022 年 4月号 登山時報 2022 年 4月号



把
握
で
き
て
お
り
、
高
い
方
か

ら
低
い
方
に
凸
に
な
っ
て
い
る

等
高
線
は
尾
根
、
低
い
方
か
ら

高
い
方
へ
凸
に
な
っ
て
い
る
等

高
線
は
谷
と
い
う
基
本
も
理
解

し
て
い
る
。
し
か
し
同
じ
方
向

の
凸
に
執
着
す
る
あ
ま
り
稜
線

や
谷
底
を
超
え
た
こ
と
に
気
づ

か
ず
、
反
対
斜
面
の
凸
に
ま
で

線
を
つ
な
い
で
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
（
①
②
は
典
型
的
な
例
）。

ま
た
、
鞍
部
を
把
握
で
き
ず
混

乱
し
た
り
（
③
）、
凸
具
合
が
あ

い
ま
い
な
場
所
で
無
理
や
り
線

を
繋
ぐ
こ
と
も
多
い
（
④
）。
さ

ら
に
読
み
違
え
た
場
所
を
基
準

に
尾
根
谷
を
判
断
し
て
し
ま
う

と
図
右
上
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん

お
か
し
く
な
っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
人
に
は
ま
ず
全

体
の
地
形
を
読
む
よ
う
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
い
。
と
言
っ
て
も

慣
れ
て
い
な
い
人
に
全
体
を
読

め
と
言
っ
て
も
よ
く
理
解
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
。
計
曲
線
（
太

い
等
高
線
）
だ
け
な
ぞ
っ
て
地

形
の
つ
な
が
り
を
読
ん
だ
り
、

ピ
ー
ク
と
ピ
ー
ク
を
結
ぶ
尾
根

を
先
に
つ
な
い
で
稜
線
を
は
っ

き
り
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
全

体
の
地
形
が
読
み
取
り
や
す
く

な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
な
か

な
か
掴
め
な
い
人
に
は
、
以
前

も
紹
介
し
た
地
理
院
地
図
を
利

用
し
て
色
別
標
高
図
や
陰
影
起

伏
図
を
組
み
合
わ
せ
た
図
を
紹

介
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

次
回
は
こ
の
里
山
を
歩
き
な

が
ら
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ

ン
ト
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
。

当
コ
ー
ナ
ー
の
読
者
に
は
指

導
者
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る

方
も
い
る
だ
ろ
う
。
間
違
い
を

見
つ
け
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
間

違
え
に
至
っ
た
か
考
え
る
こ
と

は
自
身
の
ス
キ
ル
を
見
直
す
上

で
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

指
導
す
る
機
会
が
な
い
人
で
も
、

例
え
ば
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー

が
尾
根
・
谷
を
間
違
え
て
読
ん

で
い
る
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に

人
が
示
し
た
線
が
あ
る
と
、
そ

れ
が
正
し
い
と
思
い
込
み
が
ち

だ
。
間
違
い
に
気
づ
き
、
正
せ

る
ス
キ
ル
も
時
に
求
め
ら
れ
る
。

読
図
初
心
者
が
今
回
の
よ
う

な
尾
根
線
・
谷
線
を
引
い
て
し

ま
う
場
面
を
し
ば
し
ば
見
か
け

る
。
彼
ら
も
ピ
ー
ク
の
位
置
は

里
山
歩
き　

─
尾
根
線
、
谷
線
の
読
み
間
違
い
─

154
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行
っ
て
い
る
。
活
動
拠
点
の
柏
市
の

近
く
の
手
賀
沼
湖
畔
の
公
園
で
野
外

講
習
を
行
な
い
、
盛
大
な
か
が
り
火

を
囲
ん
で
親
睦
を
図
り
、
テ
ン
ト
泊

も
体
験
で
き
る
。
新
会
員
に
は
会
に

慣
れ
る
有
効
な
行
事
だ
が
、
こ
れ
も

コ
ロ
ナ
の
た
め
残
念
な
が
ら
２
年
間

中
止
し
て
い
る
。
早
く
再
開
し
た
い

も
の
だ
。

次
は
、
市
民
ハ
イ
ク
。
会
員
募
集

を
目
的
と
し
た
市
民
ハ
イ
ク
を
行
い
、

毎
回
多
く
の
市
民
が
参
加
し
て
い
る
。

参
加
者
の
中
か
ら
入
会
さ
れ
た
会
員

も
多
く
、
会
員
獲
得
の
手
段
と
し
て

力
を
入
れ
て
い
る
。

３
つ
目
は
、
柏
フ
ェ
ス
タ
で
あ
る
。

会
の
拠
点
で
あ
る
柏
市
で
、
毎
年
市

山
対
策
の
講
習
を
行
っ
て
い
る
。
実

技
山
行
に
お
い
て
は
登
山
技
術
、
セ

ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
安
全
対
策
や
危

機
管
理
等
の
講
習
を
行
な
い
、
初
心

者
に
は
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。
あ

る
程
度
経
っ
た
中
堅
か
ら
は
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
講
習
の
要
望
が
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
教
え
ら
れ
る
経
験
者
が
少

な
く
、
あ
ま
り
高
度
な
講
習
は
会
独

自
で
は
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

会
の
メ
イ
ン
行
事
と
今
後
の
課
題

会
の
特
徴
的
な
行
事
と
し
て
３
つ

紹
介
す
る
。
先
ず
開
山
祭
で
あ
る
。

毎
年
４
月
に
そ
の
年
の
登
山
の
安
全

を
祈
願
し
て
全
員
参
加
で
開
山
祭
を

会
員
の
サ
ポ
ー
ト
の
元
で
走
破
し
た
。

千
葉
県
に
は
高
い
山
が
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
で
房
総
の
山
が

紹
介
さ
れ
た
の
は
、
県
民
に
と
っ
て

は
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
現
在
房

総
の
山
は
、
近
年
の
台
風
の
影
響
で

登
山
道
が
荒
れ
て
お
り
、
県
内
の
山

岳
団
体
等
が
共
同
で
登
山
道
の
復
興

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

初
心
者
の
登
山
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
２
年
前
よ
り
登
山
学
校
を
立
上

げ
取
り
組
ん
で
い
る
。
月
１
回
例
会
後

机
上
講
習
と
し
て
、
計
画
書
の
作
成

方
法
、
地
図
読
み
、
天
気
、
夏
・
冬

民
活
動
団
体
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る

活
動
見
本
市
の
よ
う
な
も
の
で
、
当

会
も
毎
年
会
の
紹
介
を
主
に
参
加
し

て
い
る
。
展
示
物
の
山
の
写
真
に
見

入
っ
て
い
る
年
配
の
方
も
多
く
、
社

会
貢
献
の
一
環
と
し
て
の
意
義
を
感

じ
て
い
る
。

会
員
の
高
齢
化
は
避
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
年
配
者
で
も
長
く
会
活

動
が
楽
し
め
る
よ
う
な
形
態
を
模
索

し
て
い
る
。
会
活
動
に
お
い
て
は
、

役
員
の
固
定
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
で
分
担
し

て
作
業
を
行
う
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
役
員
も
男
性
の
比

率
が
高
く
、
女
性
会
員
へ
役
員
へ
の

参
画
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。「
で
き
る

人
が
で
き
る
こ
と
を
や
り

ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
会

活
動
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
野
田
久
生
／

か
が
り
び
山
の
会
会
長
）

２５
周
年
記
念
行
事
は

コ
ロ
ナ
禍
で
断
念

か
が
り
び
山
の
会
は
、
１
９
９
５

年
（
平
成
７
年
）
に
創
立
し
、
２
０
２

０
年
に
創
立
２５
周
年
を
迎
え
た
。
こ

の
年
に
２５
周
年
記
念
行
事
を
行
う
予

定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め

残
念
な
が
ら
集
ま
っ
て
の
行
事
が
ほ

と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。
計
画
し
て

い
た
国
内
外
の
記
念
山
行
は
断
念
し
、

会
の
カ
ラ
ー
で
あ
る
赤
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

作
成
、
２５
周
年
記
念
誌
の
発
行
、
創

立
以
来
発
行
さ
れ
て
い
た
１
０
０
号

近
い
会
報
誌
を
電
子
デ
ー
タ
化
し
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
し
て
発
行
す
る
こ
と
を
行
っ

た
。
現
在
会
員
数
４６
人
、
ハ
イ
キ
ン

グ
か
ら
沢
、
雪
山
、
岩
登
り
ま
で
行

う
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の
会
と
し
て
創

立
当
初
か
ら
活
動
し
て
い
る
。
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
年
間
山
行
回

数
２
６
０
回
、
延
べ
６
６
０
人
が
山

行
を
楽
し
ん
だ
。

当
会
の
活
動
方
針
は
、「
会
活
動
を

楽
し
む
」、「
か
が
り
び
山
の
会
に
入
っ

て
良
か
っ
た
と
言
え
る
会
を
目
指
す
」

と
し
て
お
り
、
単
に
楽
し
む
だ
け
で

は
な
く
、
充
実
感
、
達
成
感
、
感
動

を
味
わ
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

最
近
の
悩
み
と
し
て
、
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
、
岩
等
の
登
山
技
術
の
伝

承
が
途
切
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
最
近
の
活
動
と

　
登
山
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

千
葉
県
連
創
立
５０
周
年
に
合
わ
せ

た
行
事
と
し
て
選
定
さ
れ
た
「
千
葉

県
房
総
の
山
５０
座
」
を
、
２
０
１
５

年
１０
月
か
ら

２
０
１
６
年

１
月
ま
で
の

間
に
１７
日
間

か
け
て
会
員

２
名
が
「
房

総
の
山
５０
座

一
筆
書
き
」

４
９
０
㎞
を

めっこ山岳会創立 50 周年記念　2016 年 10 月

大菩薩峠市民ハイク　2016 年 10 月 23 日

か
が
り
び
山
の
会
千
葉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

労山をつなぐネットワーク

34

オールラウンドの活動が目標
充実感、達成感、感動を大切にがモットー

雪山訓練　白毛門岳の斜面で雪と格闘

開山祭　燃上るかがり火を囲んでキャンプファイヤー

桜の下で 4 月開山祭集合写真

房総の山 50 座　一筆書き踏破記念

柏フェスタ　かがりび山の会のブース
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行
っ
て
い
る
。
活
動
拠
点
の
柏
市
の

近
く
の
手
賀
沼
湖
畔
の
公
園
で
野
外

講
習
を
行
な
い
、
盛
大
な
か
が
り
火

を
囲
ん
で
親
睦
を
図
り
、
テ
ン
ト
泊

も
体
験
で
き
る
。
新
会
員
に
は
会
に

慣
れ
る
有
効
な
行
事
だ
が
、
こ
れ
も

コ
ロ
ナ
の
た
め
残
念
な
が
ら
２
年
間

中
止
し
て
い
る
。
早
く
再
開
し
た
い

も
の
だ
。

次
は
、
市
民
ハ
イ
ク
。
会
員
募
集

を
目
的
と
し
た
市
民
ハ
イ
ク
を
行
い
、

毎
回
多
く
の
市
民
が
参
加
し
て
い
る
。

参
加
者
の
中
か
ら
入
会
さ
れ
た
会
員

も
多
く
、
会
員
獲
得
の
手
段
と
し
て

力
を
入
れ
て
い
る
。

３
つ
目
は
、
柏
フ
ェ
ス
タ
で
あ
る
。

会
の
拠
点
で
あ
る
柏
市
で
、
毎
年
市

山
対
策
の
講
習
を
行
っ
て
い
る
。
実

技
山
行
に
お
い
て
は
登
山
技
術
、
セ

ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
安
全
対
策
や
危

機
管
理
等
の
講
習
を
行
な
い
、
初
心

者
に
は
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。
あ

る
程
度
経
っ
た
中
堅
か
ら
は
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
講
習
の
要
望
が
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
教
え
ら
れ
る
経
験
者
が
少

な
く
、
あ
ま
り
高
度
な
講
習
は
会
独

自
で
は
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
会
の
メ
イ
ン
行
事
と
今
後
の
課
題

会
の
特
徴
的
な
行
事
と
し
て
３
つ

紹
介
す
る
。
先
ず
開
山
祭
で
あ
る
。

毎
年
４
月
に
そ
の
年
の
登
山
の
安
全

を
祈
願
し
て
全
員
参
加
で
開
山
祭
を

会
員
の
サ
ポ
ー
ト
の
元
で
走
破
し
た
。

千
葉
県
に
は
高
い
山
が
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
で
房
総
の
山
が

紹
介
さ
れ
た
の
は
、
県
民
に
と
っ
て

は
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
現
在
房

総
の
山
は
、
近
年
の
台
風
の
影
響
で

登
山
道
が
荒
れ
て
お
り
、
県
内
の
山

岳
団
体
等
が
共
同
で
登
山
道
の
復
興

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

初
心
者
の
登
山
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
２
年
前
よ
り
登
山
学
校
を
立
上

げ
取
り
組
ん
で
い
る
。
月
１
回
例
会
後

机
上
講
習
と
し
て
、
計
画
書
の
作
成

方
法
、
地
図
読
み
、
天
気
、
夏
・
冬

民
活
動
団
体
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る

活
動
見
本
市
の
よ
う
な
も
の
で
、
当

会
も
毎
年
会
の
紹
介
を
主
に
参
加
し

て
い
る
。
展
示
物
の
山
の
写
真
に
見

入
っ
て
い
る
年
配
の
方
も
多
く
、
社

会
貢
献
の
一
環
と
し
て
の
意
義
を
感

じ
て
い
る
。

会
員
の
高
齢
化
は
避
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
年
配
者
で
も
長
く
会
活

動
が
楽
し
め
る
よ
う
な
形
態
を
模
索

し
て
い
る
。
会
活
動
に
お
い
て
は
、

役
員
の
固
定
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
で
分
担
し

て
作
業
を
行
う
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
役
員
も
男
性
の
比

率
が
高
く
、
女
性
会
員
へ
役
員
へ
の

参
画
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。「
で
き
る

人
が
で
き
る
こ
と
を
や
り

ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
会

活
動
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
野
田
久
生
／

か
が
り
び
山
の
会
会
長
）

２５
周
年
記
念
行
事
は

コ
ロ
ナ
禍
で
断
念

か
が
り
び
山
の
会
は
、
１
９
９
５

年
（
平
成
７
年
）
に
創
立
し
、
２
０
２

０
年
に
創
立
２５
周
年
を
迎
え
た
。
こ

の
年
に
２５
周
年
記
念
行
事
を
行
う
予

定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め

残
念
な
が
ら
集
ま
っ
て
の
行
事
が
ほ

と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。
計
画
し
て

い
た
国
内
外
の
記
念
山
行
は
断
念
し
、

会
の
カ
ラ
ー
で
あ
る
赤
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

作
成
、
２５
周
年
記
念
誌
の
発
行
、
創

立
以
来
発
行
さ
れ
て
い
た
１
０
０
号

近
い
会
報
誌
を
電
子
デ
ー
タ
化
し
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
し
て
発
行
す
る
こ
と
を
行
っ

た
。
現
在
会
員
数
４６
人
、
ハ
イ
キ
ン

グ
か
ら
沢
、
雪
山
、
岩
登
り
ま
で
行

う
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の
会
と
し
て
創

立
当
初
か
ら
活
動
し
て
い
る
。
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
年
間
山
行
回

数
２
６
０
回
、
延
べ
６
６
０
人
が
山

行
を
楽
し
ん
だ
。

当
会
の
活
動
方
針
は
、「
会
活
動
を

楽
し
む
」、「
か
が
り
び
山
の
会
に
入
っ

て
良
か
っ
た
と
言
え
る
会
を
目
指
す
」

と
し
て
お
り
、
単
に
楽
し
む
だ
け
で

は
な
く
、
充
実
感
、
達
成
感
、
感
動

を
味
わ
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

最
近
の
悩
み
と
し
て
、
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
、
岩
等
の
登
山
技
術
の
伝

承
が
途
切
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

最
近
の
活
動
と

登
山
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

千
葉
県
連
創
立
５０
周
年
に
合
わ
せ

た
行
事
と
し
て
選
定
さ
れ
た
「
千
葉

県
房
総
の
山
５０
座
」
を
、
２
０
１
５

年
１０
月
か
ら

２
０
１
６
年

１
月
ま
で
の

間
に
１７
日
間

か
け
て
会
員

２
名
が
「
房

総
の
山
５０
座

一
筆
書
き
」

４
９
０
㎞
を

めっこ山岳会創立 50 周年記念　2016 年 10 月

大菩薩峠市民ハイク　2016 年 10 月 23 日

か
が
り
び
山
の
会
千
葉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

労山をつなぐネットワーク

34

オールラウンドの活動が目標
充実感、達成感、感動を大切にがモットー

雪山訓練　白毛門岳の斜面で雪と格闘

開山祭　燃上るかがり火を囲んでキャンプファイヤー

桜の下で 4 月開山祭集合写真

房総の山 50 座　一筆書き踏破記念

柏フェスタ　かがりび山の会のブース
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花咲く山
石井光造

四
月
に
な
る
と
、
ま
ず
は
桜
咲
く
山
。

日
本
中
が
桜
一
色
、
南
か
ら
北
へ
、
一
か

月
か
け
て
、
淡
い
ピ
ン
ク
に
彩
ら
れ
た
山

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
に
な
る
。
四
月
末
か
ら

五
月
初
め
、
残
雪
を
背
景
に
し
た
満
開
の

桜
を
見
る
山
が
楽
し
み
だ
。

つ
ぎ
に
気
に
な
る
の
が
カ
タ
ク
リ
の
ピ

ン
ク
で
あ
る
。
最
近
は
栽
培
地
と
い
う
か
、

集
め
ら
れ
た
カ
タ
ク
リ
の
里
が
あ
ち
こ
ち

に
で
き
た
が
、
一
面
山
肌
を
埋
め
る
よ
り
、

道
端
を
飾
る
点
在
す
る
カ
タ
ク
リ
が
嬉
し

く
な
る
。

上
旬
に
は
、
甲
府
盆
地
を
彩
る
桃
の
山
、

兜
山
に
数
回
、
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
に

車
を
置
い
て
行
け
る
蜂
城
山
に
数
回
通
っ

た
。
山
麓
の
桃
畑
も
い
い
が
、
蜂
城
山
は

藪
に
シ
ュ
ン
ラ
ン
の
可
愛
ら
し
い
花
が
チ

ラ
チ
ラ
す
る
山
で
も
あ
っ
た
（
右
写
真
）。

下
旬
で
は
下
北
半
島
の
吹
越
烏
帽
子
岳

が
印
象
深
い
。
黄
色
一
色
の
菜
の
花
畑

を
前
に
し
た
姿
は
独
立
吠
峰
の
意
味
を
教

え
て
く
れ
る
。
山
頂
か
ら
は
太
平
洋
と
陸

奥
湾
が
両
側
に
望
め
、
登
山
道
は
、
初
夏

の
到
来
を
告
げ
る
ア
ズ
マ
ギ
ク
紫
の
花
が

飾
っ
て
い
た
（
左
写
真
）。

vol.111

絵に色を塗る

絵は色を付けるのものいいので
すが、光と影だけで表現してみ
るのも大切です。今回は光を黄
色（オレンジ）ととらえてその
補色を青紫にしてみました。光
と影を１. 黒と白（明暗）　２. 緑
と赤（反対色）　３. 黄色と紫（反
対色と明暗）などと考えて塗っ
てみるのもいいでしょう。

赤久縄山山頂からの東西御荷鉾山

最
初
に
近
代
山
岳
測
量
の
貴
重
な
遺
構

の
白し
ら

髪が

岩い
わ

を
紹
介
す
る
。
明
治
時
代
に
内

務
省
地
理
局
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
三
角
点

が
、２０
数
年
前
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
「
原

三
角
点
」
は
現
在
の
「
四
角
形
の
石
柱
」

で
は
な
く
「
載
頂
方
錐
形
」
で
あ
る
。
こ

の
タ
イ
プ
は
雲
取
山
と
越
後
の
米
山
に
し

か
現
存
し
な
い
の
に
、
な
ぜ
こ
の
ピ
ー
ク

に
設
置
さ
れ
た
の
か
。
現
在
で
は
赤
久
縄

山
の
ほ
う
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
当
時
は
こ
の
辺
り
で
一
番
高
い
と
思

わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
登
山
口
は
藤
岡
市
、
下
仁
田
町
、

神か
ん

流な

町ま
ち
の
境
界
に
あ
り
、御
荷
鉾
ス
ー
パ
ー

林
道
の
杖つ
え

植た
て

峠と
う
げ

の
少
し
東
に
数
台
駐
車
で

き
る
。
駐
車
地
の
東
の
ピ
ー
ク
を
右
に
見

て
、
ほ
ぼ
水
平
に
北
に
向
か
っ
て
進
む
と

５
分
位
で
ピ
ー
ク
か
ら
の
尾
根
に
合
流
す

る
。
尾
根
に
乗
れ
ば
踏
み
跡
が
あ
り
道
は

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
迷

う
こ
と
な
く
白
髪
岩
に
行
け
る
。
山
頂
手

前
に
ち
ょ
っ
と
し
た
岩
場
が
あ
る
。

新
緑
の
頃
ま
で
は
展
望
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
降
に
な
る
と
無
く
な
る
。
ま
た
こ
の

辺
り
は
ク
マ
の
生
息
地
な
の
で
、「
ク
マ
よ

け
」
を
持
参
し
た
ほ
う
が
良
く
、
帰
り
は

来
た
道
を
戻
る
。

次
は
、
一
等
三
角
点
の
山
の
赤あ
か

久ぐ

縄な

山や
ま

だ
。
こ
の
山
だ
け
の

登
山
を
行
な
う
場
合

は
、
神
流
町
か
ら
県

道
４６
号
線
を
北
上
し

た
、
早
滝
手
前
の
登

山
口
か
ら
登
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。ス
ー

パ
ー
林
道
か
ら
の
道

を
紹
介
す
る
。
林
道

か
ら
は
３
ケ
所
の
登

山
口
が
あ
る
。
西
と

北
と
東
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
林
道
か
ら

２０
分
程
度
で
山
頂
に

達
し
て
し
ま
う
。
白

髪
岩
に
登
っ
た
あ
と

な
ら
、
西
登
山
口
か

ら
が
最
適
で
あ
る
。
次
の
御
荷
鉾
山
を
目

指
す
為
に
車
を
回
し
て
お
い
て
東
方
向
へ

下
っ
た
ほ
う
が
良
い
。
車
で
数
分
の
所
に

公
園
管
理
棟
が
あ
り
ト
イ
レ
な
ど
も
あ
る
。

最
後
に
御
荷
鉾
山
は
東
西
に
ピ
ー
ク
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
峰
的
な
趣
が
あ
る
。

両
方
の
ピ
ー
ク
を
縦
走
す
る
と
３
時
間
ほ

ど
か
か
る
。
前
記
二
つ
の
山
を
登
っ
た
あ

と
な
ら
御
荷
鉾
ス
ー
パ
ー
林
道
の
西
御
荷

鉾
山
西
登
山
口
か
ら
ピ
ス
ト
ン
で
登
る
の

が
良
い
。

白
しら

髪
が

岩
いわ

、赤
あか

久
ぐ

縄
な

山
やま

、東
とう

西
ざい

御
み

荷
か

鉾
ぼ

山
やま

西上州（群馬県）

歴史的遺構 ｢ 原三角点 ｣ と展望の山
新緑やキスゲ、紅葉が素晴らしい山

島田恭司
やまなみ / 群馬

　参考タイム　   交通　   問い合わせ　   温泉　   地図　   その他時 交 問 温 地 他

時

交

問

温

地

他

1. 白髪岩登山口＞ 50 分＞白髪岩＞ 50 分＞白髪岩登山口
2. 赤久縄山西登山口＞ 20 分＞赤久縄山山頂＞ 20 分＞東登山口（鉄塔西）
3. 西御荷鉾山西登山口＞ 45 分＞西御荷鉾山山頂＞ 30 分＞中央登山口、

又は西御荷鉾山東登山口（投石峠）
車を使用しないとかなり不便である。
関越道藤岡 IC ＞藤岡市鬼石方向＞神流湖へのトンネルを抜けた先から御荷
鉾スーパー林道に入る＞登山口まで約 80 分。
神流町からスーパー林道へ入る道は二通りあるが、2022 年初現在「災害
復旧工事中」のため通行禁止。要神流町に確認。
神流町役場　電話 0274-57-2111
神流町観光案内所　電話 0274-57-3305
道の駅は ｢ 神流町万葉の里 ｣ が便利。
｢ みかぼ高原荘 ｣ は老朽化のため、2021 年度に解体された。
1：25000　神ヶ原、万場
・ベストシーズンは、新緑の 4 月～ 5 月、西御荷鉾山のニッコウキスゲの

6 月下旬～ 7 月上旬、紅葉の 11 月中旬。
・白髪岩登山口のすぐ南に白髪山があるので、間違ってしまう登山者も多い。

登山口からは必ず北に向かって進む。
・積雪と道路凍結により毎年 12 月 10 日前後から 4 月中旬頃まで御荷鉾林

道が通行禁止になる。要神流町役場に問合せ。

投石峠

西御荷鉾山

御荷鉾
スーパー林道1523m

赤久縄山

白髪岩
1512m

白髪山
杖植峠

オドケ山
1191m

東御荷鉾山

至 神流町

緑線…林道　赤線…登山道
①白髪岩登山口駐車場　②赤久縄山西登山口
③赤久縄山東登山口　④西御荷鉾山西登山口
⑤西御荷鉾山東登山口 ( 投石峠 )

④ ⑤

① ②

③
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花咲く山
石井光造

四
月
に
な
る
と
、
ま
ず
は
桜
咲
く
山
。

日
本
中
が
桜
一
色
、
南
か
ら
北
へ
、
一
か

月
か
け
て
、
淡
い
ピ
ン
ク
に
彩
ら
れ
た
山

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
に
な
る
。
四
月
末
か
ら

五
月
初
め
、
残
雪
を
背
景
に
し
た
満
開
の

桜
を
見
る
山
が
楽
し
み
だ
。

つ
ぎ
に
気
に
な
る
の
が
カ
タ
ク
リ
の
ピ

ン
ク
で
あ
る
。
最
近
は
栽
培
地
と
い
う
か
、

集
め
ら
れ
た
カ
タ
ク
リ
の
里
が
あ
ち
こ
ち

に
で
き
た
が
、
一
面
山
肌
を
埋
め
る
よ
り
、

道
端
を
飾
る
点
在
す
る
カ
タ
ク
リ
が
嬉
し

く
な
る
。

上
旬
に
は
、
甲
府
盆
地
を
彩
る
桃
の
山
、

兜
山
に
数
回
、
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
に

車
を
置
い
て
行
け
る
蜂
城
山
に
数
回
通
っ

た
。
山
麓
の
桃
畑
も
い
い
が
、
蜂
城
山
は

藪
に
シ
ュ
ン
ラ
ン
の
可
愛
ら
し
い
花
が
チ

ラ
チ
ラ
す
る
山
で
も
あ
っ
た
（
右
写
真
）。

下
旬
で
は
下
北
半
島
の
吹
越
烏
帽
子
岳

が
印
象
深
い
。
黄
色
一
色
の
菜
の
花
畑

を
前
に
し
た
姿
は
独
立
吠
峰
の
意
味
を
教

え
て
く
れ
る
。
山
頂
か
ら
は
太
平
洋
と
陸

奥
湾
が
両
側
に
望
め
、
登
山
道
は
、
初
夏

の
到
来
を
告
げ
る
ア
ズ
マ
ギ
ク
紫
の
花
が

飾
っ
て
い
た
（
左
写
真
）。

vol.111

絵に色を塗る

絵は色を付けるのものいいので
すが、光と影だけで表現してみ
るのも大切です。今回は光を黄
色（オレンジ）ととらえてその
補色を青紫にしてみました。光
と影を１. 黒と白（明暗）　２. 緑
と赤（反対色）　３. 黄色と紫（反
対色と明暗）などと考えて塗っ
てみるのもいいでしょう。

赤久縄山山頂からの東西御荷鉾山

最
初
に
近
代
山
岳
測
量
の
貴
重
な
遺
構

の
白し
ら

髪が

岩い
わ

を
紹
介
す
る
。
明
治
時
代
に
内

務
省
地
理
局
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
三
角
点

が
、２０
数
年
前
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
「
原

三
角
点
」
は
現
在
の
「
四
角
形
の
石
柱
」

で
は
な
く
「
載
頂
方
錐
形
」
で
あ
る
。
こ

の
タ
イ
プ
は
雲
取
山
と
越
後
の
米
山
に
し

か
現
存
し
な
い
の
に
、
な
ぜ
こ
の
ピ
ー
ク

に
設
置
さ
れ
た
の
か
。
現
在
で
は
赤
久
縄

山
の
ほ
う
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
当
時
は
こ
の
辺
り
で
一
番
高
い
と
思

わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
登
山
口
は
藤
岡
市
、
下
仁
田
町
、

神か
ん

流な

町ま
ち
の
境
界
に
あ
り
、御
荷
鉾
ス
ー
パ
ー

林
道
の
杖つ
え

植た
て

峠と
う
げ

の
少
し
東
に
数
台
駐
車
で

き
る
。
駐
車
地
の
東
の
ピ
ー
ク
を
右
に
見

て
、
ほ
ぼ
水
平
に
北
に
向
か
っ
て
進
む
と

５
分
位
で
ピ
ー
ク
か
ら
の
尾
根
に
合
流
す

る
。
尾
根
に
乗
れ
ば
踏
み
跡
が
あ
り
道
は

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
迷

う
こ
と
な
く
白
髪
岩
に
行
け
る
。
山
頂
手

前
に
ち
ょ
っ
と
し
た
岩
場
が
あ
る
。

新
緑
の
頃
ま
で
は
展
望
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
降
に
な
る
と
無
く
な
る
。
ま
た
こ
の

辺
り
は
ク
マ
の
生
息
地
な
の
で
、「
ク
マ
よ

け
」
を
持
参
し
た
ほ
う
が
良
く
、
帰
り
は

来
た
道
を
戻
る
。

次
は
、
一
等
三
角
点
の
山
の
赤あ
か

久ぐ

縄な

山や
ま

だ
。
こ
の
山
だ
け
の

登
山
を
行
な
う
場
合

は
、
神
流
町
か
ら
県

道
４６
号
線
を
北
上
し

た
、
早
滝
手
前
の
登

山
口
か
ら
登
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。ス
ー

パ
ー
林
道
か
ら
の
道

を
紹
介
す
る
。
林
道

か
ら
は
３
ケ
所
の
登

山
口
が
あ
る
。
西
と

北
と
東
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
林
道
か
ら

２０
分
程
度
で
山
頂
に

達
し
て
し
ま
う
。
白

髪
岩
に
登
っ
た
あ
と

な
ら
、
西
登
山
口
か

ら
が
最
適
で
あ
る
。
次
の
御
荷
鉾
山
を
目

指
す
為
に
車
を
回
し
て
お
い
て
東
方
向
へ

下
っ
た
ほ
う
が
良
い
。
車
で
数
分
の
所
に

公
園
管
理
棟
が
あ
り
ト
イ
レ
な
ど
も
あ
る
。

最
後
に
御
荷
鉾
山
は
東
西
に
ピ
ー
ク
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
峰
的
な
趣
が
あ
る
。

両
方
の
ピ
ー
ク
を
縦
走
す
る
と
３
時
間
ほ

ど
か
か
る
。
前
記
二
つ
の
山
を
登
っ
た
あ

と
な
ら
御
荷
鉾
ス
ー
パ
ー
林
道
の
西
御
荷

鉾
山
西
登
山
口
か
ら
ピ
ス
ト
ン
で
登
る
の

が
良
い
。

白
しら

髪
が

岩
いわ

、赤
あか

久
ぐ

縄
な

山
やま

、東
とう

西
ざい

御
み

荷
か

鉾
ぼ

山
やま

西上州（群馬県）

歴史的遺構 ｢ 原三角点 ｣ と展望の山
新緑やキスゲ、紅葉が素晴らしい山

島田恭司
やまなみ / 群馬

　参考タイム　   交通　   問い合わせ　   温泉　   地図　   その他時 交 問 温 地 他

時

交

問

温

地

他

1. 白髪岩登山口＞ 50 分＞白髪岩＞ 50 分＞白髪岩登山口
2. 赤久縄山西登山口＞ 20 分＞赤久縄山山頂＞ 20 分＞東登山口（鉄塔西）
3. 西御荷鉾山西登山口＞ 45 分＞西御荷鉾山山頂＞ 30 分＞中央登山口、
    又は西御荷鉾山東登山口（投石峠）
車を使用しないとかなり不便である。
関越道藤岡 IC ＞藤岡市鬼石方向＞神流湖へのトンネルを抜けた先から御荷
鉾スーパー林道に入る＞登山口まで約 80 分。
神流町からスーパー林道へ入る道は二通りあるが、2022 年初現在「災害
復旧工事中」のため通行禁止。要神流町に確認。
神流町役場　電話 0274-57-2111
神流町観光案内所　電話 0274-57-3305
道の駅は ｢ 神流町万葉の里 ｣ が便利。
｢ みかぼ高原荘 ｣ は老朽化のため、2021 年度に解体された。
1：25000　神ヶ原、万場
・ベストシーズンは、新緑の 4 月～ 5 月、西御荷鉾山のニッコウキスゲの

6 月下旬～ 7 月上旬、紅葉の 11 月中旬。
・白髪岩登山口のすぐ南に白髪山があるので、間違ってしまう登山者も多い。

登山口からは必ず北に向かって進む。
・積雪と道路凍結により毎年 12 月 10 日前後から 4 月中旬頃まで御荷鉾林

道が通行禁止になる。要神流町役場に問合せ。

投石峠

西御荷鉾山

御荷鉾
スーパー林道1523m

赤久縄山

白髪岩
1512m

白髪山
杖植峠

オドケ山
1191m

東御荷鉾山

至 神流町

緑線…林道　赤線…登山道
①白髪岩登山口駐車場　②赤久縄山西登山口
③赤久縄山東登山口　④西御荷鉾山西登山口
⑤西御荷鉾山東登山口 ( 投石峠 )

④ ⑤

① ②

③
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篠塚優    カモシカスポーツ山の店・横浜店

今
更
で
す
が
、
今
年
の
元
旦
は
数

年
ぶ
り
に
雪
山
で
過
ご
し
ま
し
た
。

雪
山
は
綺
麗
だ
し
楽
し
い
け
れ
ど
、

夏
よ
り
も
基
本
装
備
が
増
え
て
荷
物

が
重
く
な
る
の
で
、
年
々
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
し
た
。

今
回
も
少
し
で
も
軽
く
し
よ
う
と

酒
類
は
カ
ッ
ト
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女

性
も
飲
ま
な
い
し
、
私
も
毎
日
飲
ん

で
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
無
く
て

平
気
で
す
。
た
だ
、
雪
山
テ
ン
ト
泊

の
夜
は
長
い
。
と
い
う
こ
と
で
お
湯

に
溶
か
す
粉
タ
イ
プ
の
飲
み
物
を
多

め
に
準
備
。
そ
の
中
に
最
近
の
お
気

に
入
り
の
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ

ｅ
も
入
れ
ま
し
た
。

周
り
に
コ
ー
ヒ
ー
好
き
、
も
し
く

は
常
飲
し
て
い
る
方
は
結
構
多
い
印

象
で
、
私
自
身
も
詳
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
例
に
も
れ
ず
コ
ー
ヒ
ー
が

好
き
で
す
。
で
も
、
結
構
な
面
倒
く

さ
が
り
の
た
め
、
日
帰
り
の
山
で
は

お
湯
を
沸
か
す
こ
と
す
ら
や
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
私
に
と
っ
て
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ
の
イ
チ
オ
シ
ポ
イ
ン

ト
は
、
ず
ば
り
、
す
ぐ
に
飲
め
て
ド

リ
ッ
プ
し
た
み
た
い
に
お
い
し
い
と

こ
ろ
！

で
す
。

特
殊
な
製
法
で
粉
に
さ
れ
た
コ
ー

ヒ
ー
は
、
お
湯
を
入
れ
る
と
混
ぜ
る

ま
も
な
く
サ
ッ
と
溶
け
て
す
ぐ
飲
め

ま
す
。
ま
た
、
雪
山
は
テ
ン
ト
内
と

い
え
ど
も
寒
い
の
で
、

ド
リ
ッ
プ
し
て
た
ら

冷
た
い
コ
ー
ヒ
ー
に

な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

温
か
い
も
の
は
温
か

い
状
態
で
飲
み
た
い

し
、
暖
ま
る
た
め
に

飲
み
た
い
の
で
す
ぐ

飲
め
る
っ
て
本
当
に

大
事
。

あ
と
、
粉
を
お
湯
に

溶
か
す
も
の
っ
て
、
頑
張
っ
て
混
ぜ

て
も
何
故
か
あ
る
程
度
溶
け
残
り
ま

す
。
私
は
昔
か
ら
こ
の
溶
け
残
り
が

と
て
も
嫌
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
遡
る

こ
と
大
学
時
代
…
部
活
の
合
宿
で
よ

く
食
事
に
コ
ー
ン
ス
ー
プ
が
登
場
し

て
い
た
の
で
す
が
、
何
故
か
お
湯
を

注
い
で
渡
さ
れ
る
ま
で
か
き
混
ぜ
な

か
っ
た
た
め
、
よ
く
溶
け
残
っ
て
美

味
し
く
な
か
っ
た
ん
で
す
。
と
ほ
ほ
。

ち
な
み
に
、
雪
山
や
雪
山
テ
ン
ト

泊
で
私
の
１
番
の
憂
鬱
な
時
間
は
ト

イ
レ
タ
イ
ム
。
特
に
夜
中
に
目
が
覚

め
て
せ
っ
か
く
暖
ま
っ
た
シ
ュ
ラ
フ

を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
瞬
間
は

何
度
体
験
し
て
も
つ
ら
い
も
ん
で

す
。
そ
ん
な
つ
ら
さ
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
カ
フ
ェ
イ
ン
レ
ス
の
ナ
イ
ト

ア
ロ
マ
に
し
て
い
ま
す
。

第
4
回

΋ΑΒͳ͍ϥο͍ࢥ山΁ɻ࡫୴登山͸ಸྑా͔Βݩ
ηϧʹۤ࿑ͯ͠Α͏΍ͨ͘ͲΓண͍ͨ山௖͸෩͕ڧ
͘ɺࣸਅ͚ͩͱͬͯ௚͙ʹԼ山։࢝͠·ͨ͠ɻͰ΋
ۤ࿑ͯ͠Α͏΍͘ݟΒΕͨೆΞϧϓεೆ෦ͷେ͖ͳ
山ʑͷന͞ɺߴ࠷ʹඒ͔ͬͨ͠Ͱ͢ʂ

๫෩ͷ
Իʹग़

ൃΛ஗

Βͤͯ
͍Δؒ

ͷίʔ

ώʔλ
ΠϜɻ

֎ʹग़

ͨ͘ͳ
ʙ͍ɻ

ʮͨͬͨ �ඵͰຊ֨ίʔ
ώʔ͕ຯΘ͑Δʯͱ͍͏
ϗʔϜϖʔδͷΩϟον
ϑϨʔζͦͷ··ɻ
ΧϞγΧεϙʔπͰ͸

୔山ͷछྨͷத͔ΒφΠ
τΞϩϚͷଞʹεϜʔε
ΞϩϚɺφνϡϥϧΞϩ
ϚɺϋχʔίʔώʔΛऔ
Γѻ͍ͬͯ·͢ɻ

඼ͷςϯτΛ࡞ࢼճ͸ϔϦςΠδͷࠓ
ϑΟʔϧυςετͱ͍͏͜ͱͰ͓आΓ
͠·ͨ͠ɻ੡඼Խ͕଴ͪԕ͍͠Ͱ͢ ��

It's Not Instant Coffee

40登山時報 2022 年 4月号



篠塚優    カモシカスポーツ山の店・横浜店

今
更
で
す
が
、
今
年
の
元
旦
は
数

年
ぶ
り
に
雪
山
で
過
ご
し
ま
し
た
。

雪
山
は
綺
麗
だ
し
楽
し
い
け
れ
ど
、

夏
よ
り
も
基
本
装
備
が
増
え
て
荷
物

が
重
く
な
る
の
で
、
年
々
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
し
た
。

今
回
も
少
し
で
も
軽
く
し
よ
う
と

酒
類
は
カ
ッ
ト
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
女

性
も
飲
ま
な
い
し
、
私
も
毎
日
飲
ん

で
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
無
く
て

平
気
で
す
。
た
だ
、
雪
山
テ
ン
ト
泊

の
夜
は
長
い
。
と
い
う
こ
と
で
お
湯

に
溶
か
す
粉
タ
イ
プ
の
飲
み
物
を
多

め
に
準
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そ
の
中
に
最
近
の
お
気

に
入
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の
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ

ｅ
も
入
れ
ま
し
た
。

周
り
に
コ
ー
ヒ
ー
好
き
、
も
し
く

は
常
飲
し
て
い
る
方
は
結
構
多
い
印

象
で
、
私
自
身
も
詳
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
例
に
も
れ
ず
コ
ー
ヒ
ー
が

好
き
で
す
。
で
も
、
結
構
な
面
倒
く

さ
が
り
の
た
め
、
日
帰
り
の
山
で
は

お
湯
を
沸
か
す
こ
と
す
ら
や
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
私
に
と
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て
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
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ｆ
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ｅ
の
イ
チ
オ
シ
ポ
イ
ン

ト
は
、
ず
ば
り
、
す
ぐ
に
飲
め
て
ド

リ
ッ
プ
し
た
み
た
い
に
お
い
し
い
と

こ
ろ
！

で
す
。

特
殊
な
製
法
で
粉
に
さ
れ
た
コ
ー

ヒ
ー
は
、
お
湯
を
入
れ
る
と
混
ぜ
る

ま
も
な
く
サ
ッ
と
溶
け
て
す
ぐ
飲
め

ま
す
。
ま
た
、
雪
山
は
テ
ン
ト
内
と

い
え
ど
も
寒
い
の
で
、

ド
リ
ッ
プ
し
て
た
ら

冷
た
い
コ
ー
ヒ
ー
に

な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

温
か
い
も
の
は
温
か

い
状
態
で
飲
み
た
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し
、
暖
ま
る
た
め
に

飲
み
た
い
の
で
す
ぐ

飲
め
る
っ
て
本
当
に

大
事
。

あ
と
、
粉
を
お
湯
に

溶
か
す
も
の
っ
て
、
頑
張
っ
て
混
ぜ

て
も
何
故
か
あ
る
程
度
溶
け
残
り
ま

す
。
私
は
昔
か
ら
こ
の
溶
け
残
り
が

と
て
も
嫌
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
遡
る

こ
と
大
学
時
代
…
部
活
の
合
宿
で
よ

く
食
事
に
コ
ー
ン
ス
ー
プ
が
登
場
し

て
い
た
の
で
す
が
、
何
故
か
お
湯
を

注
い
で
渡
さ
れ
る
ま
で
か
き
混
ぜ
な

か
っ
た
た
め
、
よ
く
溶
け
残
っ
て
美

味
し
く
な
か
っ
た
ん
で
す
。
と
ほ
ほ
。

ち
な
み
に
、
雪
山
や
雪
山
テ
ン
ト

泊
で
私
の
１
番
の
憂
鬱
な
時
間
は
ト

イ
レ
タ
イ
ム
。
特
に
夜
中
に
目
が
覚

め
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せ
っ
か
く
暖
ま
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た
シ
ュ
ラ
フ

を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
瞬
間
は

何
度
体
験
し
て
も
つ
ら
い
も
ん
で

す
。
そ
ん
な
つ
ら
さ
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
カ
フ
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ン
レ
ス
の
ナ
イ
ト

ア
ロ
マ
に
し
て
い
ま
す
。
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記念誌と年表

労山の 60 年／年表
　  ─ 労山 60 年の歩みがわかる ─

労山の 60 年

A4 判・120P
一部 500 円（送料込）

年表
A4 判・74P
一部 200 円（送料込）

※両方セットで購入の場合、
1 セット 600 円（送料込）
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